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プロローグ









　戦いは終わった。

　だが問題は、どちらなのか、ということだった。

　自分は勝ったのだろうか。欲しかった何かをゲットしようとしているのだろうか。

　それとも──負けたのだろうか？

　今まさに、自分は、大切な何かを失おうとしているのだろうか？




　目の前の床に背中をつけて横たわっているのは、騎士の格好をした一人の少女。

「…………」

　綺き麗れいな長い髪、整った顔立ち、女性らしい丸みと柔らかさを過不足なく具そなえた白い肌。細身ではあるが瘦せぎすではなく、ジャストサイズの抱き心地を想像させる身体からだつき。どの部分に指を触れさせても、穏やかに弾力的にその指先を受け止めてくれるのが確信できるような、男を駄目にする肉感──

　その身体からだは今、ここまでの激闘の過酷さを物語るように、土や泥や返り血やその他よくわからない体液で薄汚れている。しかしそれでも、彼女の外見、そして内側から滲にじみ出でる輝きを穢けがしきるには至っていない。

　そう、彼女はそれほどまでに──輝かしい存在光だ。こちらとは違って。

　ただし、疲ひ労ろう困こん憊ぱい、満身創そう痍いであるのは疑いようもなく確か。身体からだに力が入らないのか、かろうじて首だけを持ち上げるようにして、彼女はこちらを見ている。その視線にあるのは……怖おそれ？　怯おびえ？　諦め？

　それら全てかもしれなかったし、どれでもないのかもしれなかった。

　彼女は今の自分の姿について、きっと充分に理解している。

　身を包んでいた騎士鎧よろいはほとんどが破壊され、剝がれ落ちていた。その下にあったアンダーウェアも無残に破られ、大部分の面積を白い肌に置き換えている。形のよいおへそ。どろっとした何かが薄く溜たまっていることにより今のそれは淫いん猥わいな窪くぼみという名に改名されている。引き締まった、それでも女性らしい柔らかさを具そなえた脇腹。ほどよくぷっくりと膨らんだ胸部のラインには彼女自身の髪が最後の抵抗のように乗る。一流の芸術家ですらその隠と顕という概念間の綱渡りじみたバランスは二度と再現できまい。下半身も状況は似たようなもの。横向きに投げ出された太ふと股ももは閉じるでも開くでもなく、ただ微かすかに震えるだけ。それはどこか、甘く弾力のあるデザートじみた蠱こ惑わく的な震え方だった。その中心を隠しているのは──今は、そこに垂れた非力な布一枚のみ。穿はいているのではなく、ただ、破れて垂れている。微かすかな肉の震えを受けて揺れる、最後の砦とりで。この怪物が追い求めていた……究極の宝。

　その状況を。

　自らのあられもない姿がこちらに見られているということを。

　そして身体からだを動かせない自分にはその状況を変えられないことを、彼女は、知っている。

　彼女が動かせるのは、目と口だけだ。

　ゆっくりと細められた目の周囲、長いまつげが震えるのを見た。唇が閉じられ、何かを決意したようにまた開かれるのを見た。

　南みなみ井い源げん斗とは──ゲーム内のモンスタープレイヤー名で言うならば、ゲント・サザンウェルは──その一瞬の中、ごくりと唾を飲み込みながら予想する。

　彼女がどんな台詞せりふを口にするのか。

　わかっている。簡単だ。今までに何度もあったことだ。

　自分のプレイしていたギャルゲー系ＭＭＯゲームが、彼女のプレイしていたガチファンタジーＭＭＯゲームと不可解な合一を果たしてから、この今という瞬間に至るまでに、何度も。

　このリアルと見み紛まがうＶＲ世界の向こうに、現実に、プレイヤーである彼女はいる。

　その彼女がどんな性格をしているのかも、今の自分にはもうわかっていた。

　彼女は騎士だ。きっと現実でも騎士だ。正しさを信じていて、人よ正しく在れと思っていて、それが怪物モンスターである自分にはたまらなく居心地が悪い。

　そんな騎士が怪物にこんな姿を見られたら？

　そりゃこう言う。間違いなくこう言う。

　今までにも何度となく言ってきたように、誇り高く、こんな台詞せりふを言うはずだ。

　くっ……殺せ。

　こんな辱はずかしめを受けるくらいなら──いっそ殺せ！




　だが。




「見ても……いいわよ。見たかったんでしょ？　女の子の……あそこ」




　頰を微かすかに染め、視線を逸そらしてそう呟つぶやいた彼女を見ながら。

　その、囁ささやき声ごえのような、震え声のような、小さな小さな言葉──予想外の台詞せりふの意味を、どこか夢うつつで現実感のない心持ちの中、たっぷりと時間を使って理解して。

　そして、ゲントは──
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　南みなみ井い源げん斗との世界は狭く、しかし無限だ。

　狭い世界が意味するのは六畳の自室。朝から晩まで、トイレや食事を除けば基本的に彼はずっとそこにいる。十五歳の高校一年生という肩書きも、その法則を崩す役には立たない。

　簡単に言えば、源斗は引きこもりであった。

　だからそこ自室が源斗の唯一の居場所で、源斗の世界だ。

　けれど──

「……ふう」

　食事もトイレも、源斗にとってはもう一つの世界からの離脱を余儀なくされる億おつ劫くうなイベントにすぎない。引きこもりだからといって過度な肥満や虚弱体質になっているわけではないが、気分の問題だ。

　その避けられないイベントを仕方なくクリアして部屋に戻ってきた源斗は、見るべき価値のないもの──何時だろうが源斗の生活には関係ない時計や、酔狂な誰かの労苦の結果として積み重なるだけの机の上の学校プリント──をいつものように無視して、普段からの定位置、部屋の中央にある専用のリクライニングチェアに身を沈めた。シートは柔らかく、『長時間この上にいられること』が最大限に重視された快適な設計。

　こきりと首を回して、サイドテーブルに載せていた大仰なヘッドギアを手に取る。

　それが、もう一つの──無限の世界へと旅立つ準備。

　昨今発表され、そして瞬またたく間まに世間に浸透していった新機軸高性能ＶＲ機器、『SupremeVR』、通称ＳＰＲスプリはそのケタ違いのリアル感や没入度から、今や様々なエンターテイメント文化の中心となっている。その中でもやはりゲームは一大分野だ。

　源斗がＳＰＲスプリでログインしたのは多人数参加型ＲＰＧ、Evil Life Onlineイヴイル・ライフ・オンライン。通称ＥＬＯ。

　それはただのＲＰＧではない。

　とはいえ何かのアワードを取ったわけでも、接続人数が多いわけでも、評価が高いわけでも、老舗メーカーが作ったわけでもなく、単に──

「さて。今日は……褐色系を脱がせたい気分だな。日焼けも褐色に含む」

　単に、『モンスターになってファンタジー美少女キャラの服を脱がそう』というニッチな方向性がテーマのＲＰＧである、というだけだった。

　いわゆる非18禁の美少女ゲームであり、まごうかたなきＢ級ゲーム。

　そして、半笑いの上から目線でゲームを評価することに慣れた者達たちに言わせれば──
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place_status_〝ワイルドソーンの森〟




　……クソゲーじゃないと思うんだよなあ。マゾゲーであるとは思うけど。

　最近ホームグラウンドとしている森林エリアの一角。ねじくれた茨系のオブジェクトが特徴的な、野性味溢あふれる原生林の中──

　目の前に倒れているのは、三十分（ゲーム内時間）にもわたる死闘の末、ようやく屈服させた敵だ。系統的には健康・筋肉・素朴・褐色といったところか。

「っ……魔物めぇっ！　こんな屈辱、おら、はじめてだ……」

　そばかすの浮いた、純朴そうな顔立ちをした斧おの使つかいの少女である。日焼け肌はいかにも健康的で、胸部のボリュームも申し分ない。大地の恵みを感じるぽよよん加減、ありがとう自然。姿は軽鎧とオーバーオールを合わせたようなデザインの装備であり、もちろん彼女を倒した今は、そのオーバーオールのヒモ部分だけがかろうじてその胸部を隠す形になっている。

　名前表示、『森と大地の守護者メイリン』。

　この森に現れるＮＰＣの一人だ。ＥＬＯというゲームのプレイヤーは例外なく『モンスター』であるので、つまり逆の立場の『敵エネミー』ということになる。基本的には戦う相手はこういうＮＰＣの美少女キャラクターエネミー。街や城など決まったところにいる配置型美少女キャラプレイスドエネミーと、ある程度のランダム性を持ってフィールドにポップする彷徨型美少女キャラワンダリングエネミーの二種に分かれている。ちなみにＥＬＯはモンスタープレイヤー以外の男の登場人物は０という潔いさぎよい作りのゲームだ。

　さて、この褐色筋肉ボディが素敵なメイリンちゃん、本来はパーティを組んで討伐すべきレベルの強力な相手だが、今こうなっているということは当然──このゲント・サザンウェルがタイマンで大勝利したというのを意味する。

（やっぱ入念に準備すればソロ討伐もいけるな。クッソ面倒臭かったけど）

　数日を費やして必要なアイテムを揃そろえ、戦法をシミュレートし、ソロで倒すためだけに自分のキャラを再進化させて種族を変えた。その甲か斐いがあったというものだ。

　今のゲント俺の姿はスリムな鳥の形状をした、回避ステータスが高めの『ストームシームルグ』。分類は魔獣系魔鳥族。基本的に相手の攻撃を食らわないことを重視し、低めの攻撃力は魔鳥族がデフォルトで持つ対農業系特攻でカバーしチクチク攻め続けるという作戦が効いた。

「ど、どうするつもりだ、魔物めぇっ……に、人にん参じんか？　おらに人にん参じん遊あそびをさせる気だかーっ？　魔物は人間の雌にそれをやらせて、あとでぐっぽり収穫するってマグおじさんが言ってただ！　ううう！」

　相変わらず涙目のメイリンちゃん。人にん参じん遊あそびって何だよ。

　このゲームの目的がこういう『美少女キャラエネミーを倒してえっちい姿を見る』ことである以上、俺達モンスタープレイヤー側のバトルには覆くつがえせない絶対的なルールがいくつか存在する。

　①美少女キャラエネミーへの攻撃は肉体ダメージではなく、装備（服）をいい感じに破壊する

　②美少女キャラエネミーを倒すと必ずＨＰが１残り、鑑賞モードに入る

　というのが大きなもの。つまり今がその鑑賞モード中というわけだ。ご褒ほう美びタイムというか戦利品の品定めタイムというか。ちなみにもう無敵状態で、これ以上触ったりダメージを与えたりはできなくなっている。

『このモード中は身動きが取れない』ことがシステム上決まっているメイリンの周囲をぐるりと回り、いい角度を探す。ＳＰＲスプリはほとんど夢を見ているかのような感覚のＶＲマシンで、つまり三次元的制約も基本的にはない。だからどこからどう見れば最も彼女の肌面積が広くなるかを心ゆくまで調査できるというわけだ。鑑賞モード自体の時間制限はあるが。

「ふむふむなるほど……」

　若々しさと張りだけでぷりりと形作られているような、健康的な褐色の双丘。きっと水滴を垂らしたら物理学的に驚きの弾はじき具合を見せるに違いない。そしてそれでいて指でつついたら貴重な絶滅動物を撫なでたような感覚でもって野性的に迎え入れてくれるに違いない。ああ、どうしてこの肌は見ているだけでこちらにまで元気を与えてくれるのだろう。思うに彼女達は太陽である。太陽であり、正義であり、細かいことを気にしない鷹おう揚ようとした抱擁力の体現であり、それらを鎖骨の窪くぼみやうなじの奥にまで浸透させている証あかしとしての褐色なのだ。谷間に鼻を近付ければきっと日ひ向なたぼっこしている猫のような匂いがするに違いない。そこで眠りたいような、鼻をくすぐられ続けたいような、原始的な安寧の在処ありか──

　──などということを考えつつ、気に入った角度でグッときたメイリンちゃんの姿を何枚かスクリーンショットで保存。そのたびに無知な田舎娘の台詞せりふを怯おびえたように口にするのもなかなか可愛かわいらしい。

　鑑賞モードの残り時間が少なくなったところで、最後の仕上げ。鉤かぎ爪づめの手を翳かざし、鑑賞モード中にのみ呼び出せる特殊コマンドを実行。『あえて逃がす』『奴隷化エンスレイヴ』などと同じ階層にある『魔力吸収』を選択した。

「んっ……ああっ……あああーっ！」

　ホワホワしたエフェクトがメイリンの身体からだから出て（その拍子に彼女がぴくんと太ふと股ももを擦り合わせたのがまた良かった）、こちらの手に集まってくる。効果音とともに吸収完了。

　自分のステータスを確認すると、なかなかの量の魔力が増えたのがわかる。これはＥＬＯにいる俺達モンスタープレイヤーにおける食料や空腹度で、何もしないでいると自然と減っていく──不足するとステータス減少などのペナルティがあり、最終的には完全死亡して初期モンスターの姿に戻されてしまう。だからプレイヤーはこれを定期的に補充していかねばならない。

　今やったように、魔力は倒した敵美少女の鑑賞モード中にご褒ほう美びとして吸収できる。それが一番効率のいいメイン手段だ。アイテムなどで魔力を補給する手段も一応はあるが。

「うう、うううう……おら、おら……汚されちまっただ。人にん参じんはもう……食べ物として見れないだ……！」

　だからその熱い人にん参じん推おしは何なんだよ。俺は別にそんなものを使って楽しんだりはしていないぞ。まあこいつはやはりＮＰＣ、ライターが書いた文章をプログラムが言わせているだけなので気にしても仕方ないことではある。

　特殊コマンドは鑑賞モード中にどれか一種しか選択できず、選べば鑑賞モード自体が終わってしまう。

　あられもない姿のメイリンはふらふらと立ち上がり、俺から離れるように歩き出していた。ＨＰは１のままだが、このゲームのシステム的にはそれは『討伐済の美少女』であり『死んだモンスター』みたいなものだ。俺にはもうどうにもできないし、とどめもさせない。ある程度離れたら消えて、そしてまたリポップを待つことになるのだろう。

「さってと。当面の魔力は確保できたし、次は……どうしようかな。シームルグのままだとあんま潰しが効かないな。別のになっとくか」

　そんなことを考えていたときだった。

　頭をぶん殴られたかのように、突然、視界が大きくブレる。

　奇襲？　違う、反射的に見たＨＰゲージは減っていない。いや、それどころか、そのゲージ自体もブレていた。ザザ、とノイズが走ったかのように見えにくくなっている。ノイズは視界内にあるインターフェース全てに伝でん播ぱ。不快感を覚える無秩序さで歪ゆがみ、散らばり、文字化けする。異常はインターフェースだけに留まらなかった。魔物の森という雰囲気に合わせられた紫の空に茨の地面に捻ねじれた木々、周囲の風景全てが不気味に掠かすれて揺れ動く。

　かつて体験したことがないような、明確な異変だった。

　──な、なんだこれ？　どうする？　何かがバグった？　システムエラー？

　本能で、今ここにいることのまずさを感じた。反射的にログアウト処理のコマンドに意識の手が伸びる。が、躊ちゆう躇ちよした。システムが不安定になってるところに新しく処理を加えるのは危険じゃないのか。まかり間違って自分のキャラデータそのものに影響があったらどうする。このゲント・サザンウェルというキャラクターモンスターは、俺があの狭い六畳の部屋に籠もっている時間のほとんどを捧ささげて育ててきた魔物だ。美少女のキャラクターを剝むくというゴミみたいな存在意義のためのデータにすぎないが、大切な分身だ。貴重なアイテムだって山ほど持っている。こんなことで失いたくはない。

　その躊ちゆう躇ちよの間に──異変は、さらに大きく。

　視界の歪ゆがみ、世界の揺れが限度を超えて。

　一瞬、全てが暗転。かと思えば一気に白い光が溢あふれ、周囲の全てを飲み込んで──
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　そして気付けば、俺は見知らぬ場所にいた。

　よし落ち着こう。落ち着いて、何に一番驚くべきか決めていこう。

　森の中にいるのは同じだったが、周囲の風景は今までいた『ワイルドソーンの森』とは違い、現実と同じ牧歌的な色合い。空は青く、森は緑だ。まあ外になんて現実の俺はほとんど出ないから、いつのまにかリアルの空が紫デフォになってたってわかりゃしないが。

　ともあれ周囲はなんだかフツーの森だってこと。驚きレベルはそれほどでもない。

　次。自分のインターフェース。ぱっと見、色々な部分が空白になっているように見える。かろうじてＨＰバーはわかるが、レベル表示の欄には何も書かれていない。おそるおそるインベントリ持ち物を開いてみたが、そこに広がっているのも暗黒だけだった。つまり──カラだ。

「ウソだろ」

　震える声で呟つぶやく。この驚きレベルはかなりデンジャラス。心臓が跳ねる。

　いや、よくよく見ればインベントリの隅も隅、本当に端っこに、一個だけ何かがあった。おそるおそる意識を合わせてガイド文をチェック。

【■□の布　※△のョ♨が翟した匾。☆るィもｆ。他人に使うと蘇そ生せい効こう果かがある】

　見たこともない文字化けアイテム！　完全にバグっている気配！　かろうじて読める最後の説明文を信じれば、ＥＬＯでは意外と貴重な蘇そ生せいアイテムの一種なのかもしれないが──ふざけるな、こちとらただの蘇そ生せいアイテムなら三スタック２９７個以上は元々持ってたんだ。他の超高レア素材や装備やアイテムはどこに行った？　とても釣り合いは取れない。ファック！

　ワナワナと震えながら、最後に自分の姿を見やる。強いＭＯＢ美少女キャラエネミーであるメイリンを倒すために、俺はモンスターレベル70のストームシームルグになっていたはずだ。しかし手に鉤かぎ爪づめはない。身を覆う羽もない。ついばみ系スキルの習得条件たる嘴くちばしもない。

　この視点の低さは、覚えがある。フサフサでモサモサな感覚も覚えがある。

「いや、待てって……ちょっと待てって」

　おそるおそる腕を持ち上げてみた。本当に短い、申し訳程度の腕。真っ黒でフサフサなぬいぐるみじみた毛に覆われている腕。それで自分の身をなぞる。全体的に丸っこいフォルム。

　ああ。これは『モコ』だ。全てのモンスターの基点。小さな魔力の塊が何かの拍子に意思を持ったもの、みたいな説明文で示される──このゲームにアカウントを作ったプレイヤーが、最初のモンスターとして生を受けるときのデフォルト状態。モンスターレベル１。

　つまり、これだ。この状況が一番だ。インベントリがほとんど空なのも、おそらくこの状況における副次的なもの。だから一番驚くべきことは、これなのだ。

　そう、一言で言えば、

「──初期状態になっちまってるじゃねえか!?　何でだよ!?」

　可愛かわいいモコモコの黒丸の姿で、俺は思わず絶叫していた。

　もちろん、何でだよ、なんていう問いかけに答えてくれるような奴はおらず。

　俺の悲痛な叫びは、見覚えのない森の中に虚むなしく吸い込まれていくだけだった。




　ショックだ。ショックすぎる。心臓の動どう悸きが止まらない。

　だが落ち着け。俺も百戦錬磨の引きこもりゲーマー。こんなときにすべきことは──正確な事態の把握だ。インベントリを何度も開いたり閉じたりして確認。状況は変わらない。絶望的な感覚。サーバーで三人しか持っていないと言われている『サンクターニ姫の湿った手袋』に、イベント中に死ぬ思いをしてひたすらに集めた『林りん檎ごの匂いの布地』30スタック（最初は高値で店に売れていたのにいつのまにか修正されていて涙した）──思い出の詰まった宝の数々。他にも、いつでも事態に対応した別モンスターに再進化できるようにと蓄えていた貴重な進化用素材の山。それらは、影も形も、ない。代わりにあるのは文字化けした変な布だけ。

　深く考えると精神ダメージが増すばかりなのでそこで思考を止め、インベントリを閉じる。ないものはない。それが現実だ。

　さて、次にすべきは──そう、運営に報告だ。と普段触らないインフォメーション部分を探ろうとして、一通のゲーム内メールが届いているのに気付いた。俺は普段は効こう率りつ厨ちゆうなわりにソロプレイ中心で、フレンドを作ったりして絡からむことはまったくない。ここをチェックする文化はなかったが、とはいえ運営から『イベントが始まりました』的な一斉送信メールが届くこともないではなかった。これもその類か、あるいはさっきの不安定現象に対する詫わびか──それにしては対応が早すぎる気もするが──と、メールを開いてみると、そこには。




『ユニオンは為なせり。魔の証あかしを神に示せ。さすれば世界は元の姿を取り戻す』




　なんだこれ。どういう意味だ？

　しかも気持ち悪いことに、差出人が空欄になっている。運営ならしっかりと運営が差出人になっているはずだ。システム的にエラーが出ている……？　ならばちゃんと送られているのはなぜだ？

　わからない。わからないものはおいておくしかない。今大事なのは俺の失われたアイテムと姿だ。メールを一旦閉じ、少し上の階層に『ゲームに関する問い合わせを行う』コマンドを発見したが、

「クソ、選べねえ」

　連打しても反応なし。その他、似たような項目も一応試したが同じだった。どうやら外部にメールを送るシステムが完全にダウンしているみたいだ。ますますさっきのメールは何なのかがわからなくなる。メールではなく、何かのバグで表示されているだけなのかもしれない。

「問い合わせもできないとなると、次に打てる手は……」

　ログアウトをする、というコマンドを見てじっと考える。無難な手だ。どーにもできない、と諦めて神（運営）に全てを委ねる。だがその裏には危険もある。この不安定な状態でログアウトすることで、現状が本当に確定してしまうという可能性だ。

　運営をそこまで信頼できるか？　このゲームは確か、最大手でもなんでもない新興会社『アクアトロン』製。成果の内訳は……大ヒットが一本、中ヒットが数本、マニア受けヒットが一本（つまりＥＬＯ）。うーん、まだ全幅の信頼を置くのは怖い気がする。

「とりあえず……ホントにやばい状態なら運営からの緊急告知ぐらい入るだろ」

　結局、もっとも安全な策で行くことにした。つまりは現状維持。

　幸い俺には暇だけはたっぷりある。それに、

「案外ここ、今後実装予定の新エリアだったりして？　テスト鯖さばで実験する予定が、失敗して本サーバーに反映されてバグっちゃった……とか。『ネーリィ姫のロイヤルパンツを奪え』みたいな特殊エリアでのイベント系で、さっきのメールはその告知に使う用のが漏れたと考えれば……うんうん、ありそうじゃね？」

　周囲の森は本当に見覚えがない地形だ。ひたすらやりこんでいるこのＥＬＯというゲームにおいて、俺に心当たりのない場所というのはまず存在しない。

　ならば──これから実装される予定の場所かもしれない、と考えるのは当然だろう。そしてＭＭＯ型のゲームにおいて、新しい場所の新しい情報というのは貴重だ。どこに何があり、どこで何ができるか。それをいち早く知り、理解した者だけが得られる旨うま味み、早い者勝ちの要素もＭＭＯには確かに生まれうるのだ。

「というかそもそも、なんか描画エンジン？　みたいなものまで変わってる気がするな。微妙にリアル寄りになったっつーか……」

　風景を見回しつつそう思う。オブジェクトだけでなく、キャラクター描画も変わっているかもしれない。まあ今の自分は単純すぎる形のモコなんで、見てもあまり差がわからないが。装飾品過多のネクロマンサーロードとかになっていればわかりやすかったのかもしれない──ああ、インベントリに入っていたレア進化素材の数々よ。また気が滅め入いることを思い出しそうになったのでとりあえず忘れて、モコの小さな足をぴょこりと使って歩き出す。

　これから何をするかを考え始めると、不思議なことに、少し気が楽になった。

　──０からのスタートか。何か久しぶりだな、この感覚。

　ゲームの手順やコツはもちろん頭に入っている。かつてやったことをもう一度やり直すのは面倒ではあるが、『自分がどれだけあのころから進歩したか』を確かめながらゲームをプレイできるのは、それはそれである程度の爽快感はある。慣れたゲームの二周目のようなものだ。

　んじゃ、とりあえずもう一回、最初から始めてみますかね。

　楽しくてくだらない、ゲント・サザンウェルってモンスターの人生をさ。
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　弱いモンスターの状態では、戦闘という行為自体が非常にリスクを伴う。魔物は基本的に狩られる側の存在なのだ。モンスター側をプレイヤーの立ち位置に置いているＥＬＯでも、その基本原理はそれなりに重視されている。

　魔物退治のプロである冒険者は元より、未開地（つまり魔物側の居場所）に入ってくる開拓者や木こり、薬草摘みなどのＭＯＢ美少女キャラエネミーも、ゲームを始めたばかりの低レベルモンスターにとっては充分な脅威となる。もちろんそれらもみんな倒せば服を剝げるので、欲望に駆られた初心者が無策に飛びかかって惨ざん殺さつされていくのもよくある話。俺も始めたばかりのころは勝手がわからず何度もその欲望の餌え食じきになったものである。

　つまるところ、ゲーム初期はバトルではなく、採集による素材集めをして態勢を整えるというのが定番の流れだ。

　──まずは基本の『小動物の肉』『苦いキノコ』あたりか。ああ、『毒の花』も集めとくといいかな。毒系特化の種族に進化する予定もないから、それはほどほどでいいとして。汎用性なら『尖とがった骨』をストックしとけば後でいろいろ手間が省ける──

　地味で退屈な作業なのは確かだが、嫌ではない。場所が違うというのはそれだけで新鮮なものだ。一方で、見慣れぬ森といえど、今までの経験から素材の位置や種類にはある程度アタリがつく──ゲームには癖というものがある。日陰には律りち儀ぎにキノコ系の素材があることが多いし、水辺には植物、くぼんだところには鉱石。

　しかし完全に牧歌的な作業ばかりしてもいられない。基礎素材の『小動物の肉』はその通り、そこらをうろうろしているＮＰＣのザコ動物から獲とれるものだ。名前すら設定されていない、ウサギのような草食動物を適当に追いかけ回し、モコのフワフワボディで体当たりして倒す。こういうのはたいていこちらに１ダメージしか与えてこないと相場が決まっているから、最弱レベルのモコでも怯おびえることはない。そうして肉とクズ骨をゲットしたはいいが、

「こんな奴、今までいなかったよな……新エリアに合わせて導入される新しい草食動物か？　こんなとこにリソースかけないで、別の邪神級進化ルートとか増やしてくれたらいいのに」

　まあ仕方のないことだ。ＥＬＯはあくまでマニア向けのＢ級ゲーム。毎月毎月アップデートで新要素が入るような大規模ＭＭＯなどとは違う。こんな新エリア（暫定）が一つ増えるだけでも御の字ってものだろう。

　そう言えば、とふと周囲を見回す。

　この現状がバグというか、運営の想定外のものであれば当然なのかもしれないが──未いまだ、俺以外のプレイヤーを見ていない。ＮＰＣの美少女キャラエネミーもだ。いるのは名も無き素材ドロップ用の草食動物ばかり……できたらフィールド素材だけじゃなくていろいろ先行体験させてほしいんだが。戦えば死ぬにしても、このエリアならではの新美少女キャラエネミーとかちょっとは見せてくれてもいいじゃないか。

　そんな不満はありながらも、やっぱりできることは森の探索と素材集めしかない。

　予想通りと予想外が交互に訪れるような、それなりに楽しい時間ではあった。予想した場所ではだいたい予想通りの資源を拾うことができた。かと思えば新規実装か、今まで見たこともないような資源もときには拾う。場所をきっちりと覚えておく。

　そうこうしているうちに、森の風景に変化があった。日の当たらない斜面があり、そこにぽっかりと洞窟の口が開いている。

「……ふむ」

　迷う必要などない。今はこの新エリアの探索が目的なのだ。それでも一応危険がないか軽く確かめてから、トテトテと侵入。

　その洞窟は期待していたような大迷宮の入り口なんかではなかった。すぐに行き止まりに突き当たる。平へい坦たんな地面、ひんやりした空気。ちょろちょろと水が流れる音──奥の壁かべ際ぎわにはちょっとした泉のようになった場所がある。

「小サイズのホームポイント……か」

　つまりは拠点だ。いくらモンスターとして行動するＥＬＯもゲームはゲーム、それなりのお約束には縛られる。拠点を設定するとそこが死んだときの復活ポイントとなり、またアイテムや一部のモンスターが持つスキルを使えばそこにファストトラベルすることも可能になる。

　見逃す手はない。お約束となっている水場に向けて手を翳かざし、コマンドを呼び出す。ホームポイント設定──ここは──『ギラヴィッツの森の小洞窟ｃ』、か。やはり聞いたことない地名。とりあえず選択して、いつ死んでもいいように……ん？

「これは……設定できた、のか？　微妙だな」

　顔をしかめる。自分のステータスのホームポイントの欄には確かに『ギラヴィッツの森の小洞窟ｃ』と表示されるようになった。だが普段と違ってその文字が灰色というか薄いというか……本来ならそれを選択すればマップ上でのその拠点の位置などの追加情報が表示されるはずなのだが、それも働かない。

　嫌な汗がじんわりと浮かんでくる感覚。

　拠点も決めないままうろつくのは怖い、ってだけで思わず設定しちゃったけど──ひょっとしたら早まったかもしれない。この未知エリアの現状がどうなっているのかもまだわかっていない段階なのだ。ゲームシステムに関係する拠点の設定にはもう少し慎重になるべきだった。

　さて……これはどう判断すればいい？

　実際にこれが働いているかどうか、を確かめるに一番早いのは死んでみることなのだろうが、さすがにそんな気分にはなれなかった。おかしなところに飛ばされてこの抜け駆け調査期間が終わってしまっては勿もつ体たいない。

　えーと、他にホームポイント設定の効果って何があったっけ。自然回復量の増加……は怪我けがしてないからわかんないし、ターゲットにできるファストトラベルスキルもないしアイテムもないし、他には──

　その拠点の感知範囲内における、彷徨型美少女キャラワンダリングエネミー出現の報告。

「！」

　特徴的な警報のようなシステム音が俺の頭の中で鳴った。近くに獲物が現れているという知らせだ。城や街といった固定座標にいる敵ではなく、ランダムでポップする彷徨型美少女キャラワンダリングエネミーを発見しやすくするための、いわば救済制度。

　しかし知らされるのは近くに特別な敵がいる、というだけで、それが誰なのか、レベルはどれくらいなのか、といった詳細情報は表示されない。死ぬほどレベル差のある敵で、覗のぞきに行ったらうっかり感知されてなすすべなく惨ざん殺さつ──という事態もよくあることだ。とはいえ。

「こうなって初めての美少女キャラエネミーだ……見逃すって手はねぇだろ」

　俺は不敵に呟つぶやいた。丸い毛玉のモコの姿なので全然決まらなかったが──場合によっては、このゆるふわ系モンスターの姿ともこれでおさらばすることになる。

　さあ。

　記念すべき最初の相手はどんな奴なのか。巨乳系か、スレンダー系か、ロリ系か？

　こちとらバグって運を天に任せてる最中なんだ。

　そのリスクに見合うぐらいのエロエロなデザインのキャラで頼むぜ！
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　ぱっと見では、それは見るからにエロい、という感じでもなかったが。

　──ほう。ほほう。これはなかなか。

　基本にして玄人くろうと好み、というような良いキャラだと感じた。

　知覚範囲ギリギリ、俺の視線の先を歩いているのは一人の少女である。

　高貴さ漂う金髪。凜り々りしくも可愛かわいらしさを湛たたえた顔立ち。眼まな差ざしは意志の強さを感じさせる鋭さで前を見据えている。身に着けているのは動きやすさを重視した軽けい装そう鎧よろいと腰に佩はいた剣。その装備の高級そうな造りや気品あるデザインに加え、自身の雰囲気や立ち居振る舞いが、彼女の正体を如によ実じつに表していた。

　騎士。あれは女騎士だ。間違いない。

　森に入ってきたからといってレンジャーや木こりだとか思えるはずもない。こうなる前に戦っていたメイリンとかとは真逆のキャラ性を持った美少女エネミー。

　じっくりと観察する。彼女は油断なく周囲を見回しながら歩を進めている。何かを探しているというよりは、探すべき何かがないか、を確認しているような──つまりはパトロール的な立ち位置を感じさせる動き。

　注目すべきはその目線だ。油断なく周囲を見回しているということは、油断していてはまずいことになると思っているからであって──逆説的に、彼女が騎士団長とか大将軍級の超高レベルの美少女キャラエネミーではない可能性が高い。

　つまり、このバグって初期化されたばかりの俺でも付け入る隙はあると見た！

「どうしても賭けみたいな感じにはなるけど、ま、状況が状況だ……しょうがない。で、その中でも一番確率が高い賭けにするには──」

　さあ、ここが腕の見せ所だ。ゲント・サザンウェル。引きこもり人生の無駄な時間を注つぎ込こんで得た知識と経験を活いかすとき。

　お前は次に、どのような醜い魔物になって。

　どのように、自分とは違うあの綺き麗れいな花を穢けがすつもりなんだ？
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　女騎士が歩いている。俺の前でも、後ろでも、横でもない──

　俺の下を、歩いている。

「…………」

　その様子は先刻までと変わっていない。つまり俺のことには気付かないまま、周囲を見回しながらゆっくりと進んでいる。首を動かすたびに金髪が麗うるわしく滑るのがわかった。ううむ、かなり力の入ったモデリングだ。顔も勿もち論ろん可愛かわいいし──ん、どっかで見たような気がする可愛かわいさだけど──リアルのアイドルとかがモデルなのかもしれない。そういうキャラもいる。

　雑念を振り払い、集中。この瞬間のためだけに、今まで集めていた素材のほとんどを消費したのだ。失敗するわけにはいかない。

　ただ所詮、これは賭けだ。失敗する可能性は十二分にある。

　見知らぬ新エリアで集められた素材量は、あくまでも時間相応というか、そう多くはない。それらを費やしてかろうじて進化できたこちらのモンスターレベルは僅かに５。

　種族名は『フォレストオーク』。まあ普通に森に住まうオーク、緑の肌をした小型の豚鬼族……といった感じのモンスターだ。いろいろ潰しの効く植物系素材を優先して集めていたために、なんとか到達できたわけだが──

　オークはオーク。ぶっちゃけた話、かなりのザコである。進化のご褒ほう美びとして与えられる初期装備は、腰こし蓑みのじみた藁わらの服に小さな棍こん棒ぼうが一つ。普通のＲＰＧなら冒険に出発した直後の冒険者達に狩られてもおかしくないようなやられ役だと思う。

　だがここはEvil Life Onlineイヴイル・ライフ・オンライン。

　エロのためだけに存在する魔物達の世界だ。どんな魔物も、美少女を裸にする権利と可能性は持っている（まあＥＬＯは18禁でもなんでもないので、システム上、全裸で丸見えという状態にはなってくれないのだが）。

　来るか──来る──来た！

　女騎士の少女が、俺の隠れている大きな樹木の下を通りかかる。太い枝の上で息を殺していた俺は、彼女の美しいつむじが真下を通り過ぎるのを見送って──

　今だ。タイミングを計って、枝から飛び降りる。

　狙いは彼女のうなじ。この部分は頭部判定で、攻撃がヒットするとダメージが大きく出る。クリティカルヒットならその効果は数倍だ。それでいてこの部分はフルフェイスの兜かぶとでなければ護まもることはなかなか難しい──眼下の彼女もここは無防備、その軽鎧の装甲がない部分だ。

「えっ？」

　枝が揺れる音で気付いたか、彼女がはっと顔を上げようとする。だが遅い！

　運を天に任せ、落下の勢いのまま、俺はオークの棍こん棒ぼうを振り下ろした。

　結果は──手にした得物が歓喜に震えるような心地良い手応え。

「きゃ……ああああっ!?」

　彼女もなかなかの反応速度、剣の柄に手を伸ばしてはいたが、それだけだ。棍こん棒ぼうが彼女のうなじを直撃し、幸運なクリティカルヒットの衝撃が彼女を吹き飛ばす。

　魔物の力で棍こん棒ぼうを振り下ろしたのだから、少女のうなじの柔肌は裂けて砕けてもう完全なグロ画像に──とは、ならない。ＥＬＯはあくまで美少女キャラエネミーを倒して剝むくのが目的のゲーム。言わば脱衣麻雀マージヤンと同じお約束に支配されている。俺達プレイヤーが彼女達に与えるダメージは、全て衣服と装備の破損度に変換されて示されるのだ。

　つまるところ、俺のクリティカル落下攻撃の衝撃に吹き飛ばされた女騎士は、そのダメージを一身に受け──刹那に、纏まとっていた軽鎧の全てを破壊された。その下のアンダーウェアも無慈悲にビリビリと破れて不自然に飛び散った。

「よっしゃ、いったーっ！」

　地面に倒れた彼女のＨＰは一瞬で消失しており、残るは僅かに１。ＥＬＯというゲームにおける美少女キャラエネミーにとっては、それは死亡状態に等しい。つまり俺の奇襲は大成功、一撃必殺を果たせたというわけだ。可能性を高めるために色々な条件を揃そろえたとはいえ、こうも上手うまくいくとは。

「く……うっ……身体からだが、動かない……!?」

「そりゃもう鑑賞モード中だからな。動かれたら困る」

　俺達が美少女キャラエネミーを倒してＨＰを１にするということは、自動的なご褒ほう美びタイムの始まりと同義だ。眼前の少女とてそのルールからは逃れられない。

　今や彼女は、扇情的な姿の女騎士だ。鎧よろいを失った胸を必死に手で隠しているが、それ以外にも隠すべき場所が多すぎてあまり印象的には意味を成していない。彼女は手が二本しかないのを悔やんでいるだろう。臍へそどころか恥骨付近までを覗のぞかせる腹、華きや奢しやな鎖骨を剝むき出だしにする肩、女の子座りでかろうじて裏側だけを地面に守らせている太ふと股もも──見せてもいい肌と見せたくない肌の境目など、おそらく今の彼女にはない。

　混乱と困惑に支配されていた彼女の目が、そこでようやくこちらを正しく捉えたようだ。

「こ、こんなオークに……この私が……？」

「ヘッドショットのクリティカルに豚鬼族オークの種族特性パッシブ、『女騎士系に対するダメージアップ』が乗ったからな。賭けだったけど、ギリ一撃で飛ばせるぐらいのダメージは出るかもって思ったんだ。よかったよかった」

「っ……何を、言ってる……このモンスター……？」

　女騎士の怪け訝げんそうな瞳。俺は少し首を傾かしげて、

「こっちの言葉もちゃんと聞いて反応してるのか。意外といい会話ＡＩ使ってるな、さすがは新エリアの美少女キャラエネミーだ」

　しかしとりあえず耳よりは目でこの鑑賞モードを楽しみたい。

　俺はいつもそうしているように、周囲をぐるぐる回りながらいい感じのスクショを何枚も撮っていく。ちなみにこれは別に必須行動ではなく、単なる趣味だ。せっかく倒したんだから記念に何か残しておこうというだけ。

「あーいいねえ、もうちょっと足とか開かない？　開かないか。まあいいや、俺がローアングルになって……と」

「くっ、なによこれは、なによこれはっ！　傷がないのにゲージはないし、動けないし！　こんな、姿でっ──待ちなさい、そんなところを覗のぞき込こむのは止めなさい！」

　顔を赤くして彼女はもぞもぞと身を震わせている。

「ゲージとかメタ的なこと言ってる。新しいパターンだな。芸が細かい」

「み、見るなって言ってるでしょう！」

　残念ながらこの鑑賞モードに入った時点で言わば戦闘リザルト画面、もう決着はついてしまっているのだ。この恥ずかしさを我慢しつつの怒り顔もなかなかリアルで妙にそそる。俺はさらにじろじろと女騎士さんのあられもない姿を記録と記憶に収めていった。

　お腹なかの臍へそまわりのぷにぷにとした白さ、そしてその周囲に漂う甘い幸せ感は文字通り大福が如ごとし。思わず喉が鳴る。剝むき出だしになった二の腕から続く、つるりとした脇の神秘性はもちろんこちらの信仰心を清涼に刺激するものだ。そこは腕と胸という二部位に挟まれた肉の亀裂であると同時に、解放された不可侵の敏感平原でもある。神らしき二面性を持つと言えよう。そして下方で待ち受けるは、職人が磨きに磨き上げたような太ふと股もものすべすべ感。地面はその微かすかにふにゃんと歪ゆがんだ太ふと股ももの圧をどう感じているのだろう。圧と言えば、腕に隠されている胸が描く曲線も今この瞬間だけの芸術的な歪ゆがみを展覧中。自ら隠し、持ち上げ、ある意味むにりと潰されたその形状──それは間違いなく一いち期ご一いち会えのもので、自然が生んだ芸術とも言えるのかもしれない。

　背後に回れば背中とうなじが見える。染しみ一つない雪原のような背中はこのモードで最大の面積利益を得た。なだらかな肩けん甲こう骨こつのライン。うっすらと背骨のライン。それを下に追っていけばそこはカーブを描く腰。そしてさらに進んでスカートの上端に至ればすなわちお尻の始まり。あの分かれ始めた部分のことを何と言うのだろう。原初の渓谷とかでどうだ。

　また正面に戻り、改めて身を低くした。最大の隠しエリア。秘密主義の太ふと股ももの間に目を凝らせば極限の三角形が待ち受けている。今までの戦闘でズレたきりであるのか、くっきりと鼠そ径けい部が見えていた。人体構造が作り出す神秘の筋。

　いい。実にいい。もうワンパンぶんダメージ入れればあそこの最後の布も剝げるかも、という妄想がいつも頭をよぎるが、ＥＬＯは18禁ではないため、絶対に最後の致命的な一線部分だけは剝むけないようになっている。それはこちらにとっての残念。

「くっ……こんな、恥ずかしい、恥ずかしすぎる……」

　唇を嚙かむようにしつつ、女騎士がきっとこちらを睨にらんで言った。

「いっそ、一思いに、殺しなさいっ……！」

「来たぁーっ！　やはりそういう台詞せりふがなくちゃな！　女騎士はそうでなくちゃな！」

[image: ]

　無闇にテンションが上がった。テンプレと言われてもやはりお約束は大事だと思う。

　これは本実装されても人気が出そうなキャラだ。今のうちに集められる情報は集めておこう。

　それに一番有用なのは──

　鑑賞モードの終了時間がだんだん迫ってきていたので、ここでも賭けに出ることにした。魔力自体はこうなる前のメイリンちゃんから確保していたし、それからの自分はモコになっていたので消費も軽かった。今ここで吸収する必要はない。

　なので──ここは魔力吸収ではなく、鑑賞モード中に行える特殊コマンドのもう一つ、『奴隷化エンスレイヴ』を試みる。文字通り、倒した美少女キャラエネミーを限定的に下僕として操る行為だ。効果時間は決まっているし、同じ美少女キャラエネミーには一日一回しか試みることはできないが、一緒に戦わせたり素材集めに行かせたり、あるいは奴隷版の特殊な鑑賞モードに自在に入れたりと成功した場合の恩恵は大きい。特に同じ個体に対する『奴隷化エンスレイヴ』が三回成功すると『完全奴隷化』してホームポイントに保管できるようになり、さらに利便性が増す仕組みだ。勿もち論ろんホームポイントでの保管スタイルは鎖であんな感じやこんな感じにするものであり、ビジュアル面での楽しみも得られる。

「さて、ダメ元で……ていうか今更だけど名前なんだっけ？」

　ふと思い出して彼女のステータス画面にアクセス。いつもＥＬＯで見ているのとは少し違う形式の画面が表示されて戸惑った。しかもところどころが虫食い状態のように表示されていない。数値だけでなく、ＡＴＫとかＤＥＦとかの欄自体がない感じだ。まあこんなバグっぽい状況じゃ無理もないか。

　しかしかろうじて名前の欄だけはきちんと表示されており、

「ふむ。セリス・イージスハート……か。盾っぽいっつーか、女騎士っぽくていい名前じゃん」

　何気なく呟つぶやいて、そのまま『奴隷化エンスレイヴ』のチャレンジに入る。システムが聞いてくる最終確認を連打で飛ばし、実行。光がゆっくりと集まり、気を持たせるようなタメがあって──しかし最終的には霧散した。

「さすがにこれは無理か。まあレベル差もありすぎなんだろうしな」

　そう言えば本来なら実行前に成功確率を教えてくれる表示も出るのだが、今回は出なかった。０％と表示するのも面倒なくらいのレベル差があったということなのかもしれない。単にシステムがまだ不充分だという可能性もあるけど。

　そこでふと気付くと、彼女──セリスが、軽く目を見開くようにして俺を見ていた。

「何よ……それ」

「？」

　視線の意味が変わる。今度は眉を寄せ、きっと、睨にらむように。

「……私の名前を読み取って、それが盾に関係した名前かどうかを検索して、そんな台詞せりふを言った？　いくらなんでもそんな無駄な会話プログラムが仕込まれてるはずがないわ。あなた、ひょっとして──」

　ごくりと唾を飲んだのは、はたしてどちらだったのか。

「モンスターじゃなくて、プレイヤーなの？」

　何だ、それは。

　それは、いくらなんでも──メタ的にすぎる発言だろう。

　まるで彼女が、俺達に剝むかれるために用意された女騎士型の敵ではなくて。

　俺と同じように、その中に人が入って操作しているプレイヤーキャラみたいじゃないか？

「…………」

「…………」

　半裸の女騎士と緑の肌のオークが、しばらく見つめ合っていた。

　ええと。うん。そんなことはない。ないはずだ。だってここはＥＬＯなんだから。

　でも、一応、

「あー、女騎士さん。今朝のニュースで一番印象的なの何だった、とか聞いてもいい？」

　一瞬だけ眉を寄せる間があって、

「そうね。一番驚いたことで言うと、日経平均株価が──」

「ごめんそれムリ俺が覚えてない。もっとこう芸能とかスポーツよりっていうか、ネットニュースに載ってるようなので頼む」

「難しいこと言うわね。総理がアメリカ大統領と会談する予定、とかかしら」

　芸能でもスポーツでもないが、それなら確かにニュースサイトの端っこに見た記憶がある。リアルタイムの出来事を毎日入力してこんな質問にも受け答えできるようにしている……？

　なるほど、なるほど。あるな！　ハハハ最近のＡＩは進んでるなぁ。イヤァマッタク。

　向こうは俺を睨にらみ付つけるようにしながらの無表情。俺はどんな表情をしてるのだろう。オークの表情を読み取る力に長たけているなら向こうにはわかっているはずだが。

　無言の時間を破ったのは、小さなアラーム音と同時に発生した『鑑賞モード終了』の表示。

　やばい、いつのまにか効果時間が過ぎていた。

「!?　身体からだが……！」

　ずっと事態を打開しようとはしていたのだろう、そのシステム的な拘束が解けた瞬間に、彼女は立ち上がっていた。危うげに胸を片手で隠したまま、もう片方の手で剣を鞘さやから抜く。俺にその白はく刃じんをつきつけるが──

　いいのかな。立ったことでまた布の角度が変わったというか、よりギリギリに滑り落ちた部分があるというか。もじもじと太ふと股ももが内股になって擦り合わされる感じになっているので自分でもわかっているに違いない。こちらを睨にらみ付つけてはいるが、またその顔がかーっと赤くなっていく。

　だから──低レベルのオーク相手とはいえとても戦えるような状況ではない、と判断したのだろう。身体からだを震わせながら後ずさりしていって、

「こ、この屈辱は……絶対に、絶対に、忘れないわ！」

　などとやはり女騎士っぽいことを言う。情けない姿はともかく、剣を握る構え自体はなかなか堂に入ったものだと思った。

「あ、おい。一応忠告しといてやるけど、後ろ……」

「今は退くけど──追ってきたら殺すわ、変態オーク。後悔したくなければそこで大人しくしていなさい」

　じり、とさらに一歩ぶん距離を取る。

　視線は今まで以上に鋭く、

「君の在り方は間違っている。こんなこと許されないわ。決着は次の機会に持ち越し。少しでも良心というものがあるなら──逃げずに大人しく待っておくことね！」

　その台詞せりふを言い終わるやいなや、セリスは一気に後ろに走り出そうとして。

　今までずっと彼女の後ろにいて、じーっとその背中を見上げていた森ウサギ（俺命名）の草食動物タックルをくらった。

「きゃう!?」

　それは素材用の草食動物、攻撃されても１ダメージしか受けない。だが勿もち論ろん、鑑賞モード明けの彼女はＨＰを僅かに１残していただけの状態だったので──

　その攻撃で普通に死んだ。

　ばたりと地面に倒れるセリス。外傷はないので、眠るように目を閉じているだけだ。悔しそうに眉が寄ってはいるけど。

　ＥＬＯのモンスター、つまり俺達ならば、死んでからのフローは２パターンだ。死んだまま一定の時間が経たつと、デスペナルティを受けつつ、設定していたホームポイントに強制的に戻される。これが普通の死。もう一つは何らかの手段によってその場で蘇そ生せいする流れ。スライム系などは通常時が弱い代わりにこちらの蘇そ生せい方法に関するスキルが豊富だったりする。

　じゃあ、この彼女は、どうなのか。

　俺はぽりぽりとオークの禿はげ頭あたまを搔かいた。

　今までＥＬＯの美少女キャラエネミーがこんな間抜けに死ぬ光景など見たことがない。鑑賞モード明けの彼女達は、内部的には既に死んでいる無敵状態なのだ。

「次のアップデートからは、こんなふうに何かの事故で死ぬようになったりするのかも……な」

　機械的に言って息を吐いた。

　わからないことばかりだ。しかしわかっていることもある。俺のインベントリの中に、バグの産物の気配が濃厚な蘇そ生せいアイテムが入っていることと──このゲームにおいて、この種のアイテムは自分一人ソロプレイでは使えない無用の長物で、他人に使うしか用途がないということ。

「なーにやってんだか、ほんとに……」

　効こう率りつ厨ちゆうの俺からすれば、アイテムを無駄にするなんてありえない行動。だがまあ、たまにはいいだろ？　どうせバグでこうなっているだけだ。バグでリセットされた姿、バグで飛んで来た見知らぬ世界、バグで生まれたアイテム。惜しむものなんてない。ああ、実際にこれを使えばどうなるかの実験、ってことにするか。そうだな。

　そんな感じで、自分でもよくわからない心持ちの中、俺は彼女の新鮮な死体に対してインベントリにあった蘇そ生せいアイテム、【■□の布】を使うことにする。

　取り出してみると、具体的な形状は、光そのもので織られているような質感と見た目のハンカチのようなものだった。で、これを使うというのはどうすればいいんだろう。普通はガイドとかが出て教えてくれるはずだが。布を使う……使う……ふむ……？　とりあえず彼女の身体からだに近付けてみると、それを何かで感知したのか、手にしていた布の形状が自動的に変化した。三角形に。一つの大きな穴と二つのそれより小さめの穴がある三次元的な形状の布に。

　つまりは、女物の、パンツに。

　ナニィ!?　つまりはこれは、あれか、ひょっとして──着せろ、と!?　穿はかせろ、と!?

　いやなにそれ意味わかんないじゃあまず今穿はいてるの脱がさなきゃいけないのかいやＥＬＯはパンツまでは剝ぎ取れない仕組みだから無理だろじゃあどうするんだ？

　結論、上からさらに穿はかせるしかない。その方法を頭の中でシミュレートしてみる。まず太ふと股ももに触れて、柔らかく肉に沈む指先に驚いて、片手ではぎりぎり摑つかめない太さだったので両手で左右から摑つかみ、そのむっちりとした肉感と重みを味わいつつ少し持ち上げ、ゆっくりと横に割り開いて──いや待て穿はかせるときに足を開く必要はないぞ、最初からやり直し。足を揃そろえたままふくらはぎのあたりに腕を差し入れて膝を曲げさせながら少し持ち上げ、元々彼女が穿はいている下着がレアな角度で見えている（俺が彼女の椅子だったなら見飽きた角度だったかもしれないが）誘惑に耐えながら、なんとか手にしたパンツの二つの穴に足先を通し、それからゆっくりと引き上げていく。するすると、脛すねを、膝を、太ふと股ももを、俺の穿はかせたパンツが俺の手によって移動していく。そして最終地点はさっきも見た鼠そ径けい部だ。俺の指先がその神秘のラインに触れてしまうのは避けられない。だってパンツを引き上げねばならないからだ。ああそうすることで俺はようやくミッションを完了させることかできるわけで、よしシミュレーションは終了したがおい本当にお前はそれをやるつもりなのか──と混乱と自問を繰り広げていたのは、時間にすれば一瞬のこと。

　俺の手にあった光の布が、セリスの身体からだに吸い寄せられるように引っ張られた。ふわりとその剝むき出だしの下腹部に落ちる。やっぱり綺き麗れいなおへそだなあと俺は現実逃避のように改めて思う。繊維ではなく光で織られているそれは、淡く明滅しながら、彼女の身体からだ全ぜん体たいにその光の粒子を広げ始めた。と同時に、本体である三角形の布自体は、形状を維持したまま下半身に溶け込むような動きを見せる。自動的に彼女の下着として置換され定着しようとしているのだ。

「なんだよ自動かよ、びっくりした……」

　過程はおかしな感じになったが、この死体が光に包まれている光景自体には見覚えがある。『生命の結晶根』とか『ハイリッチ・リキッド』とか、純ＥＬＯ産の蘇そ生せいアイテムを使ったときと同じだ。死体から蘇よみがえるときの当たり前の過程──このゲームでは、本当に瞬間的な蘇そ生せいは一部の超上級スキルでしかできない。アイテムでの蘇そ生せいは、効果が出るまでにこんな感じで数十秒の操作不能状態を発生させるのだ。

　彼女が何なのか、はとりあえずおいとくとして──さっきの剣幕からすると、起きたときに自分がいては面倒なことになるだろう。逃げるが勝ち、だ。

　そうして俺は急いでその場を離れた。




　跡を残さないように注意しながら、拠点の洞窟に戻ろうとする。

　考えるのはやはり、彼女のことだった。

　明らかにＮＰＣとは違う会話の反応。表情の多彩さ。そもそも、本来ＥＬＯの美少女キャラエネミーには使えないはずの蘇そ生せいアイテムの対象にできた、ということ。

　もしかして、もしかすると。あれは本当に……？

　考え事をしながらそれに気付けたのは、さすが自分。横の茂みで何かが動いた気配！

「誰だ！」

　フォレストオークの棍こん棒ぼうをさっと構え、そちらに素早く向き直る。こんな低レベルモンスターの状態でヒドゥンアタックされてはたまらない。むしろこちらから仕掛けるべきか──

「いや、待っ、ちょっと待ってくださいっス！」

　慌てたようにそんな声が聞こえて、がさがさと茂みが揺れた。

　そして出てきたのは──愛あい想そ笑わらいで頭を搔かくゴブリンだった。

「あ、あはは……ええと、怪しいものじゃないっス！　いや隠れてたのは怪しいかもしれないっスけど、違くて、単にずっと見てたら出るタイミングを逃したっていうかっスね!?」

　見た瞬間にほっとした。かろうじて装備と言えなくもないぼろの肩当てを装着し、骨製グローブを嵌はめたその姿はモンスターレベル９、『ゴブリンナックル』のものだ。下級の格闘家系モンスター。盗賊系スキル適性あり、パッシブスキルは『拾い食い』『ちょろまかし』『薬草調合』、ステータス補正は筋力・素早さ・幸運、次の進化先ツリーは……と勝手に基礎スペック情報が頭に浮かんできてしまうほど見覚えのある、はっきりと断言できる──慣れ親しんだＥＬＯモンスターの姿。

　どこかわたわたとした調子で言葉を続けるその様子から、悪い奴ではないように思えた。モンスターだけど。

「ずっと見てた？　ひょっとして……さっき俺が戦ってたときから？」

「……うっス、実はそうっス。あ、いや違うんスよ!?」

　なぜかきゅっと拳を握って、感極まったようにそのゴブリンは俺にキラキラした視線を向けてきた。

「ビビってたのもあるっスけど、オイラ、純粋に感動して！　スゲーっスよ、あんなレベル高そうな女騎士にフォレストオークで挑んで、しかも一発で勝っちゃうなんて！　そいつ、オイラよりモンスターレベル低いんスよね？　いったいどーなってるんすか!?」

「あー、まあ、いけなくもない気がしたからやってみただけっつーか、実際はただのギャンブルだったんだけど……」

「いやフツーはそんなギャンブルしようとも思えないっスよ！　オイラは女騎士強そうだな見つかったら死ぬなーってビクビク隠れて見てただけなんスから。逆に倒すことを考えられるってどんな勇気っスか！」

　どうやらそうして様子を窺うかがっているうちに、俺が一撃を食らわせて勝って──その大物食いの勝利にジーンと感動しているうちに出る機会を逃してしまい、とりあえず俺の後を追うことにした、という話らしい。ちなみに他人の鑑賞モードは、外から見ると、倒したプレイヤーと対象の美少女キャラエネミーを含んだ一定範囲が謎の光で包まれている感じになる。タダ見はされていないだろう。その後の蘇そ生せい行為については見られていたかもしれないが。

「なるほどね……」

　ゴブリンの話を聞きつつ、なんとなく彼のステータス画面を開いてみる。表示に異常はない──見覚えのある並び、見覚えのある項目の数々。ほっとする。

　そこでわかった彼の名前はダーク・バーバリアン。

　名前負けしすぎだろただのゴブリンなくせに、と思ってはいけない。これは典型的なＥＬＯの命名失敗パターンだ。ＥＬＯは進化系統が複雑かつ高難度なため、自分が最終的に一番なりたいものとかを基準に名前をつけたりするとたいていこうなる。理想と現実が不一致してる時間のほうがどうしても長くなるというか。俺は『[image: †]エターナル・ヴァンパイア[image: †]』みたいな格好いい名前の這はいずりゾンビ（遙はるか手前の前提条件として必須なのだ）を何体も見てきた。哀かなしすぎる。

「しかしまあ、ほっとしたよ」

「へ？」

「いや、初めてまともなＥＬＯのステータス画面とかが見れたからさ。どこがどうバグってるのかわからんけど、他者ステだけじゃなくエリアとかホームポイントの表示も微妙におかしかったり抜けてたりしてたんで……あんまりＥＬＯやってる気分じゃなかった、みたいな。さっきの女騎士も──」

　俺の台詞せりふの途中で、ゴブリンがぎょっとしたように言った。

「え？　あの……き、気付いてないんスか？」

「何が？」

　彼は周囲を見回すようにしてから、背中を丸めて──つまりは声を潜めるようにして、

「オイラも詳しくわかってるわけじゃないっスけど。ここは、どうやら……オイラ達が今までいたＥＬＯの世界そのままじゃないっぽいっスよ」

「ＥＬＯの世界そのままじゃない……って、どういう意味だ？」

　気になる言葉だ。俺はこれまでの時間ずっと素材集めに精を出していたから、それ以外のことを気にかける余裕はあまりなかった。こいつが俺と違ってその時間を現状の調査や考察に使っていたとするなら、俺の知らない情報を持っていても不思議ではない。

　真剣すぎる表情のゴブリン。それもまた笑えることなのかもしれなかったが、彼が口にした返答はとても、笑えるようなものではなかった。冗談のような話ではあったが。




「ＧＰＳっス。Grand Paladin Sagaグランド・パラデイン・サーガ……名前くらいは知ってるっスよね？　同じ『アクアトロン』が開発した、ＥＬＯとは方向性が真逆のガチMMORPG。なんかどうも、ここはＥＬＯとそのＧＰＳが混ざり合ったような世界になってるんじゃないかってウワサっス」











第二章
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- another vision -

place_status_〝セイフウィンドの街・騎士団本部〟




　セイフウィンドは周囲を穏やかな平地と草原で囲まれた、彼女達の世界においては平均的な規模とされている街である。目立った産業や特徴があるわけでもない、他にも世界中に無数に存在している（はずの）──ただの、人間達の拠点の一つ。

　その一角。ファンタジー世界の設定に忠実に則のつとった、雰囲気のある石造りの建物の中。

　セリス・イージスハートは「ばん！」と力任せに机を叩たたき、敬愛すべき上司に鼻息荒く詰め寄っていた。

「迷っている暇はないでしょう、団長！」

「迷っているわけではない。判断には時間が必要だと言っているだけだ」

　彼女の剣幕に気け圧おされた様子もなく、彼は平然とその机に肘を乗せたポーズのまま答えた。

　遊びのない、精せい悍かんで凜りん然ぜんとした真面目すぎる顔立ち。筋力と速度の両立ギリギリを目指してビルドされた芸術品のような巨きよ軀くがそこに座っている様は、まるで泰然とした山のようだった。

　ドレスデン・ガーフィールド。この街を本拠地とする騎士集団──セイフウィンド騎士団の三代目団長だ。

　このゲームにおける『騎士団』はギルドやクランに相当するものの一つであり、基本的に拠点である街や村ごとに設定されている。それに所属し正義を為なすことが最上位職種である『偉大なる天睨騎士グランドパラデイン』に到達するための評価を得る安定ルートだとされているため、プレイヤーの大半は何かしら騎士団と関係を持つのが常だ。何が何でもその評価を得るために動きたいという、俗に言う『ポイント厨ちゆう』もいないでもないが、幸いにしてこの街の騎士団は純粋に、「正義が正しく評価される世界でのロールプレイを楽しみたい」と思う者達の集まりだった。目的はあれど、そのためだけに意地汚く動いても仕方がない。王道を歩いた果てに、為なすべきことを為なした結果として最高の騎士になるというのが自然な形なのではないか、と。

　それはきっと、代々の騎士団長が仲間との人間関係を通して慎重に築き上げてきた空気感の産物なのだろう。騎士団の色。在り方。そしてこのドレスデン・ガーフィールドも、正しくそれを受け継ぐものである。

　純然と、正義を為なすために彼はここにいる。そのはずだ。

　なのに──なぜ？

　先程のセリスの怒号で、この騎士団詰め所の会議室にいた他の何人かの騎士達がビクリと背を跳ねさせて視線を向けてきていた。大半が女性団員で、男は僅か。本来の団員比率は半々であり、たまたま現在ここにいるメンバーがそうなっているだけにすぎない。それにしては偏っているようにも思えるが。

「私は噓うそなどついていません。あの森には確かに魔物がいます！　非常に特殊な、そう、人間の尊厳を貶おとしめることに特化したような性質、の……！」

　言葉の後半、視線を少し泳がせて若干口ごもるようになったのは、この街に帰り着いたときの自分の姿を思い出してしまったからだろう。

「具体的な正体は……わかりませんが、いるのは確実です。私自身が証明です」

　セリス・イージスハートは、これまで誰よりも真面目にこの騎士団に尽くしてきた存在だ。時期的にはドレスデンが団長となった直後に入団してきた中堅ではあるものの、そこからずっと騎士団の理念を忠実に守り、誰かのために正義を為なしてきた。やや柔軟性に欠けるのが玉に瑕きずではあったが、そのストイックな姿を笑うものはここにはいない。それは仲間達からの信頼と人望の理由となるに充分な、立派な在り方だった。

　ドレスデンも無論、彼女を信頼している。あるいは誰よりも理解し、評価している。

「勿もち論ろん、君の言葉を疑っているわけではない。他にもあの森付近で同様の被害報告が多数出ている。いや──同様の、とも言い切れないが」

「どういうことですか？」

「そちらの報告では、被害者の女性は攫われている。共にいた男は殺されているが」

　セリスは息を吞のんだ。ドレスデンは軽く頷うなずくようにしてから、

「何人かの目撃者の証言から、相手が女性の装備を破壊する能力を持った特殊なモンスターであるのは確からしい──無事に帰ってこれた君がイレギュラーなのだろう。騎士団としては、貴重な戦力を失わずに済んで心から幸運だと思っている」

「私が思っていたよりも事態は深刻だ、という話ですか」

　さらに表情を険しくしたセリスとは対照的に、ドレスデンはあくまでも平静だった。

「この我々を取り巻く不可解な環境こそが既に深刻ではある。君が勇気ある警けい邏らに出ている間に、いくつかの情報が得られた。単刀直入に言って──ログアウトした人間からの反応はない」

「……そう言えば、あの異変が起こってから何人かにそれを試させていましたね。再ログインしてきた人達はいないと？」

「それ以上だ。本来なら、たとえプレイヤーがオフラインであろうとも届けられるはずの伝書鳩ゲーム内メールすら送信することができなかった。つまり、『この状況下でログアウトした者達たちのアドレス自体がゲームサーバーから消えている』のだ」

　セリスは目を細めた。それは最悪の可能性。けっして考えたくはない、この世界に生きる自分達にとってのまさしく『悪夢』──

「キャラデータが……デリートされている……？」

　わかりきった問いには首肯すら必要ないと思ったのか、あるいはまだ確定はできないと考えているためか。騎士団長は仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、さらなる追加情報をセリスへの返答とする。

「さらに──これは別件だが、北の山から突発的に現れたヒュドラ退治に赴いた団員達たちのうち、油断により下級騎士一名が死亡した。蘇そ生せい法ほうが使える聖せい護ご騎き士しが同行していなかったため、ＨＰを失った彼はいつも通りこのセイフウィンドの街のホームポイントに帰還してのシステム的蘇そ生せいを選んだ。しかし……」

　その先は話の流れから想像できる。想像したくもないことではあったが。

「まさか……蘇そ生せいしてこなかった、と？」

「そうだ。それきり彼の反応は消滅し、ログアウトした者達と同じくフレンドサーチや伝書鳩ゲーム内メールの対象ですらなくなった。おそらくは何らかの理由で──現在、ホームポイント蘇そ生せいは機能していないと考えられる。その代わりにログアウトと同等の処理が行われているのだろう」

　明言はしないが、おそらくは──キャラクターのデリート、という。

　セリスはひっそりと唇を嚙かみ、拳を握った。

　思い出していたのだ。ならば、自分は。あの森で一度死んだ自分は。あのまま時間が経たち、システム的にホームポイントに戻されていたならば、ひょっとして──

　頭を振る。あんな夢うつつの状況であった出来事など、何が真で何が偽かもわからない。考えるのも気にするのも無意味だ。そう、自分が、あんな最低なモンスターのおかげで……なんて……。

　代わりに息を吐いた。どうあれ仲間が一人消えたことには変わりない。祈りの言葉の代わりに、口が勝手に床の上に言葉を零こぼしていた。

「どうして……こんなことに？」

「世界がこうなってから、ずっと我々が発し続けている問いだな」

　そう──ノイズが瞬間的に世界を揺らしたあのときから、全ては変わってしまった。マップが消滅し、ＮＰＣが運用する旅馬車が走らなくなり、システム表示の不具合が起こり、その他大小様々なところで今までの世界とは異なる法則を感じられるようになった。そこから今に至るまで、数多あまたの疑問が生まれたが、対照的に得られた答えはひどく少ない。

　何かを思い出すように、ドレスデンは目を細めて続ける。

「我々プレイヤー全員に送られている謎めいたメッセージのこともある。『ユニオンは為なせり。魔の証あかしを神に示せ。さすれば世界は元の姿を取り戻す』。それはあるいは、この状況の解消に直接的に繫つながる何かのヒントなのかもしれない。だが……」

　彼の語調が僅かに変化したのをセリスは感じた。顔を上げる。

「俺が考えていたのは、その謎を解決することが俺達の一番の使命なのか、ということだ」

　冗談が通じないことだけが欠点だと部下達には言われている（実はセリスもそうなのだが）、公平無私な正義の徒である騎士団長の顔がそこにあった。

　冷静で現実的なのはいつも通り。だが今はそれを、強い意志の光が凌りよう駕がしている。

「──違う。我々は謎を解く探偵ではなく、誰かを護まもるための騎士だ。だからここにいる」

　彼はそこで初めて、座っていた椅子から腰を浮かせた。机に手をつき、この部屋にいた騎士団の面々の顔をゆっくりと見やる。ここにいるのは団員の全てではなく、たまたまあの《異変》が起こったときにログインしていた十人程度の人員だけだ。

「まだ不明点ばかりの現状だが、少なくとも、データが消えるおそれがあるのならば下手にログアウトもできない。我々は現状、ここでできる限りのことをすべきだと考える。つまりは──これまでと同じく、人々を救おう。その果てに、我らの目指す『偉大なる天睨騎士グランドパラデイン』の称号がある」

　場の空気が引き締まったのがわかる。彼は最終的にセリスで視線を留とどめた。

「さしあたっての最大の問題点が、その森の魔物なのは間違いない。生きて帰ってきたのがセリスだけだということは、初めて奴らの正確な位置が摑つかめたとも言える。討伐隊を出すチャンスではあるのだろう」

「ご理解いただけて何よりです。最初からそうすべき着地点に下りたというだけで、いささか時間を無駄にしたような気もしますが」

「いや。けっして無駄ではない。判断には時間が必要だと言った。それは──状況を知らなかった君に、判断に必要な情報を与えるための時間が、という意味だ。そして実際にその判断を求めるのは今これからとなる」

　ドレスデンはさらに歩を進め、部屋の中央に立った。

「──騎士団諸君にも改めて問う。ホームポイント蘇そ生せいが機能していない以上、死ねば我らという存在自体がデリートされる可能性がある。蘇そ生せい法を修めた騎士がいるため、単独行動せねば大丈夫ではあろうが、リスクはゼロではない。それでも──」

　そこで彼は一度言葉を切り、腰の騎士剣を静かに引き抜いた。セイフウィンド騎士団の紋章が刻まれた、団長にのみ持つことを許された特別な儀礼剣。

　彼はその剣身を横向きにし、自らの胸の高さで保持した。ゲーム的な効果ではなく、ただプレイヤー間の意思表示のみに関わる特殊モーション《騎士の誓い》。そして──

「それでも、君達は騎士で在り続けられるか？　応じるならば、鋼で答えよ！」

『……〝騎士はここに在りシヴアルリー・ナウ〟！』

　部屋にいた騎士達が彼に倣ならい、同じように剣を抜き、ドレスデンの刃にその鋼を触れさせる。

　キン、キン、と──小気味良い鋼の音が輪を描くように連鎖していく。

　セリスも勿もち論ろん、その鋼の一つだった。

　重ね合わされた騎士達の剣。それは自分達の誇り、騎士たろうという意志が、立場や強さの差なく同じ高さで輝いているものだと再確認するための儀式。一本一本の剣が同じ意味を持つものだと互いに示す決意表明だ。

　重ねられた剣の重みと確かさが、セリスには心地良かった。安あん堵どできるものだった。

　正しき人。正しきルール。正しき意志。この鈍い銀色の中には、確かにそれらがある。

　だから自分はここにいるのだ。

　本当に正しい、強い騎士になれる世界。守らねばならない誰かを自分の弱さで傷つけてしまうことが、努力でいくらでも回避できる世界──

　ドレスデンが手首を返し、剣の刃を立てた。一同もそれに続く。再び鋼の多重奏。

　そして彼はその剣を高々と頭上に掲げ、力強く言った。

「行こう。我々は、このＧＰＳ世界の秩序を護まもる！　それが騎士としての正しき在り方だ！」

[image: ]

　セリスを含めた他の騎士達が、同じく一斉に剣を掲げる。

　彼らの迷いのなさと一体感を示すように。

　最後の銀の一音は、空気を貫くようにひどく澄んで響き、そして消えた。




　……Grand Paladin Sagaグランド・パラデイン・サーガはゲームである。だがそこには自分が長い時間をかけて懸命に育ててきた分身がいて、自分の理念と行動で形作られた様々な思い出が刻まれている。

　それは、守もり崎さき瀬せ理り子こという人間にとっての、もう一つの人生だ。

　そうして必死に生き、成長してきた自分の全てを、唐突に消されたり。

　ましてや女の子の服を剝むいて楽しむような、最低の輩やからに踏みにじられたりするなんて。

　絶対にあってはならないことだ。

　だから見過ごせない。見過ごしてはならない。

　理不尽を理不尽のままに、間違っていることを間違っているままにしてはいけない。

　セリスは、大事な戦いの前にはいつもそうするように、自分が一番忘れてはならないことを強く心に刻む。自分自身の頰を張るように、胸中で念おもった。

　勇気という名の強さを持て。

　ここにいるのは、それを持たなかったが故に今も後悔を引きずっている、弱くて卑ひ怯きような守もり崎さき瀬せ理り子こではない。

　セリス・イージスハートは、それを持っているはずだ。

　そうでなければ、この世界にいる意味がない。
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place_status_〝ギラヴィッツの森の小洞窟ｃ〟




「ギィエエエエ！　ゲント・サザンウェル!?　マジっすか！　本物の!?」

「噓うそ言ってどうすんだよ。こっちのパラメータだって見れるだろ」

「いやそれはそーっスけど……うわやべぇ、本物だ……」

　とりあえず移動したホームポイントの洞窟にて、出会ったゴブリンと俺はお互いの情報のすり合わせを行っていた。しかしそうしようと名乗った瞬間の反応がコレである。

「そんな驚くことかな……？」

「当然っスよ、意地が悪いなあ、ゲントさんほど有名なＥＬＯプレイヤーはいないって言ってもいいでしょ！　掲示板とかで流れてくる伝説のプレイの数々……オイラ、昔からゲントさんのファンだったんス！　握手してください！」

「あ、ああ」

　ゴブリンの尖とがった爪とオークの太い爪が触れ合い、チャカチャカと音を鳴らした。

　別に有名になろうと思ってなったわけではない──ただこのゲームが好きで、やりこみたくて、効率も求めたくて、ソロでどこまでいけるか試したくて、裏技やちょっと変わった攻略法がないか試したくて──と、引きこもり人生で得た有り余る時間を使っていろいろやっていたらわりと注目されるようになってしまった、というだけだ。おかげで、こうしてファンのようなプレイヤーに突然声をかけられることもたまにある話になった。とはいえ、まさかこんな状況で最初に出会ったＥＬＯプレイヤーがファンだとは……運がいいのか悪いのか。

「うへへ……今日はオイラの記念すべき日になりました！　いやしかし、フォレストオークで女騎士を一撃で仕留める勇気、アイデア、実行力……あのゲントさんなら全てが納得っス！　そうそうオイラ、ゲントさんの一番好きな伝説が《臨戦ガルバーン城ソロ攻略》で！　実装当初から人気だったくせに脱ぎ報酬が用意されてなかった冷血王女ガンマリサがついに脱がせられるってだけで神イベントだったのに、それをソロ攻略して一人で堪たん能のうできたなんて羨うらやましすぎっスよ！　絶対ソロは不可能だって言われてたあれと比べたら楽勝って感じですか、やっぱり!?」

「あーあれか。あれはキツかったなあ」

「wikiでも情報が錯さく綜そうしてて、具体的にゲントさんがやったと言われる攻略法は諸説あるんですよね。クリア報告だけはリザルトのスクショがあったんでみんな認めてましたけど、あれがなきゃ絶対にフカシだって思われる偉業ですよ！　最後までよくできたコラだって言ってる奴らもいましたし、運営が一周年生放送で『ソロであのイベントをクリアしたプレイヤーが一人だけいる。皆もよく知っている人物だ』って遠回しに認定しなきゃ今でも──っていうか目の前にいるんだからオイラひょっとしてその真実に触れられるポジにいるのでは!?」

　やたら興奮したように早口で言い、彼はゴクリと唾を飲んで、

「で……き、聞いてもいいっすか。あの伝説のイベントの詳細を。どうやったんスか、あの城には千体も門番がいたんスよ……？」

　俺はあっさりと、

「方法自体はそんな難しいことをしたわけじゃないぞ。一個で一体の動きを三十秒止められるアイテムがあった。それを千個用意しただけだ」

「!?」

「このゲームは同時に千個アイテムを使える。タイムラグなくだ。一個一フレームでも存在していたら無理だったから、運がよかったな。だから千個用意して同時に使えば、それは数は関係なくなるってことだ。千人の門番全員が三十秒の隙を作ったならば、あとはタイムアタックと同じだ。つまり三十秒で城の奥にいる王女を倒せる手順を考えたんだ。それを詰めていっただけさ。鍵は意外にも初手ガーターストッキング狙いにあった。それでタイムが縮まって──」

「す、すげぇぇぇぇ！　そのイベント用消費アイテム、確か前提ダンジョンの目玉のレアドロ素材を、支配者級加工スキルであのクソ高い《胆汁黄金》と合成しないと作れなかったやつっスよね!?　アイテムの用意だけでどれだけ手間がかかったんスか……！　なんていう根気だ！大胆な考え方とそれを実現できる腕、やっぱりゲントさんは伝説級のプレイヤーっス！」

　さらにキラキラした目でゴブリンはこちらを見てくるようになった。こんなに素直にリスペクトされるとやはりそれなりに嬉うれしくなる。調子に乗ってさらにいくつかこれまでのプレイについての質問に答えたりして──

「いやいや待て待て。こんな話してる場合じゃなかった。現状の情報共有しようってここに来たんだろ。さっきの話に戻っていいか、ダーク・バーバリアン」

「そう言えばそうでした。すみません、つい興奮しちゃって！　何でも聞いてください兄貴……あ、オイラのことは縮めてダクバでいいっスよ！　ちょっと最終形を意識しすぎて命名をしくじりました……」

「あるある」

　いつのまにか兄貴呼ばわりされているが、まあ別に悪い気もしないのでスルーして、

「で、ＧＰＳと一緒の世界になってるってのは、どういう意味なんだ？」

　Grand Paladin Sagaグランド・パラデイン・サーガ。ＥＬＯと同じ開発会社『アクアトロン』製。やはり新時代ＶＲマシンＳＰＲスプリで動くMMORPGだ。ただしその方向性は真逆。硬派にして質実剛健、お色気の欠片かけらもないリアル系ファンタジー。美麗で一般受けするグラフィック、シミュレーションじみた計算式で動くとされる精密バトルシステム──という基本情報ぐらいは俺も知っている。つまりそれぐらいには売れているＭＭＯだ。ぶっちゃけＥＬＯの10倍とかでは利きかないアクティブ人数の差があるだろう。俺は、いいゲームだとは思ったが、あまりにシステムとかが堅苦しすぎて遊びがないのが性に合わず、少し試しにやっただけですぐに止めてしまった。

「そのまんまの意味っスよ。たとえばこの森。ＥＬＯにはなかった地名っスけど、多分ＧＰＳにあった場所っス。そんなのが他にもあって──オイラ、プレイしてないゲームのwikiとかだけ読むのが好きで、だから覚えてたんス」

「いやいや。フィールド名とかがあっちの名前なのはそうかもしれんけど、世界が一緒になった、ってのは飛躍しすぎじゃね？　コラボみたいなもんで、ＥＬＯの拡張予定で作った新エリアにその名前を使うことにした、とかあるだろ」

「ウス。でも、オイラも確証はなかったんスけど。やっぱり人の問題があるッス」

　ダクバはゴブリンらしく背中を丸めて、怯おびえるように洞窟の出口を見ながら説明した。どうやら彼は世界がこうなってから別のＥＬＯプレイヤーの二人組と会ったらしい。そのときはそのまま別れたが、次に会ったときには片方だけになっており、相方は《男の騎士》にやられた、と話してきたのだという。

　俺は目を細める。それは──ある意味。何よりも説得力のある言葉だった。

「ＥＬＯに男キャラはいない。男の娘キャラならワンチャンかもしれんが」

「ですよね。で、やっぱそこかしこにGPSwikiで何か見た覚えのある単語とかがチラホラしてるんで──」

「だから、ＧＰＳとＥＬＯの世界が混じったんじゃないか、ってわけか」

　正直、信じられない。別々のゲームが何の前触れもなく合体するなんて、これまでのゲーム史の中で確実になかったことだと思う。ありえない話だと思う。けれど。

　思い出す。人間のような反応を返してきた、美少女騎士。あちらはあちらで、このゲント・サザンウェルという、喋しやべるモンスターの存在に驚いていた様子だった。プレイヤーだとは最初は思っていなかった様子だった。とすると。と、すると──

　ああ。もう、認めるしかないのかもしれない。

　まぁ認めてしまうとその瞬間に俺は中身が人間プレイヤーの相手にあんなことやこんなことを欲望のままに間抜け面でやってしまったということになり、向こうからしてみれば完全一人称視点で身動きが取れなくさせられて視し姦かんの限りを尽くされたという話でさすがにモヤモヤせざるを得なくなるのだがよし考えないようにしよう。やってしまったことはもう仕方がないのだし今更どうしようもできない。過去を振り返らないのが一流モンスターELOプレイヤーの条件だ（今決めた）。

　俺は平静を装よそおいつつ、受け入れたその結論に関しての考えを述べる。

「……同じ開発会社だ。何か裏プログラムみたいなのが最初から仕込まれてた可能性は、ゼロじゃないのかもな。ゲーム開発のことなんてわからんけど、プログラム組むときの雛ひな形がたとか、大元は一緒のものを使って作ったのかもしれないし」

「ケーキの中身は実は同じで、ガワだけＥＬＯとＧＰＳに分かれてたのかも、ってことっスね」

「で、さっき言ったみたいに、実はいつかコラボさせる準備があった。でもそれがミスとかで暴発して、何の告知もなく俺達だけが放り込まれた。予定外のことなんでデバッグもまだで、だからこんないろいろバグっぽいことになっている……的な？」

　そこでふと思い出した。聞いてみる。

「ところでお前、こうなったときに変なメール届いてなかったか？」

「あ。届いてたっスね」

「ユニオンは為なせり。魔の証あかしを神に示せ。さすれば世界は元の姿を取り戻す──だったか。そのユニオンってのがこの世界の合体現象を示す名前かもな」

「凄すごいっス、さすがの推理力っス兄貴！　でも、とすると──魔の証あかしを神に示す、って？」

「さあ……そこの意味はよくわからないな。ただ、それをすると世界は元に戻る、と言ってるみたいではある。予定していたコラボのクリア条件とかか……？」

　俺は目を細める。世界が元の姿に戻る──それはつまり、俺の失われた力も元通りということだろうか。

　ダクバからいろいろ情報を聞けたせいで、ようやくわかってきた。

　最初に示されていたそれが、道筋なのかもしれない。今のおかしな状況。俺の失われた貴重なデータの数々。それらの問題を、同時に解決する道筋。

　まあ勿もち論ろん、実際には魔の証あかしって何なんだという話で止まってしまうのだが。

「今はまだノーヒントだからわからんけど……これからは、ちょっとそっちの謎を解く方向にも力を向けたほうがいいのかもな」

「そっスね。始まってもいないコラボのクリアを目指すなんておかしな話ですけど」

「まったくだ。しかし、となると……いや最初から俺はなんのミスもしてない被害者だからわかりきってたが──」

　クワッとオークの牙を剝むき出だしにして、俺は洞窟の天井に怨えん嗟さの声を飛ばす。

「ぜ・ん・ぶ、運営のせいじゃねえか！　事故なのか意図的なのかは知らんけど、そんなふうにくっつく余地のある仕組みにしとくのが悪い！　独立させとけよ！　おかげで俺はゼロからのスタートでこんな姿だ！」

　ダクバがきょとんとした顔で瞬まばたきをした。

「ゼロからのスタートって……ひょっとして兄貴のその姿、縛りプレイとかじゃなかったんスか？」

「違う違う。仕方なく、だよ」

　これまでにあったことを説明しておく。合一ユニオンが起こったあと、なぜかモコの姿に戻っていたこと。インベントリもほとんどが空になっていたこと──

「はぁー。大変だったんスね……オイラたちはアイテムも姿もそのままだったんで、兄貴だけのバグっぽいス、サイアクっスね。今まで集めたアイテムが全部なくなるって……ＥＬＯに対する兄貴の影響力を考えたらリアルに歴史的損失っス」

「大おお袈げ裟さな……まあ全部じゃなくて、よくわからん、バグったみたいな表示の蘇そ生せいアイテムだけが代わりに一個だけインベントリに入ってたんだけどな」

「そのアイテムは？」

「あー、ま、使ったというかなくしたというか……とりあえず今は手元にはない」

「ひょっとして、オイラと出会う前にやってたアレっすか。遠くだったんでよく見えなかったんスけど」

「そ、そうだ。あれはな、なんつーか、マツタケを採り尽くしたら山が死ぬからあえて残す的なアレで、特に何か深い意味があったわけではなく──」

　自分自身でもよくわからないあの行動について、俺はしどろもどろで説明を試みていたのだが。ダクバはなぜか深刻そうに考え込んでいた。

　俺が首を傾かしげていると、やがて彼は顔を上げ、

「それは……ちょっとマズったかもしれないっスよ……」

「何がだ？」

「オイラ、やってもいないゲームのwiki見るのが趣味だって言ったじゃないスか。これはアクアトロンもＳＰＲスプリも関係ない、全然昔の別ゲームのバグ伝説みたいな項にあった話なんスけど。アイテム関係のバグで、兄貴みたいに今まで持ってたアイテムがほとんどなくなって、でもバグった謎アイテムだけが代わりに一個ぽつんと出てきた、みたいな話が。いやそれはアイテムの形すらしてない、なんかカーソルだけ合わせられる謎物体みたいなものだったらしいスけど」

「俺の状況と似てるな」

「で、ここからが大事っス。あとで判明したコトなんスが──その謎アイテムが、『今までそいつが持ってた全アイテムの所持データ』が変換されてできたものだった、みたいなオチで。圧縮ファイルみたいに、データが別の形に固められたもの、みたいな。そいつはたまたまそれに手を付けなかったせいで、遅れて事態に気付いた運営がそれに逆変換をかけることで全アイテムデータをやっと復旧できたって流れで、ですね……」

「……おい……それって、まさか……」

　ダクバは憐あわれみと哀かなしみの混じった目で俺を見てきた。

「もう一度聞いちゃうっスけど。兄貴、その一個だけ残ってたバグりアイテムは──」

「マジかよ使っちまったよぉぉぉ！」
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- another vision -

place_status_〝セイフウィンドの街・レマルゴの酒場〟




「おっとセリス、ジュースのグラスが空になってるじゃないか。飲み物のお代わりはどうだい？　たまにはエールをガブガブいくのもいいんじゃないかね？　アタシゃ誰かが普段は隠してるヒミツの本性ってやつを見るのが大好きでね。具体的には、お堅い騎士さんが酔って崩れてうっかり可愛かわいい姿を見せてくれないかなーって思ってるわけだけど」

「それは知ってるし、レマルゴさんも私が無駄遣いはしない主義だって知ってるでしょう。二杯目は水でいいわ」

「つれないねぇ」

　スタイルのいいラテンの踊り子じみた褐色美女、この酒場の主であるレマルゴは肩を竦すくめ、とぽとぽとセリスのグラスに水を注いだ。

　椅子に座ったまま、セリスは軽く会え釈しやく。視線は調整している自分の手甲から外れない。

「では代わりにエールのお代わりをもらおう、とレマルゴの姐あねさんの生活を助けるフワワ」

「わたくしはカクテルをもう一杯、ブルーデビルを。やはり好きなんです……名前が……」

「はいよ、了解！　お堅い騎士サマとくらべてあんた達はいいお客様だよ！」

　皮肉ではなく冗談なのはわかっていたので、セリスは特に反応はしなかった。

　同じテーブルについてるのは、騎士団関係以外のクエストで共に行動することが多いフレンドの二人。ともに騎士団の所属ではない、フリーの冒険者だった。ＧＰＳは騎士が一大勢力ではあるが、プレイヤー全員がそうだというわけではない。

　フワワ・フワはぼんやり顔の小柄な少女。今のジョブは……セリスにはよくわからない。彼女は気分でジョブを変える癖がある。物理寄りのレンジャー系であることが多いが、なぜか彼女には自分のジョブを隠すポリシーがあるようで、他人にもそのステータスが見られないような特殊なスキルをわざわざ会え得とくしている。もし本人に聞いたなら今のジョブは《酒飲み士》だと教えてくれるだろう──もちろんウソだが。

　もう一人は聖職者クレリツク、ホーリィ・パガニーニ。身体からだの一部のサイズが特徴的な美しい女性で、いつも柔和な笑みを崩さない回復魔法の使い手だ。その才はかなりのものだが、彼女もジョブについては少し問題を抱えている。彼女には憧れの職業があり、いつかそれに転職したいと願いながら日々努力を続けているのだ。出会ってから今まで、彼女がそれに向けて一歩でも進んでいるとはセリスにはまったく思えなかったが。無論失礼なので口には出さない。

　悪魔の名を持つ酒にうっとりした顔で唇を寄せてから、ホーリィ。

「それで──話の続きですけど。セリスさんも、やはり行かれるのですか？」

「そうよ。だから、しばらく街を留守にするけど気にしないで、と言いに来たの」

　魔物の討伐は、ひとまず騎士団の選抜隊だけで向かうことになった。この街の防備も放ってはおけないからだ。セリスはもちろん討伐に向かう組である。

　普段の騎士団業務においては、セリスは魔物討伐系の任務よりも人的事件に対する対処を主としていた。そこでは現場指揮官や隊長といったそれなりの立場を与えられるのが常だったが、今回は個人的な要請による出動の形なのでただの一兵卒に近い。そちらのほうが動きやすいということもあるので文句はなかった。

「フワワたちも手伝おうか、と聞いてみるフワワ」

　いつもの不思議な調子でフワワがぼんやりと言った。セリスは苦笑し、

「これは騎士団の任務。貴女あなた達たちが来るとなると騎士団として報酬を支払わなくちゃならないし、その手続きをしてる時間はないし、きっと団長も必要ないと言うでしょう。それに──」

　意識的に笑みを消した。

「危険よ。貴女達も知ってると思うけれど、今は死んだら終わりの状況だもの。わざわざ首を突っ込む必要はないと思う。貴女達は貴女達ですることがあるでしょう」

「フワワは呪文的なものを唱えた。なんじゃらほい、と」

「そうですねえ。やはり、わたくし達全員に示されたあのヒント……このユニオン解消の手がかり、のような文の謎を突き詰めることでしょうか。『魔の証あかし』とはなんでしょうね？」

　それはセリスも答えを持たないことではあった。が、

「そうね……いろいろ考えられるけれど。魔物を討伐したら手に入るイベントアイテム、である可能性も否定はできないと思う。今回の討伐が何かそれに繫つながっていればいいけれど」

「魔物……噂うわさですけど、それが別のゲームのプレイヤーさんだという話は──？」

　おそるおそるといった感じで聞いてきたホーリィに、セリスは慎重な頷うなずきを返した。

「私は、少しだけ相対した限りの印象でしか言えないけど……多分、事実だと思う。騎士団の分析班が言うには、Evil Life Onlineイヴイル・ライフ・オンラインとかいう不健康な破廉恥型ゲームの可能性が高いらしいわ」

　しかしどうあれ、あちらがしている悪行を見過ごすことはできない。許せない魔物なのは変わらない。被害を受けているのはこちら側なのだ。

「世界が一緒になった説みたいなのはフワワも聞いた。つまりコラボ。魔の証あかしがどうすれば手に入るかとか、イベントクリア条件が不親切なコラボよくない、と憤慨するフワワ。ぷんすか」

　そのフワワの言葉に、セリスは装備を確かめていた手を止めた。

　前から疑問に感じていたことではあったが。

「……コラボ。コラボね。それは、本当にそうなのかしら。もしこれが、今の状況が、運営にも予想外なイレギュラーだとしたら──とても嫌な感じがする」

「どういう意味でしょう？」

「今は私達にとって危険な状況にある。自分の分身とも言える大切なデータが、今にも失われてしまいそうな──いつ失われてもおかしくないような、誰もが絶対に回避したいと願う危険な状況よ。でも、解決法らしきものはかろうじて一方的に示されている……」

　ふ、と息を吐いて、続けた。

「そんな『危険だろう？　だからこれをしろ』なんていうのは、私達の身の安全が人質に取られているに等しい。つまり──テロリズムと同じ構造のような気がしているのよ」

　セリスは装備の点検を再開する。フワワ達は怪け訝げんそうな顔を見合わせる。セリスとしてはそれも当然だと思った。これはただの自分の勘で、何か根拠があるわけでもない。ただ自分が勝手に想像して自分が勝手に気持ち悪さを覚えているだけだ。

　そして──気持ち悪いと言えば、だ。

　セリスは鎧よろいの位置を調節しながら、軽く視線を下に向けた。

　見つめるのは、自分の腰鎧。正確にはその下にあるもの。

　自分はこれから魔物を倒しに向かう。当然、不覚を取ったときの記憶が思い出される。

　あのとき一度、このセリス・イージスハートは確かに死んだのだと思う。そのあたりの状況は夢うつつではあったが、覚えているものもある。

　ずっと、下着を見つめられていたような気がするのだった。

　単なる好色ではない、もっと別の意味を持って──じーっと。

　思わず身震いする。騎士は恐怖に負けはしないが、感じないわけではない。

　無論、今も下着は穿はいている。キャラクターデータの装備の最下部に位置する、脱ぐことのできない、髪型などと同じ立ち位置の装飾設定。しかるべき手続きを得れば形状や色を変更することもでき、実際セリスもあれから別の形の下着に設定変更していた。

　しかし──変わらない何かを感じていた。あの魔物の視線が絡からみついたままであるような。根本的な何かがあのときから変わっていないような。

　下着の見た目も、質感も、何の変哲もないが……感覚的には、少し不気味だと思える。気にしすぎなのだろうか……。

　無意識のうちに、そうやって下腹をじーっと見つめていたせいか。

　フワワがぼんやり眼まなこのまま、首を傾かしげて言った。

「まさか妊娠でもしたのか、とめでたい質問を問いかけるフワワ」

「下品な冗談は止めて」

　下品なのはあの変態な魔物だけで充分だ。

　ああ、奴はセリス・イージスハートを剝むいて下着を見たことに満足しているのだろう。

　今頃は武勇伝のようにそれを仲間に語っているのかもしれない。腹が立つ。

　セリスは最後の準備として、腰の剣をスラリと引き抜いた。垂直に掲げ、歪ゆがみや損傷がないかをじっくりと確かめていく。

　その曇りのない刃には、決意に燃える目をした女騎士の顔が映っていた。

（待っていなさい──私にしたことを。必ず、後悔させてあげるわ！）
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place_status_〝ギラヴィッツの森の小洞窟ｃ〟




　俺は激しく後悔していた。

　頭がクラリとする。使ってしまったバグりアイテム。あれが。まさかそんな。そんな大事なものだったなんて。俺がこれまでＥＬＯに費やしてきた時間と思い出の塊、俺の命そのものだったなんて！

「あ、いや、そういう話もあったってだけで、別にそうと決まったわけじゃないっスから！」

「そ……そうだ。そうだな。あれがお前の言うそのゲームと同じものだったって確証はない。俺のアイテムデータの塊だって保証はない。全然ない。普通にただの、何かの間違いで生まれたゴミアイテムだったかもしれん……いやきっとそうだ……」

　そう思わねばやっていられない。自分から全てのアイテムを取り戻す道を閉ざしたのだとは思いたくない。モンスター進化の基本は素材アイテムの使用だから、モコに戻らされたという被害もアイテムさえ取り戻せればそれなりに軽減できたのにそのアイテムがああアイテムが──いや違うだからそれは元々叶かなわぬ夢で──

　けれど。逆のことも、頭の片隅で、ちらりと思った。

（でも、もし。あれが本当に俺のアイテムデータの塊だったなら……？）

　使った──使ったうちに入るのだろうか、あれは。あの【■□の布】は、今もまだ、存在しているのだろうか？　もし存在しているのだとすれば、それは、ひょっとして──

「兄貴？　大丈夫っスか？」

「お、おう」

　よほど変な顔で考え込んでいたのか、ダクバが心配そうな顔でこちらを覗のぞき込こんできていた。

　ゴブリン族特有の長い鼻がくっつきそうになってちょっと失礼ながらノーセンキュー。

「すみません、変な話しちゃって。全部想像なんで、あまり気にしないでくださいっス」

　その通り、今は全てが想像だ。確かな情報なんて何もない。

　では、さしあたってこれからすべきことは？　現実的に選択すべき動きは？

「ログアウトして直接運営に電話で文句でも言うか……？」

「あ！　スゲー大事なことを言い忘れてたっス、それもヤバイかもしれないっス！」

「なに？」

　ダクバはさっきの話にも出ていた、出会ったＥＬＯプレイヤーから聞いたというさらなる情報を語った。この状況に嫌気が差してログアウトした仲間。そいつに送れなくなるゲーム内メール。男の騎士にやられて死んだ仲間は、しかし、ホームポイントで蘇そ生せいすることなく──

　背筋が冷える。

「つまり……ログアウトするとキャラデリされるってわけか？　んで、ホームポイント蘇そ生せいも利きかなくて、死んだら同じような処理をされる可能性がある──」

　マジかよ、と力なく呟つぶやくしかなかった。こうなった当初、こんな不安定な状態でログアウトしたらどうなるか、というのを気にしてひとまずの探索を選んだが……あそこで好奇心に負けていなければどうなっていたことか。ぞっとする。

「オイラ、まだこんななんスけど……最終的には、ムキムキでガチムチな超カッコいいバーバリアンマスターになるって夢があるんス。このゴブリンに進化するまでにも結構な時間を使ったのに……ここでデリートとか、絶対に嫌っス……」

　バーバリアンマスターは近接格闘系の魔物の上位種で、一言で言えば筋肉巨人だ。魔物と化した格闘奴隷というか、コロセウムで大暴れするのが似合う感じの汗臭さ。スタイリッシュさはないが、好みは人それぞれである。目標にしている奴がいても全然おかしくはない。勝手な印象で言えば、格ゲーでガチムチの投げキャラばかり愛用するのと似たようなタイプだと思う。

「そう、だな。そりゃそうだ。ここまで積み重ねてきた努力が全部パーになるなんてたまったもんじゃない。みんなそう思ってる──」

　ま、もう既に俺は半分そんな状況になっちまってるわけだが。

　ともあれ、だ。ログアウトすらできないというなら、俺達にはますます選択肢がなくなった。

　すべきこと。しなければならないこと。それは──

「さっきの『魔の証あかし』の話も気になるが……その謎を探っていく間に死んでキャラデリされたら最悪だ。俺達はまだまだ貧弱すぎる。まずはなんとしても生き延びて、安心できるレベルの力をつけていく、のが先決だな」

「ッすね……」

　顔を見合わせ、頷うなずき合う。消極的な目標に見えるかもしれないが、大事なことだ。俺達は怪物で、だからこそ、予想外にすぐ死ぬ。ましてや今はそれがリアルに自分自身のデータ全消失に繫つながっている可能性があるのだ。それを最優先させて何が悪い。僕らはみんな生きている。

「ダクバ、魔力の余裕はどれくらいある？」

「あ、そっか、魔力切れで死んでもひょっとしたら……ブルル。コエー！　あ、でもまだ今は大丈夫っス！　世界がこうなる前にちょうど満タンになってたんで！」

「そっか。俺も似たような感じだから魔力に関してはまだ焦あせらなくていいな。じゃあ、さしあたって必要なのは──」

　考えるまでもなく、答えはすぐに出る。

「……戦闘力確保、だな。《敵》がいる以上、身を守る力は必要だ。殺されない程度には強くなっておきたい……さっきの勝利はホントに奇襲が上手うまく嵌はまっただけの偶然だからな。次もそう上手うまくいくとは限らない」

「進化のための素材アイテム集め、っスね……憧れのゲントさんとご一緒させていただけるなら是非是非って感じっスけど！　一つ問題が」

「ん、どした？」

　ダクバは両肩をずーんと落として、

「オイラ、自分の次の進化に何が必要とかわかんねっス……だいたいこのゲームの進化素材と条件、わかりにくすぎっしょ。ゲーム内ガイドもヒントみたいなのしか出してくれないっスし、wiki見てもこんがらがるレベルじゃないスか。ま、そこにいろいろ試したりメモとったりする楽しみがあるって感じでもあるっスけど、今の状況だと──」

「あー、ま、そうだろな。ちなみにお前、次は何を目指してるんだ？　バーバリアンマスターがさしあたっての目的で、今がゴブリンナックルってことは──条件的に、ゴブリングラップルかな？　だったらまず集めたいのはオイル系とかか」

「！　そ、そうっスけど……な、なんで」

「ま、このゲームの進化素材と条件がややこしくてわかりにくいのは確かだけどさ」

　俺は頭をぽりぽりと搔かきながら続ける。それは若干ながら恥ずかしさを含まざるをえない言葉だった。どれだけ自分がこんなＢ級ゲームに時間と労力を費やしている暇人かを告白しているに等しいから。

「──俺は全部覚えてるぞ？」
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place_status_〝ギラヴィッツの森・座標30:16〟




　改めて、二人（二匹）で森を散策する。

「そうっスか、やっぱそうっスよね！　そうじゃなきゃいくらモコからでも一直線に狙いのフォレストオークまで進化なんてできませんよね！　いやー、やっぱり兄貴はスゲェや！」

「あ、その木の根元、『ベトベトなキノコ』があるぞ。採っといたほうがいい」

「はいっス！」

　シュババ、と言われるがままにダクバがアイテムを拾う。今まで以上にその目がこっちに対する尊敬とか憧れに満みち溢あふれていてなんだかむず痒がゆい。進化系統ツリーが完全に頭に入っている、というのはやはり一般プレイヤーにとってはそれほど信じられないことなのだろう。

　最初は最弱モンスターモコから始まり、素材を手に入れたり戦ったりしてレベルアップし、そこから様々な系統樹の好きなモンスターを選んで進化、ジョブチェンジがごとく自分の姿を変えていく──というのがこのＥＬＯでプレイヤーが行える成長要素だ。

　だがこれがまたひたすらにわかりにくく面倒。インターフェースもごちゃごちゃしてるから次に何を集めれば何に進化できるのか、そしてその先に何があるのかはもはや暗号。結局ほとんどのユーザーは有志が作ったwikiをささやかな頼りとし（もちろん一度ゲーム外に出ないとそのwikiも見られない）、悲鳴と怨えん嗟さの声を上げながら時間を無駄にするのが常なのである。

　ところが俺は有り余る引きこもりライフをプレイ時間に捧ささげた結果、その暗号じみた情報のほとんどが頭に入ってしまった。それがゲント・サザンウェルの特殊なプレイスタイルの根幹だとも言える──俺のように、基本ソロプレイで、狙う美少女キャラエネミーに合わせてその都度自分の姿を変える、というのは基本的に労力と成果の釣り合わないことではあるのだ。世界がこうなる前、ソロでメイリンを倒すためだけにストームシームルグになったのも、多分一般プレイヤーからしてみれば「頭おかしい」と言われることだとは思う。

　ちなみになんでソロプレイ中心だったかと言うと、まあ普通に他人との会話は億おつ劫くうだったし、美少女を剝むいたときには一人で誰に憚はばかることなく鑑賞を楽しみたかったし、そもそも魔物が徒党を組んで服を剝ぐために美少女キャラ一人を襲う絵面がなんとなくカッコ悪いなと思ったからでもある。俺にだってこだわりはあるのだ。

　とはいえ──勿もち論ろん、これまでの長いＥＬＯライフの結果、たまには気まぐれで別のプレイヤーと行動を共にしたこともある。けれどそれはボスやダンジョン攻略がメインで、こんな地味な素材集めを一緒にした記憶はなかった。だから暇潰しにこんな話をするのは初めてのことだ。

　俺はただの引きこもりで、その暇を潰すのにこのゲームが性に合ってたっていうだけだが。

「ダクバは……なんでＥＬＯを始めようと思ったんだ？」

「え？　へっへっへー、改めて言われると困っちゃいますが、そうっスね……」

　照れたように鼻の頭を搔かく。当たり前だがゴブリンのそんな仕草を見ても可愛かわいくもなんともない。

「ま、やっぱり出てくる女の子が可愛かわいいからッスかね！　ちなみに今まで倒した美少女キャラエネミーの中で好きなのは『姫ひめ巫み女こ騎き士しアウラ・マキナ』っス！」

　ダクバと話していて思うのは、『こいつはＥＬＯが好きなんだなあ』ということだ。言葉や態度の端々から自然と感じ取れる、彼のシンプルな構成要素。要領がいいかどうかはともかく、やりたいこともはっきりしている。そんなわかりやすい同類感が、コミュ障気味の（そうじゃなきゃ引きこもりなんてやっていない）俺にもなんとなく話しやすさを感じさせるのだ。

「ビトゥーン勅裁神殿にいたやつか。意外にストレートな趣味だが、わかるぞ。確かにいいキャラだった。倒したときのボイスがまたエロかったんだよな……『そんなところ、神様にも捧ささげたことないのに……！』は名言だよ」

「わかってくれますか兄貴！　あと倒すのにけっこう何回もやり直して苦労したんで、その果てにあんなご褒ほう美びタイム見せられたらもう……もう！　って感じっしょ!?」

　わかる。強い敵ほど剝むいたときの喜びもひとしおだ。うんうんと頷うなずいてやる。

　へへ、とダクバはこそばゆそうに笑って、

「あー、自分で言っててわかったんですけど、そういうのもあるかもしれないっスね。可愛かわいい女の子の可愛かわいい姿がただ見れるんじゃなくて、こっちの努力で見れるようになる、ってところが──現実ではあまりないことじゃないっスか。いやまあナンパ的な努力はあるかもしれないっスけど、オイラみたいな陰キャには絶対ないコトっス。でもこのゲームじゃ、頑張って頑張って、そうして報われる達成感と一緒になってるっていうか……そういうのが、なんかいいな、って」

「……だよな。ある意味スポーツ的な気持ちよさだ」

「うっす。ＥＬＯアンチの中には勘違いしてるのが多いっスけど、別にオイラ達、女の子を虐いじめるのが趣味ってわけでもないのに……何なんすかね、あのレッテル貼はり。現実でも女の子の服を無理矢理剝がす趣味の変態、みたいな目で見られるのがムカつくっス」

　苦笑いしつつ、俺も同意を返す。

　ある程度は仕方のないことなんだろう。だけど──ダクバの憤いきどおりも充分に理解はできた。

　ＥＬＯが下品で低俗的な、甚だしく性エロを弄んでいるゲームであるのは認める。だからと言って、プレイしている人間が全員性犯罪者なわけではないのだ。ＥＬＯは一応は非18禁だが、似たような在り方のマジモンのエロゲーをやる奴だってそうだろう。大半はその独特の、ゲーム性と一体となった興奮のために、達成感とエロを同時に得られるあの気持ちよさのために、あえてゲームという形で自分に壁を登らせているにすぎない。

　俺達は低俗な人間の屑くずだ。幸せな魔物を演じている嫌われ者だ。でも犯罪者ではない。誰かを傷つけたいわけじゃないし、傷つけてもいない。

　けれど。けれど、だ──

　一度は忘れることにしたはずの。あの女騎士の中身が人間だったと認めたときに感じたモヤモヤが、再び胸の中で蟠わだかまってきていた。

（剝むく相手が。ＮＰＣじゃなくて、もし……人間プレイヤーなら）

　俺達は、それでも──ただの幸せな魔物のままでいられるのだろうか？
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- another vision -

place_status_〝バリンガーン迷走高原・西端監視所付近〟




　ＧＰＳのプレイヤーは基本的に人間しかいないが、人種を選ぶことはできる。そのうちの一つ、エルフィット人は尖とがった耳を特徴として持ち、森林系の守護者補正のある『森しん護ご騎き士し』というレンジャー能力の高い騎士職に高い適性を具そなえる人種だ。

　そして今、その一人である彼女は、巨大な質量ある何かに押さえつけられ──

「くっ……!?　止め、なさいっ……」

　その特徴たる尖とがった耳を、魔物の長い舌で舐なめ回されていた。べとべとの唾液。熱気ある吐息。リアルな臭いがもし届くならそこには吐き気のする獣臭があろう。

　ホームポイントである監視小屋の先、背の高い草が迷路のような地形を形作る迷走高原を少し入ったところ。いつものようにパトロールに出かけた彼女を待っていたのが、この悪夢だ。

　魔物は彼女の言葉に、にやりと牙を剝むき出だしにして笑う。

　そして舌を離す代わり、爪でその身体からだを切り裂いた。緑を基調とした狩人かりゆうど系の騎士装備の胸が無残に破れ、白い膨らみが零こぼれ出る。それだけでは飽き足らず、突起の生えている尻尾を彼女の腰に引っかけ、捻ひねるように弾いた。びりり、とスカートも無残に千切れ果て、細くすらりと伸びた足が露あらわになる。同時に半回転してうつ伏せのような姿勢になっているということは、その臀でん部ぶも魔物の食卓に並んだということだ。舌なめずりをする。

「どうして、こんなっ……!?　何が、起こって……！」

　這はいずるように逃げようとする彼女。しかし魔物は肩を揺らし、身に宿る魔力を外に奔はしらせた。念動力が近くに落ちていた彼女の弓をふわりと持ち上げ、その所有者に向けて動く。手に収まるのではなく──弦つると弓腹の間に、彼女自身の身体からだを挟み込ませたのだ。

「きゃあっ!?　い、たっ……」

　弓の弦つるが持ち主の胸部をぎりぎりと絞り、拷問具のように持ち上げている姿である。逃げるどころではなくなり、彼女はただ苦く悶もんを漏らして身を捩よじる。破れた衣服を巻き込みつつ、歪ゆがみ、たわんだ、彼女の肉。

　魔物はさらに面白いことを思いついたようだった。自身の弓という、彼女という存在の誇りが詰まっている道具で作り出したその淫いん猥わいの光景は、実に皮肉で背徳的。

　だから、もう少しその方向性で遊んでみよう、と。

　念動力で浮いたのは、矢筒の中に残っていた矢。

　それを見た彼女の目が──絶望に染まる。

「う、噓うそ、でしょう。それ、どうするのよ。何に、使う気、なのよ……！」

　何に使ってほしい？　と、言うように。

　肉感的にたわんだ胸でもなく、剝むき身みの尻でもなく、妖精じみた耳でもなく。

　その矢の先端を、魔物はべろりと舐なめてみせた。
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place_status_〝ギラヴィッツの森・座標??:??〟




　ダクバとこのゲームの醍だい醐ご味みを語り合ってから、ゲーム内時間にして僅か十分後。

　俺は一人、森の中を逃走していた。

　さすがにずっと二人一緒に素材集めは効率が悪すぎるので、集めるべきアイテムの指針をざっと教えてからは分かれて行動することにしたのだが──それが裏目に出た形だ。

　どうしてこうなったのか。問いかける相手はいないし、誰に問いかけても答えは出ないだろう。ただこの森を包む不穏な気配が、否いや応おうなしに背筋に冷感を這はわせ続けている。

　鎧よろいが擦れるような金属音。枯れ木が踏まれて折れる音。これだけ走って離れないということは、間違いない。既にこちらは補捉されている。ならば音を立てないようにする努力は無意味だ。俺は周囲の森に向けて、

「くそっ……ダクバ、どこだ！　合流するぞ！」

　しばらく走りながら耳を澄ませてみたが、返事はない。

　その代わりに。

「──味方がいるのね。でも無駄よ。きっと来ないわ」

　声の主は、木陰から現れて行く手に立ち塞がってきた一人の人間。

　親の仇かたきを見るような目でこちらを睨にらんでくる、見覚えのある女騎士であった。
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- another vision -

place_status_〝ギラヴィッツの森・座標27:20〟




　ダーク・バーバリアンとて、れっきとしたＥＬＯプレイヤーである。憧れのゲント・サザンウェルという伝説とは勿もち論ろん比べものになどならないが、少なくともただのゴブリンではない。他のＲＰＧで最初の村周辺での経験値稼ぎの相手にされるだけの存在ではない。

「へ、へへへ……見たか。オイラだってやるときにはやるんスよ！」

「ッ……ただのゴブリン、じゃ、ないっ……？」

「油断したっスね。ゴブリンナックルはクリティカル効率がいいから、手数重視でスキル組んだほうがいいって兄貴に教えてもらってなきゃヤバかったかもしれないっスけど」

　しかし勝利は勝利だ。ダクバはぜいぜいと息を吐きながら、自分が倒した女騎士を見下ろしていた。がっしりした体つきの、少しアマゾネス的な風貌。騎士というよりは戦士寄りなのかもしれない。自分の好みのいかにも美少女系な造形とは外れているが、好きな人にはたまらないだろう。

　倒した敵だから、勿もち論ろん鎧よろいが剝げている。鑑賞モードになっている。ダクバはその時間のほとんどを自分の息を整えることに充あてた。勝利の気分を堪たん能のうしたかったのだ。

（で、この人は──どっちなんスかね。ひょっとして、ＧＰＳ側のプレイヤー……だったり？）

　合一ユニオンが起こってから、ダクバが敵を倒したのはこれが初めてのことだった。もっと会話をすればわかるかもしれないが……それをはっきりさせてどうするのか、という疑問がある。既に倒してしまっているのだ。こちらのＥＬＯの攻撃ルールに従い、鎧よろいを剝いでしまっているのだ。

　うーんうーんと迷い続ける。女戦士はあられもない姿のまま、ダクバを睨にらんでいる。そうしているうちに鑑賞モードの残り時間が少なくなっているのに気付いた。鑑賞モードが終わる前に、特殊コマンドをどれにするか決めなくてはならない。

（奴隷化エンスレイヴ……は今やっても面倒臭いっスし、成功するとも限らないし。ここは手堅く魔力補給っスかね）

　相手の中身に対する迷いはまだあったが、やれることはやっておかなくては、という意識が勝った。魔力は自分達にとっての食事。ないがしろにすればこちらが死んでしまうのだ。

　手を翳かざし、魔力補給開始。

「んっ……やめろ、何を……あ、んはっ……!?」

　未知の感覚に太ふと股ももを擦り合わせる女戦士。趣味ではないがやはり興奮はする。砕けた鎧よろいと衣服の欠片かけらが震え、彼女の姿をさらに辱はずかしめる。

「えーと、もし本当にプレイヤーさんだったら、申し訳ないっス。でも許してほしいっス。こっちにも事情があるし、これやっても別にそっちは死ぬわけじゃないし、そもそもオイラ──」

　声は。

　唐突に、背後から、聞こえた。

「いや。許せるわけがない」

　次の瞬間、ダクバの右腕は付け根から斬り飛ばされていた。振動、衝撃、疑似痛覚の強刺激。体力ゲージの半分近くが持っていかれた。反射的に身体からだを動かしていなければ頭から真っ二つにされていただろう。

「っ、ひ、あッ──な、なんスかぁぁぁぁ！」

　鑑賞されていた女戦士は、ダクバの後ろに現れた人影に向けてその涙目を持ち上げ、

「だ……団長……！」

「ジュスティリス、すまん、遅れた。お前はひとまず逃げろ」

　ちょうどそこで鑑賞モードの強制時間が終わったのか、彼女は立ち上がり、残り少ない布を胸に搔かき抱いだくようにしてよろよろと逃げていった。

「──さて」

「っ、ひ、ぃ……」

　片腕を切り落とされたダクバが見るのは、背後に立つ全ぜん身しん鎧よろいの偉丈夫。ＥＬＯでは絶対に見ることのない──〝男の〟騎士だ。丸太じみた印象の筋肉質な腕、精せい悍かんに刈られた髪、軍人や警察官じみた威圧的な眼まな差ざし。手にしているのは身の丈ほどもあろうかという極太の大剣だ。

　ダクバの頭に浮かんだのは──頼りになる、頼るべき、心から尊敬している存在のこと。けれど明確に、彼がここにいないのはわかっていた。声を上げてもすぐには来てくれないのはわかっていた。

　だから、代わりに──彼から聞いた話を思い出す。それを、生き延びるための細い道筋にするしかなかった。

　冷や汗を浮かべながら、ダクバは逃げていった女戦士のほうをちらりと視線で示し、

「ち、忠告させてほしいっス。あの子を先に保護したほうがいいんじゃないっスかねっ？」

「……」

「えと、なんていうか、オイラ達は女の子をＨＰ１にすることしかできないんスけど、その状態で森にいる別の動物とかに飛びかかられたら本当に死んじゃって、取り返しのつかないことになるっスから──」

　無論、相手が少しでもこの言葉に理解を示し、彼女を助けるべく動いたなら、その隙になんとかして逃げるつもりだった。

　けれど。

　男の瞳は、まったくもって、揺るがない。

「奴も騎士のはしくれ。私はその力を信じている。そして仮に命を落とそうとも、使命に殉じた末の死ならばそこには名誉が残る……彼女がその名誉を誇らしく受け入れられる騎士であることも、また、信じている」

　踏み込み。

　剣けん閃せん。

　そして──

「あ、兄貴ぃぃぃぃッ！」

　無駄だとわかっていても、もはや、叫ぶしかなかった。

　それが、ダーク・バーバリアンという名のプレイヤーがこの世界に刻んだ、最後の記録。

　直後、彼は暗黒に飲み込まれる。その最後の叫びすらも含めた、彼がここに在った時間の全てが無駄になり、無価値になり、無意味になり、失われる。

　ゲームの中のことであれど。データの話であれど。

　それは、間違いなく、死であった。
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place_status_〝ギラヴィッツの森・座標24:19〟




「理由を説明する必要はないわよね。人を襲って辱はずかしめるモンスターを、許すわけにはいかない」

「……っ」

　眼前の騎士──セリス・イージスハートだったか──の動きに注意しながらも、周囲の気配を探る。まだ仲間がいるのだろう、足音が複数聞こえていた。まずい状況だ。

「でもさ、少人数をよってたかって、ってのはちょっと卑ひ怯きようじゃねぇかなあ」

「黙りなさい。罪もない女の子達を攫さらうモンスターは卑ひ怯きようじゃないの？　騎士達だけじゃなく、戦闘能力の低い町民シチズン系のプレイヤーの子達もいたはずよ」

「……攫さらう？　そりゃいったい、何の話──」

　そこに唐突に耳に飛び込んできたものがあった。

「あ、兄貴ぃぃぃぃッ！」

　森の遠くから、全身全霊を込めて絞り出されたような。

　そしてその後には何も残らないような、ただ必死さだけで形作られたような──声。

　断末魔だと、わかった。

「っ……！」

　歯は嚙がみする。くそっ。

　ホームポイント蘇そ生せいは利きかない。だったら、倒されたダクバはどこに向かう？

　──どこにも向かえない、のだ。そこで終わりなのだ。同じプレイヤーだからこそわかる。まだまだ中級者になりかけといったレベルではあったが、あいつもあのゴブリンの形になれるまで多くの時間を費やして努力をしてきたはずだった。その先にある自分の目標を見据えて、いつかそこに辿たどり着つくことを楽しみに生きてきたはずだった。

　その意味が、今。完全に、失われた。

「……仲間が一人……一匹？　いなくなったようね」

　表情を崩さず、セリスが言う。

　俺は──俺のすべきことは──

「そっちは何人いるんだ？」

「八人よ。諦めなさい」

　にこりともせずに返答。素直ではある。さすが女騎士、噓うそや誤魔化しは嫌いだ、という感じなのだろうか。しかしそれでより俺のすべきことが明確になった。

「──セリス！　そこにいるのか？」

「ええ、マクフォーン！　オークが一匹よ。気をつけて、何をするかわからな──」

　周囲からかけられた声にセリスが答えた瞬間、俺は動き出した。

　勿もち論ろん──逃げるんだよ！

　フォレストオークのスピード値は……平均よりやや上、といった程度だ。心こころ許もとないが、そのぶんは高めのスタミナ値でカバーするしかない。したい！

　横手の藪やぶに、後ろも見ずに突進。

「っ、逃げたわ！　追う！」

「待てセリス、深追いするな！　団長の指示を待て──セリス！」

　やっぱり追ってくるか！　上司の指示は聞いといたほうがいいと思うんだけどな、騎士団の中でも出世とかあるんじゃねぇの!?

　とか思いながら必死に足を動かす。足下に飛び出ていた木の根をジャンプで跳び越えつつ、その上をのたのた這はっていた『パヴァルンの蝸牛』を摑つかみ取とる。そのまま真まっ直すぐ走る──と見せかけて直角に曲がり、一旦木のうろで息を潜めた。『紫光苔』が自生していたので手早く爪でこそぎ取る。足音は騙だまされずについてくる。舌打ちして再び走り始める。

　泥に足を取られながら『二角カエル』を捕まえる。相変わらず気持ち悪い感触だ。ぜいはぁ喉を震わせながら目の前に垂れていた『魔露のカズラ』をガブリ、ええとあっちに逃げると何もなさそうで逃げるだけになるからあえてこっちの草むらへ、やばい後ろを振り向く余裕もないけど今首の後ろでシュッといったのは彼女の剣ではなかろうか。後ろから千切れ飛んできた『凶餌の稲穂』を空中で摑つかんでまた走る。

　脳と身体からだのフル回転が意識をサディスティックに刺激し続ける。スタミナは減る一方だ。頼む、もう少しだけ保ってくれ。次はどこだ。俺はどこに走ればいい？

　果てがないように思えた逃走劇も、いつかは終わりが訪れる。つまりは今だ。

　足がもつれ、俺は無様にスッ転ぶ。オークの豚っ鼻が地面をざりざりと掘る。可愛かわいい豚鼻マークでもスタンプできればいいけどな、くそ。

「ぶっ……はぁっ！　はぁ、はあっ……！」

「鍛え方が足りないみたいね。魔物がどう身体からだを鍛えるのかは知らないけど」

　森の中にぽっかりと空いた、広場のような場所だった。中央部には大きな木がこの場所の主のように悠然と立っている。俺はその手前で転げて、王に助けを求める臣下のようにその幹に縋すがりついてヨロヨロと身を起こすだけ。もはや足など一歩も動かせはしない。

　振り向いて見えるのは──木々の間から抜き身の剣を手に進み出てくる、セリス・イージスハート。肩を揺らし、汗を浮かせてはいるが、俺のように疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様子で息を切らしてはいない。彼女の言う通り、鍛え方が違う、ということだろうか。

　俺は、首を垂らして、素直に答えるしかなかった。

「そうだな。あんま鍛えられないんだよ、モンスターだから。そりゃある程度は成長要素もあるけど、低級モンスターであればあるほど、すぐその種族での上限値が来る。だからさ……」

　彼女がゆっくりと一歩を踏み出したのがわかる。剣を構え直したのがわかる。

　俺より確実に強い、彼女。ああそうだ、まともに戦えばオークより女騎士のほうが強いなんて当たり前だ。でも。

　顔を上げる。にやりと牙の生えた口を歪ゆがませて、手を頭の上に伸ばした。

「俺達がするのは──進化だ。鍛えるんじゃない、自分を丸ごと先に進ませるんだよ！」

　もぎ取ったのは、枝に生なっていた『マダラの実』。

　フォレストオークから先に進むのに必要だった、最後の進化素材だ！

　俺は素早くシステムコマンドを開き、《進化》の項を選択。慣れた動作。間違うはずがない。何百回もやっている、これがこのゲームでもっとも気持ちいいご褒ほう美びの瞬間なのだから。

「悪あがきをッ！」

　セリスが剣を突き出してくる。だが俺は自らの身体からだを包む光を感じながら──避けない。

　もうフォレストオークではない俺には、できることがある。

「〝巡礼者の拒絶ドグマ１６──オーリフォートは寛容しない〟」

「なっ……!?」

　眼前に発生した魔力の盾がセリスの剣を防ぐ。回避やブロックならともかく、魔法で受け止められるとは完全に想定外だったのだろう、セリスの動きが完全に止まる。その隙を俺は見逃さない。一段階上昇した速度と筋力を活用、さらには、

「〝触らずの施与ドグマ３──痛み無き手で与えるべからず〟」

　手に圧縮魔力を集中させて威力強化した掌底をその鳩尾みぞおちに叩たたき込こむ。そうは見えなかったが、やはり内部的には彼女もある程度は疲れていたのかもしれない。予想外の手応えでダメージが通った。言うまでもなく、いつもの俺達にとってのダメージだ。つまり──彼女が着込んでいた真新しい鎧よろい、その一部が砕けて吹っ飛ぶ。

「悪いな。殺されそうになってんだから反撃くらいはさせてもらうぜ」

　露出を与える相手がＮＰＣでなく人間であることについては──何とも思わない。ようにする。今はそんなもの関係がない。そんなものはただの過程だ。俺はただ生き延びるために戦うだけに過ぎない。その副産物として向こうが勝手にペロンとなってしまうだけだ。文句はシステムに言え。

「か、はッ……そ、その姿、はっ……」

　肉体的な損壊はないはずだが、それでも吹っ飛んだ衝撃はある。彼女は地面に膝をついた状態でこちらを見上げている。

　逃げ切れない可能性も考えて、最初から素材集めと逃亡を両りよう天てん秤びんにかけた動きを選んでいてよかった。

　今の俺の姿は『ノーブルオーク』。オークらしい色の肌をしつつも、手足はより動きやすく、道具なども使いやすい洗練された形に。頭部も特徴的だった豚っ鼻はその名残をかろうじて残すだけ。ただし口元の牙はアイデンティティーとして、また超近接武器として残しているという──総合的に言えば、若干人間に近しい姿になったオークの上位種である。

　ステータス・スキル構成的にはバランス型やや魔力寄り。初期から使える魔法系統は邪神魔法──他ゲーで言うところの神聖系的な感じ。オークでも貴族ノーブルだからな、なんか宗教的に目覚めたりしてるんだろう。ガチ魔術師系ほどの多様性はないが、今のように単純な魔力変換型の魔法など、一通り有用なスキルは取とり揃そろえている。

「さて、と」

　奇襲じみた初撃が当てられ、相手が困惑している今がチャンス。畳みかけるなら今だ。

　魔法系だと思っているなら距離を取ろうとするかもしれないから、逆にこっちは接近して打撃スキルを入れて、でも一応強化バフは切らさずに……とノーブルオークの所有スキルを頭の中で思い浮かべながらこれからの攻撃の組み立てを考えていたとき、思い出した。

　大事なことを。

「あのさあ、ちょっと聞きたいんだけど」

　セリスの姿を見る。体力を奪えたのは３割か４割ほどか。つまり衣服が剝げたのは３割か４割ほどか。裂けてスリットのようになったスカート状の腰こし鎧よろい、白い脇腹を覗のぞかせる腹部……なかなかのチラリズム、この途中経過も嫌いではない。だが本題はそれらではなかった。まだ俺の視界では明らかになっていないものだった。

　だから、俺は彼女の顔をじっと見つめて聞く。

「今お前、パンツってどうなってる？」

「こ……この変態めぇぇぇぇっ！」
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- another vision -

place_status_〝ギラヴィッツの森・西の入り口〟




　予あらかじめ決めておいた集合時刻、集合場所。

　そこには、いるべき人間が二人、足りなかった。

「ジュスティリスを最後に見たのは自分だ。見たこともないゴブリンに襲われて瀕ひん死しになっていた。巻き添えを食わないように逃がしたが──帰ってこられなかったか。判断に間違いはないと信じているが、残念だ」

「そうしたおかげでそのゴブリンを集中して仕留められたのなら、団長の判断は当然です。ジュスティリスも理解してくれるでしょう」

「瀕ひん死しから回復できなくて、森の中で死んだのか……それとも、別の魔物に攫さらわれたのか。どっちにしろ、辛つらいわね……」

　沈痛な面持ちの団員達たち。彼女達の顔を一人ずつ見回し、ドレスデンはここに足りないもう一人の騎士の名前を確定させる。

「セリス・イージスハートは？」

　何人かの騎士が彼女を最後に見たときの状況を知らせてくる。魔物を見つけ、制止にも拘かかわらず単身で追っていき──それきり帰ってきていないのだと。

「すみません、ドレスデン団長。私がもっと強く止めていれば──」

「いや。この事態を想定できなかった自分にも責任がある。おそらく、見つけたのは彼女自身が一度不覚をとった相手だったのだろう。彼女が誇り高い騎士だったが故の行動だ」

　別の騎士がドレスデンの顔をちらりと見て、

「捜索隊を出しますか？」

　ドレスデンは腕組みをして目を閉じ、しばらく無言を保った。

　次にその目が開かれたときの言葉は、

「いや。残念だが、予定時刻を過ぎている。街をこれ以上空けるわけにはいかない──他の魔物が街を襲ってくる可能性も否定できないからだ。何人か残してはいるが、それでは対処できない事態が起きたときのリスクが大きすぎる」

　反論はなかった。団員達はドレスデンの能力と判断を信じており、その言葉の正しさを理解できる程度には大人だった。それに加えて、誰もが、ここにいないセリスの実力を知っていたからである。

「セリスならきっと大丈夫よ。あの子は強いから」

「ああ。俺、まだ一度も模擬戦で勝てたことないしな」

「リベンジに夢中になって時間を忘れてる、って感じかもよ？　遅れて一人で帰ってくるでしょ……獲とったどー！　って感じでオークの首とか掲げてなきゃいいけど」

「すごいアマゾネス感ね。怖っ」

　騎士達が帰り支度を始める。軽口はおそらく意識的なものだろう。

　この討伐隊の成果は、充分とは言えないものだ。倒したのは特殊なゴブリン一匹だけ。もう一匹いた魔物の行方はわからない。それ以外の魔物の存在、連れ去られた人間達に関する情報も得られていない。対する騎士団の被害は行方不明が二人──

「…………」

　ドレスデンはもう一度、魔物が潜んでいるであろう森の奥をじっと見つめて。

　そしてこれからの自分がすべきことを考えながら、踵きびすを返かえした。
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「くううぅぅっ……！」

「んー、意外にあっさり勝てたな。基礎ステータスはいいはずなのに、こっちの動きに対応しきれなかった感が──ま、ノーブルオークなんてそっちにはいなかっただろうし、そのせいか」

「冷静に、何をッ。人に、また、こんなことしておきながら！　君には恥という概念がないの!?」

「いや、そうなっちゃうんだって。システム的に仕方ないんだって」

　勝利、それはすなわちご褒ほう美びタイムの訪れ。彼女がまた憤慨しているのも無理はない。

　彼女が身に着けているのは、最初に出会ったときと同じような、動きやすさと防御力が両立された軽鎧。ただし今回は気合いの表れか、あのときよりも一段階上質なものになっているように思えた。

　つまるところは、より騎士っぽくなった姿で──彼女はまた、俺の前で肌を晒さらしていた。

　この前とは違い、全体的にはうつ伏せ気味のポーズだ。かろうじて肘と膝をついて、完全に地面に崩れ落ちるのを防いでいる格好。だがそのせいで個人的夏の定番・前屈ポーズからの胸の谷間主張、という新たな魅力が十二分に発揮されている。二つのたゆんとした膨らみと重力が作り出す、宇宙的な暗がり。さらに前傾姿勢の効果は、脇や肩けん甲こう骨こつ付近の自由空間の広さを意識させる。前傾Ｔシャツの胸元から見える脇の下が異常に尊く見えるのと同じ効果だ。地面に流れる金髪、その隙間にぎらぎらとこちらを睨にらんでくる目があるのもなかなかに伏線として趣深い。カレーに福神漬け並みにピッタリの、敗北前屈美少女に女騎士感という付け合わせだ。上半身は垂れ下がる金属胸甲を落ちないように彼女が必死に支え、それが奇跡的な谷間を維持しているという状況。一方下半身の腰鎧よろいは完全に砕け、ビリビリになったスカートのみがスリットを開けた状態で残されている。

　そう──とりあえず。今の一番の興味は、それだ。

　俺は鑑賞モード中で動けないセリスを中心に、円を描くようにしてゆっくりと後ろに回る。谷間は見えなくなったが代わりにくんと突き上げられたお尻がよく見えるようになった。ほとんど身動きの取れない彼女は、かろうじて自由のある首だけを回してこちらを見、

「ちょっと。何をする気なの、君……！」

「お前に質問してもよくわからんかった。となると、確かめるしかないだろ」

　俺はその場にしゃがみ込み、まずは焼き物の鑑定士のように真剣に、顎に手を当てて彼女の臀でん部ぶを凝視する。形のいい尻だ。見ているだけで弾力が伝わってくるような、ぷりんとした芸術的な丸みの尻だ。俺の視線が何かの触感を持っているかの如ごとく、もぞり、とそれが動く。

　俺は無言で数十秒、透視するように彼女の尻とスカートを見つめ続けて。

　しかし勿もち論ろんその中身を透視できなかったので、仕方なく、

「えい」
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　ぺろり、と手でそのスカートをめくった。
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　当然のようにセリスの文句は今までの比ではなく、

「き、きき君は何を考えているのこんなの屈辱的で絶対に許せなくて動けない女に一方的にこんなことするなんて性根が本当に聞いてるのちょっと鼻息が──!?」

　耳から素通りさせる。俺は彼女の白い下着を見ていた。見る必要があった。

　表面に薄く走っている皺しわ。純白の花嫁衣装が如ごとき無む垢くさで過不足なく役目を果たしている平へい坦たん部ぶ。中心部、致命的な場所に向かうにつれ細くなる布面積。またその布が揺れ動き、皺しわだった部分が平へい坦たんに、平へい坦たんだった部分に新たな皺しわが。あるいはそれは布の下に潜んでいた謎の亀裂に食い込んだ地形変動だったのかもしれない。

　思い出していたのは、彼女が死んだときのこと。俺はインベントリにあった唯一のアイテム【■□の布】を半ばバグったものと認識しながら、それが蘇そ生せいアイテムだという表示を信じて試しにこいつに使ってみた。どうなるかと思ったら、不思議なことにこいつの下腹部を包む光になって──つまりは、多分、このパンツになったのだ。「布」系アイテムがあの状況で『最も自然に』彼女と結びつく方法、がそれだったということなのかもしれない。ともあれ実際にこうして生きているのだから、蘇そ生せいの効果を発揮したのは間違いないと思う。

　そして問題は──ダクバが言っていた話だ。インベントリに唯一残っていたアイテム。それは、消えた自分の全アイテムデータ（俺の命に等しい）が圧縮変換されてできたものだった可能性があると。

　もちろん、あくまでも可能性の話。でも仮に、それが真実だったとすれば──

「俺の全部が、ここにあるのか……？」

　さらに顔を近付けて、凝視。

　もしそうなら、どうにかすれば戻せるのだろうか。俺の努力と時間を取り戻せるのだろうか。その方法は何か？　簡単に考えれば奪い取ることなのだろうが、そうは問屋が卸さない。

　なぜなら俺達はＥＬＯのモンスターだからだ。ダクバとも話して確かめたので間違いないが、やはり俺達はそのルールに縛られている。18禁ゲームではない以上、絶対に俺達はこの手で下着を脱がせないようになっているのだ。

　つまり──これを取り戻すことは、できない、のか？　仮に、もしも、俺の全アイテムが詰まっていても？

　でも何かあるんじゃないか。脱がせないまでも、何か、別の手が。たとえば──

　無意識のうちに、俺の手が、伸びていた。指先が、その白色に。

「…………！」

　集中している俺には内容が理解できないが、誰かの慌てたような声が疑似聴覚に届いている。そうだ、理解できないし、必要ない。俺にとってＥＬＯはコミュニケーションツールなんかではない。ただのゲームだ。ゲームだからこそ、そこには『本気』が詰まっていて──

　そして──その俺の意識を引き戻したのも、やはりゲームだからだった。

　ピピッ、と鑑賞モードの残り時間が少なくなったことを知らせる警告音。

　反射的に指が止まる。遅れてはっと我に返った。危ない危ない、さすがにこれはゲーム的に意味のなさ過ぎるハラスメント的なアレではなかったか。そもそも鑑賞モード中の美少女は俗に《レーティングバリア》と呼ばれる謎法則（見えない薄膜みたいなの）で守られているから、攻撃もタッチ的な行為も基本的にはできないようになっている。装備の端をつつくくらいならいけるときもあるが、いや自分のアイテムを取り戻すという目的はあるけどつついてどうなるというものでもないし、それが自分でもわかってるからこそ──待て今までずっと気にしていなかった彼女の反応がさすがに怖い。

　おそるおそる目を向けてみると、

「…………」

　人のあらゆる負の感情の塊に薄く羞恥を塗って地獄の業ごう火かで炙あぶり焼やきにしたような──そんな詩的な表現で納得してもらうしかない無表情。次世代ＶＲマシンであるＳＰＲスプリのウリの一つ、プレイ者の感情表現を（設定にもよるが）ほぼ忠実に描写するという表情再現機能の真価を感じる。技術が人間を幸せにするとは限らない。ただし恐怖はさせる。

　逃避のように俺は鑑賞モードの特殊コマンドを選ぶことにした。せっかく勝利したのに何もしないわけにはいかない。ＥＬＯプレイヤーのサガだ。だが、相手の中身が別ゲームのプレイヤーなら──選択肢が持つ意味は、それなりに変わってくる。

　あえて逃がす……また彼女が草食動物に襲われて死にそうな気がする。蘇そ生せいアイテムはないし、そもそもそれを取り戻す方法が気になっている現状だし。とりあえず保留。

　魔力吸収……戦闘をこなしたあとなので補給しておきたいところではあるが、底をつきそうでピンチ、というほどではない。それにこの状況で彼女に新たな喘あえぎ声ごえをあげさせるのは若干ながら気が引けた。保留。

　そして最後のコマンド、奴隷化エンスレイヴ──時間限定の下僕設定権。

（前は失敗したけど……やってみるか？）

　もし成功したなら、彼女が穿はいているモノについての詳細情報が得られるかもしれない。選択肢は多ければ多いほうがいいと思う。しかし問題は、やはり彼女がプレイヤーだということ。本来のＥＬＯでは美少女キャラエネミーを奴隷化しても、「素材集め」「戦闘しろ」「追加鑑賞」ぐらいの命令が出せるぐらいだったが、今のこの特殊な状況ではそもそもどうなるのか──

　決定コマンドを入れようか入れまいか迷っていたとき、不意に彼女が口を開いた。

　先程と同じ、怒りを通り越した静かな表情で。

「──君の名前を聞いておきたいわ」

　怖っ。何する気だよ。訴訟か？

「お、俺のステータス画面くらいそっちも見られるだろ」

「今は無理みたい。負けてこうなってる特殊な状態だからでしょうね。君は私の名前を知っているのに、私は君の名前を知らないなんて不公平だと思うわ。だから言いなさい」

　黙っていてもよかった──というかむしろそうするべきだったが、どうせ鑑賞モードが終われば見られてしまうだろう。今までは向こうにそうする気がなかったというだけの話だ。

　仕方なく、

「ゲント・サザンウェル……だ」

「そう。覚えたわ。ゲント・サザンウェルね。盾っぽい名前と言われたお返しに評価してあげると──ん……南サザンの井戸ウエルの、ゲント……？」

　どういうわけか。

　その言葉の最初と最後では、彼女の表情がまるで違うものになっていた。こちらの名前をどこかしら虚無的に呟つぶやいたかと思えば、今自分が口にした音の意味を自分自身がようやく理解したというような感じで、じんわりと段階的に目を見開く。それから何回か瞬またたき。目を閉じて、軽く首を横に振って、かと思えば自分に何かを言い聞かせるように縦に動かす。

　そして次に目を開いたときは、怪け訝げんに眉を寄せた顔で、じーっとこちらを見つめてきて──

　とんでもないことを、言ってきた。

「ひょっとして……南井源斗くん？」

「なっ、あっ？」

　それはマジにびっくりした。心臓が止まるかと思った。

　ゲーム中でリアルの名前を呼ばれるなんてあるはずのないことだ。というかネトゲの常識としては完全にタブーだ、マナー違反だ、こいつのゲーム的倫理観はどうなっている。

　次に疑問が生まれた。

　この自分は、南みなみ井い源げん斗とは、友達など一人もいないただの引きこもりだ。高校には一応籍を置いているが、もちろん引きこもりという種族条件としては当然に、登校していない。そんな、有名人でもなければ犯罪者でもない、ただの透明な人間失格だ。そんな存在の名前を知っている奴なんて家族以外にいるはずがない。いたとしてもレアもレア、せいぜいが出席簿の欠席欄で毎日この名前を見ている担任ぐらいだろう。いやそれも実際は怪しいところだけど。

　いや……でも。

　そう言えば、一人。いたな。

　この透明な自分の存在を知っているかもしれない、家族以外の人間。

　学校に行かなくなった直後から、しつこく家にプリントを届けてくるクラスメイトがいた。同じクラスの委員長だという話だった。いつか諦めるだろうと思って放置していたが、まだ定期的にそれは続いているようだ。ようだ、という伝聞なのはそれを受け取っている家族からの情報しかないからだ。俺は一度も出迎えなどしていない。だから会ったことはないし、顔も知らない……惰性で行った入試会場かどこかですれ違ったりしている可能性はゼロではないが、さすがにノーカウントだろう。

　けれど──こちら側の認識はともかく。

　その委員長なら、ひょっとしたら俺の名前も知っているのかもしれない。

　彼女の名前は、何だっけ。

　確かプリントに『今週の連絡事項です』みたいな素っ気ないメモが挟んであることがあって、そこに名前が書いてあったような記憶が──そう、確か、その名前は。

　俺は、ごくりと唾を飲み込んで。

　やられっぱなしではいられないという自爆的な気分で、その名前を口に出した。

「……守もり崎さき。守崎、瀬せ理り子こ……？」

　いやあ、いるところにはいるんですね、盾みたいな名前をした瀬理子ちゃんが。で、今俺の目の前で半裸になっている女騎士さんの名前は何だっけ？

「……っ！」

　それは首尾良く反撃の驚きダメージを与えられたらしい。微かすかに怯ひるんだように、息を吞のんで、首を引いて、しかし気丈さは失わないまま、くっとこちらを睨にらみ直してくる。

　そんな感じで、目の前にいるセリス・イージスハートという女騎士が。

　ＮＰＣの美少女キャラエネミーではなく、ＧＰＳをプレイしている『どこかの誰か』でもなく、確かに自分と同じ世界にいる『人間』である、とわかってしまったとき。

　その半裸の姿が『どこかの誰か』のものではなく、現実の名前を持った『彼女』のものなのだと理解してしまったとき──




　俺は一つの事故を起こしていた。

　ヒントは、そのときの俺が猛烈に動揺＆緊張していたことと……うっかり触って実行してしまえるような位置に出しっぱなしだった、『奴隷化エンスレイヴ』の決定コマンドだ。
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　やべ、と思ったときにはもう遅かった。そしてそんなときほど事態はスムーズに、スムーズすぎるほどに流れてしまうものだ。

　奴隷化エンスレイヴ成功、の表示。

　と同時に、セリスの姿に一つの変化が加わる──空間から滲にじみ出でるようなエフェクトで、レザーのような質感のチョーカーがその首に嵌はまったのだ。首輪というのは自分ではなかなか目視しにくいもののはずだが、彼女も何か違和感は覚えたらしく、

「……？　今、何か……」

「待て、気にするな！　気になるとは思うが、ひとまず気にするな！　他の大事な話から片付けよう、な!?」

　全力で誤魔化す。今はとても説明が面倒臭い。そもそも俺自身、この状況での奴隷化エンスレイヴがどんな効果を発揮するのかまったく理解していない。だからひとまず触れないことにする。

　セリスはすっと不機嫌そうに目を細め、

「大事な話？　片方の身動きが取れない状態でする話は、なんであれ公平なものではない気がするけれど」

「あー、いやええと、もう動けるはずだぞ？」

　なぜなら鑑賞モードが終わったから。その終了を意味する特殊コマンド、奴隷化エンスレイヴを入れてしまったから。という説明はもちろん心の中だけで。

　くい、と試しにセリスは自分の腕を持ち上げ、それで俺の言葉が真実だと知ると、素早くそこらに落ちていた自分の服の切れ端を搔かき集あつめた。そして座ったままずりずり後退（立ち上がるとまたいろいろなものが見えてしまうという判断だろう）。木の幹に背中を預け、身体からだの前部は搔かき抱いだいた頼りない布でガードしつつ、じろりとこちらを睨にらんでくる──

　そう言えばＧＰＳ側の表示的には体力はどうなっているのだろう。内部的にはＨＰ１のままではあるだろうけど。ポーションとか飲んだら服が再生するのかな。ＥＬＯ側のプレイヤーじゃない、他のＮＰＣとのバトルではさすがにダメージが服破壊に変換されたりはしていないだろうから、つまり通常のダメージと俺達が与える衣服破壊ダメージの両方が多分一緒のＨＰゲージで管理されてて、ああ多分瀕ひん死しから服を着れば俺達の衣服ダメージぶんだけ回復して逆にポーションとかだと通常ダメージの減少分だけが回復するっていう仕組みかも──はいこんな考えはあの視線から逃れたいがための現実逃避です。

「……学校に来ないで何をしてるのかと思えば……こんな、女の子の服を脱がすゲームをやってるなんて。信じられないわ」

　非難するような視線は外さないまま。どこか呟つぶやくように、彼女は言った。

　ＥＬＯに自分が費やしてきた、時間。想おもい。喜び。苦労。達成感。その全てが『女の子の服を脱がすゲーム』の一言でまとめられたことが、いささか不愉快だった。

「そんなの俺の勝手だろ。だいたい──」

　会ったことも見たことも言葉を交わしたこともない、ただ名前を知っているだけの間柄の、同い年の女子を何と呼べばいいのか。数瞬迷って、

「……守もり崎さきだって、ゲームやってるからここにいるんじゃねえか」

「ほ、本名で呼ばないで。マナーでしょ。キャラネーム使いなさいよ」
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　最初にマナー違反したのはお前なんですけどォ!?

　彼女はそれから軽く視線を彷徨さまよわせるようにしつつ、

「私は……勉強の合間のちょっとした息抜きよ。ＧＰＳは破廉恥でも不道徳でもない、真面目なゲームだもの」

「序盤までしかやんなかったけど、ＧＰＳが勉強の合間の息抜き程度に軽くできるゲームとはとても思えなかったけどな。ガチガチのゲーマーズ・ゲームだろ」

「うっ」

　痛いところをつかれた、というようにセリスが小さく呻うめく。少しだけ溜りゆう飲いんが下がったが、さらに気分的なマウントを取るべく、

（そうだ、ひょっとしたら、今なら……）

　彼女のステータス画面を表示させてみる。ＥＬＯでは、奴隷化エンスレイヴした美少女キャラエネミーは一段階上の詳細な情報を得られるようになる。確証があるわけではなかったが、同じように奴隷化エンスレイヴした相手ならより詳しいステータスが見られるのではないかと思ったのだ。

　予想は正しく、以前は空白だったり文字化けしたりしていた部分がそれなりに表示されるようになっている。セリス・イージスハート。職業は聖護騎士。

「ほー、とても息抜き程度とは思えない総プレイ時間ですなぁ」

「！　待ちなさい。そんなもの見えるわけが──」

「だって実際見えてるから仕方ない。別システムが入ってきたせいで、ステータス画面に載る項目も変わったんだろ……お、スリーサイズもあるぞ。確かＧＰＳはキャラメイクのとき、できるだけ自分自身の数値をそのまま入力して、本当に自分の分身にするのが推奨されるんだったよな。となるとこれも──ふーん、ほぉー」

「っ……それこそマスクデータのはずなのに！」

「でもこれ、盛ってるだろ？　なーんか噓うそ臭い数値だよなぁー」

「う、噓うそなんかつかないわ。確かに少し現状では正確ではない部分があるけど、それは逆で、始めた当初より胸が少し大きくなったせい……あっ」

　自分が何を口走ったか遅れて気付いたらしく、慌てて口を噤つぐむ。頰には僅かな朱。

　なるほど……曲がったことが許せないタイプ、と。あと意外に粗そ忽こつ。

　彼女に対する評価ノートを頭の中で更新しながら、さらに気になっていたことを聞く。

「それから、なんだこのスキル構成。各種対人武器スキルに、鎧よろい通どおし、剣撃対応、槍撃対応、斧撃対応、弓撃対応、武器強奪、逃亡阻止、交渉術、威圧、その他もろもろ──なんかヒトとの戦いしか考えてないっつーか……お前、ひょっとして強盗団の頭カシラか何か？」

「そ、そんなわけないでしょう。私はただの騎士よ。スキルは……事情があって、というか、趣味みたいなもの。ＧＰＳには厳密にはＰＫプレイヤーキルはないけど、他のプレイヤーやＮＰＣと戦わなくちゃいけない場面だってある。どうこう言われる筋合いはないわ」

　そりゃまぁそうだ。そして俺が意外にあっさり勝てた理由はこのあたりにあるのかもしれない。あまりモンスター戦闘自体をしてこなかった、みたいな。大人しい顔して対人戦ＰＶＰ専とは、人を襲って勉強のストレス解消してるみたいなサイコパス展開があったりするんじゃ……そう考えるとなんだか怖ぇぞ。

　まあいい、趣味は人それぞれだ。

　この際、俺が最も個人的に興味があることもついでに調べておこう。あれやこれやステータス画面を弄いじって、奴隷化エンスレイヴした彼女に対する特別な鑑賞・干渉方法が何かないかと探る。ＥＬＯとＧＰＳの形式が混じっているうえに、この合一ユニオン独自の表示かと思われるものもあり、けっして簡単なことではなかった。

　ひとしきりああでもないこうでもないと首を捻ひねって出た結論は、

「うーむ。やっぱりパンツは脱がせられないのか……」

「っ！　君は、どこまで！」

　俺の呟つぶやきを聞いたセリスは、また頰に軽く朱を浮かせつつ、ワナワナとこちらを糾弾する眉の形を作った。ＨＰが残っていれば即座に剣を構えて攻めかかってきていたに違いない。

　こっちにも事情があるのだが、俺も確信があって動いているわけでもないし、説明が面倒臭い。言い訳して好感度を上げようとするのは焼け石に水だと思えた。

　むしろ俺が考えていたのは、さらに彼女からの好感度を下げかねないことだった。

　パンツは脱げない。ＥＬＯでもＧＰＳでもそんなシステムはないだろうから、あるいは当然のことなのかもしれない。だが唯一、まだ可能性が残っているとすれば──

（《完全奴隷化》した後の……特別鑑賞コマンドだ）

　一日一回しか試みられない《奴隷化エンスレイヴ》を、同個体に対して三回成功させたときの特別な状態。そのときにのみ選択できる最上級の鑑賞モードがある。それは美少女キャラエネミーを倒した場合の、現環境での最高のご褒ほう美びだ。各美少女キャラエネミー固有の、これ以上なく特別でギリギリな姿が見られるモードであり──完全にフィールド外の『鑑賞のみに特化した別空間』で行われる。

　だからこそ許されるのだろう。そこでは、はいてない、ことがあるのだ。明らかに下着が脱げて隣に置かれているのに、しかしどの位置にカメラを動かしてもズレない謎の光や干渉不能オブジェクトで『見えない』というルールだけが厳密に維持されている、職人芸の状況設定が成なされているご褒ほう美び場面。

　それがこの合一ユニオンでどうなるのかはわからないが。仮に、そうすればパンツが外れるのなら。俺のデータを取り戻せる可能性も、ゼロでは──

（……まあでも、こいつを三回奴隷化エンスレイヴするまで俺の命は保つのかって話だな）

　セリスがもし魔眼発火のスキル持ちのモンスターだったら俺は今頃百回は死んでいるだろう。持っていなくてもそろそろ俺の身体からだが燃えてしまいそうな視線ではあるが。

　セリスのステータスを見るのはそこまでにして、話題を変えることにした。

　ここまでのやりとりでわかったことがある。別システムという単語。ＧＰＳとＥＬＯ、二つのゲームの名前。それを当然のように口に出していて、なおかつどちらも疑問を発しなかったということは、

「……お互い、この世界の現状はだいたいわかってる感じっぽいな」

「みたいね。こちらとしてはとんだ迷惑よ」

「迷惑？」

「当然よ、迷惑しているの。そちらではどうだか知らないけれど、さっき君が言った通り、ＧＰＳでは基本的にキャラの性別や体格を自分に合わせる。リアルな自分の分身が騎士ファンタジーの世界で生きるのを楽しむゲームだから」

　セリスはきっとこちらを睨にらみながら、

「つまり……君達が面白半分に服を脱がして、あまつさえ攫さらっていった女の子は、本当に女の子だってこと。いくらゲーム内のアバターとはいえ、いい気持ちのするものではけっしてないわ。本気でＧＰＳの世界に浸っていた真面目なプレイヤーであればあるほど、実際に陵辱されたような気になるでしょう。絶対に許せない……攫さらった女の子を帰しなさい！」

　俺は正直に答えた。




「なにそれ」




　……。

　…………。

　………………。

「し、しらばっくれるのは止めなさい！　ちゃんと目撃情報が──」

「どんな？」

「噂うわさによれば、翼の生えたドラゴンのような──」

「俺がそんなんになれるなら、こないだも今回も、わざわざオークの姿でお前と戦ったりすると思うか？」

「……っ。し、しかし実際に攫さらわれるところを見た人間が」

「じゃあ俺達とは関係ない別件だな。俺はモコから始めてやっとこのノーブルオークになれただけ、仲間はゴブリンナックル一匹だけ、今の拠点は攫さらった女を集めて閉じ込められる魔王城じゃなくて六畳一間くらいの洞窟だけ」

「……」

「モンスター違いですごめんなさい、って詫わびを入れるなら早いほうがいいと思うぞ」

　ぬぐぐ、と擬音がついていそうな視線がその言葉の返答だった。

　それから、ややあって──胸の前で抱いている布をぎゅっと握りしめる。小さく息が吐かれ、剝むき出だしの肩が軽く上下する。

「……まだ確証がないから、そう決断するのは早い気がするわ。でも、情報を共有する必要はあるようね。今までに知った情報の全てを話して。他の一味がいるかいないか、君が噓うそをついているかいないかはそれから判断する」

「俺のほうにメリットはあるのか、それ？」

「罪のない女の子が攫さらわれてるのよ。もし君の話が本当なら、そっちから手伝わせてくださいと言ってくるべきでしょう──いえ」

　首を横に振って、こちらを睨にらみながら、言い直す。

「そっちも女の子を傷つけたがる魔物であることに変わりはなかったわね。こんなふうにした私に謝罪の一つもないのがその証拠」

　別に意識的に謝っていないわけじゃない。謝るべきかどうかすらわからない、というだけだ。

　まあ多分向こうとしてはそりゃ怒るしムカつくよな、というところまでは理解できるが──こんなふうに性犯罪者を見るような目で睨にらみつけられるのは、あまりいい気はしない。

「あのな、別に剝むきたいからってだけで剝むいてるわけじゃねぇぞ。そういうゲームだからっつーか……生きるため、って理由もある。俺達はそうして魔力を補給しなきゃ餓死するんだ」

「そう──なの？」

「そうだよ。で、今の状況での死亡はキャラデリートと一緒だって噂うわさだ。そっちだってわかってるだろ、それくらいは」

　こっちにも事情があるのだということを伝えたかっただけで、その先を言うつもりはなかった。だが勝手に口が動いていた。客観的に見れば、それは格好の悪いあてつけで、上手うまくない皮肉で、無意味な反撃だった。

「ちなみにさっきまでいた俺の仲間はもういない。お前達に殺されたんだと思う。つまりデリートされて、もう二度と会えない──けど、俺も誰かに謝罪はされてないな」

「……」

　セリスは瞳を揺らし、僅かに視線を落とした。

　無言。無言。終わりのない、無言。

　だが彼女の剝むき出だしの白い肩が、端は切ぎれでは隠しきれない太ふと股ももが、見え隠れする膨らみが──俺が先に根負けして口を開くのを、罪悪感という名前でほんの少しだけ後押しした。




「まぁ──いろいろお互い様、だな。ひとまず休戦ってことにするか」

「……そうね」
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- another vision -

place_status_〝隠れ里テンプグリティ・長の社〟




　柱に後ろ手に縛り付けられた状態で、豪華なドレス風の騎士装備に身を包んだ少女がもがいている。その見た目に反し、口調は大仰。

「や、やめい、やめんか！　このわしに対してなんと無礼な！」

　星天騎士。星と太陽、つまりは空の力で理に影響を及ぼす魔法使いキヤスター系の騎士職の一つ。設定上、彼らは少人数のコミュニティの隠れ里を作って暮らしている。特にそのリーダー、他の街では団長にあたる役職の者は、通例としてその隠れ里の首長の役目を兼任し──言わば『姫』のような立場に座るのが常だった。それが彼女だ。

　少人数の里だったこと。長は有事以外基本的に戦闘用装備はつけず、儀礼用のドレスで過ごす決まりだったこと。そして、彼女が魔物好みの若い年齢感と外見をしていたこと。

　それらが現状を生んでいる。

　里からは火の手が上がり、赤い液体がついさっきまで平和だった大通りを塗り潰し、そして彼女は魔物に拘束されている。ドラゴン系の魔物が、わざわざ念動力で縄を用い、彼女を縛っている理由は──ここにいる彼女以外の人間達たちだった。

「姫！」

「姫様を離せっ！」

　最後まで彼女を守って戦っていた仲間、勇敢な三人の男の騎士である。傷つき、こちらはぞんざいに身体からだ全体を縛られている。

　唇を嚙かんだ彼女が星天魔法を行使するべく印を結ぼうとするが、無論、後ろ手に縛られた状況ではそれは不可能。魔物は嘲るように鼻を鳴らし、念動力でさらに別のロープの端を動かした。首を、胸の下を、脇を、股間をくぐらせ──さらに緊密に、縛る。

「あうううっ！」

　豪華なドレス風の騎士装備を卑ひ猥わいに巻き込み、未成熟に思える身体からだが縄の中で軋きしむ。護衛の男達たちが顔色を変えて──あるいは、少しだけ雰囲気を変えて──目を見開く。

　魔物の楽しみはここからだ。だからわざわざ縛っているのだ。

　男達の前で、姫騎士を嬲なぶる。巨大で鋭利な爪でその胸をつつき、縄の隙間の布地を弾はじけさせる。太ふと股ももをその巨大な口で甘あま嚙がみすると、清せい楚そなロングスカートが卑ひ猥わいなスリットへと変貌する。信頼すべき仲間達の視線に、魔物に対する怒りとは別の熱が籠もり始めたのを見て、彼女は悔しそうに身を震わせた。

「や、やめろ……やめてくれ。わしの、こんなところ……見る、な……」

　彼らの中に目を閉じるものはいなかった。

　魔物はさらに楽しそうに、羞恥と絶望に身を撫なでられ続ける彼女の全てをしゃぶり尽くすように、身動きの取れない彼女の身体からだから少しずつ衣服を剝ぎ取り続けた。

　戦いくさ巫み女こじみた印象の露出度の低い衣装だからこそ、反転の背徳がある。秘されていた太ふと股ももはただのなだらかな女の肉。襟元に守られていた胸はただの柔らかな女の肉。神聖性は失われ、全ては女の肉に貶おとしめられる。

　もはや柱に縛られた彼女の身体からだに残るのは、その縄の下に巻き込まれた布部分だけ。

　その縄をずらせば、さらに無防備な、全裸に近しい状況になるのが確定的になっていた。

　そして──魔物がわざと緩慢な動作で、その爪の先を縄に引っかけるべく伸ばして。

「後生じゃ。頼む。やめてくれ、こんなの、わしは、耐えられぬ。恥ずかしすぎて、死にそうじゃ。せめて、あいつらを……」

　もはやその痴態を見つめるだけになっていた男達が、ごくりと揃そろって唾を飲み込んで──

　その瞬間、魔物は振り向きざま極大の威力の火か焰えんを吐き出し、瀕ひん死しだった男達を三人まとめて一息で燃やし尽くした。

「ぎゃあああああああっ！」

　笑う。笑う。魔物は笑う。望み通りに片付けてやったぞと笑う。

「ち、違う、わしは、そんな、ただ、別の場所に、とか、意味──」

　心が折れる音がした。少なくとも魔物と彼女自身はその音のない音を確実に聞いた。

　涙でずるずるの顔のまま、今は部下の誰にも見られていないことに気付いた彼女は、引ひき攣つった愛あい想そ笑わらいでその中身を曝さらけ出だす。

「あのね、ごめんなさい、本当に調子に乗ってました。謝るから、ね、許して……私、こんな姿だけど社会人なの。ストレス解消にやってただけで、こんなのしたいわけじゃなくて、アイテムもお金も全部あげるから──」

　残念ながら、魔物が一番欲しかったのは。

　伸ばした爪の先に残されていた、美味おいしそうな最後の尊厳だった。





[image: †]



place_status_〝ギラヴィッツの森・大樹の広場〟




　わだかまりがあろうとも、有意義で貴重な機会だ、と思っていることだけはお互い同じようだった。

　俺はその場に座り込み、半裸のセリスは後ろにあった木の陰に半ば身を隠した状態で、情報の共有を行う。

　セリスの口から語られたのは、ＧＰＳプレイヤー視点での、この現状に対する認識。

　立場が違う、別のゲームのプレイヤーからの見方というだけでそれはなかなかに新鮮だった。向こうからしてみれば、突然自分達の世界に女の子の服を剝ぐ見たこともない変態モンスターが現れた、ということなのだから。最初はずいぶんと混乱したらしいが、インしていたメンバーを集めて騎士団活動を開始、今は治安維持を最優先に動いている。何体かは倒したものの、噂うわさのもっとも凶悪なモンスター、女の子を攫さらうやつはまだ捜索中──と。

　いろいろ思うところがないでもなかったが、向こうの状況はそれでなんとなくわかった。ギブ＆テイク、代わりにこちらもＥＬＯ側からの視点を説明してやる。何が起こったか。どう思い、どう動いたか。最初の出会いについても触れざるをえなかった。

「そもそもがＮＰＣの美少女キャラエネミーと戦うＭＭＯだから、話すまで中身がプレイヤーであることすら気付かなかった……ね」

「ほ、ホントだぞ、マジでな」

　逆に怪しくなるフォローをしてしまったが、木陰から顔だけを覗のぞかせている彼女は、別にこちらにジト目を向けてきていたりはしなかった。人を信じやすいタチなのか、素直に納得しているようだ。だからと言って許してくれたわけではないだろうが。

「というか、お前とこっちの事情で一番違うなと思ったのは、人数……だな。どうも、この世界にいるＥＬＯ側プレイヤーの人数はそもそもそっちと比べて少ない気がする」

「根拠は？」

「俺は今までそれなりに素材集めとかしてフィールドを動き回ってた。なのに出会ったのは一人、仲間が会ったのも二人だけらしい。まあ別の場所に固まってるっていう可能性もあるけど……そもそものプレイ人数が違うからな。大ヒット作のＧＰＳと比べたらＥＬＯはどマイナーだ。『あの瞬間にプレイ中だったキャラ数』だけを比較してもとんでもない差になるぞ」

「だから、女の子を攫さらう別モンスターの心当たりはない……と言いたいわけね」

「言いたいわけだ」

　そこは素直に頷うなずいておく。

「同じＥＬＯプレイヤーだとしても、そいつは俺とは真逆の立ち位置だぞ。さっき言った通り、俺は最弱モンスターからのスタートだったからな。自分の状態を確かめたり足場を固めたりするのを重視した。わざわざ女キャラを捜しに行って戦うのは最初から魔力や戦力に余裕がある奴だけだ」

　さすがにこれには半眼で言葉が返ってきた。

「君だって私を奇襲してきたけど？」

「あ、あれはお前のほうから森に来たんだろ！　自衛行動的なアレだ！　ていうかそんときに死んだらログアウトでキャラデリって知ってたら絶対仕掛けなかったっつーの。リスクとリターンがあってなさすぎた」

　そう、あのときと今では、着実に状況が変わっている。

　ただの好奇心で動いていた当初とは違い、今はとりあえず『キャラデリートという最悪の結末を回避する』というのが最優先の目標として生まれている。なぜか俺だけ最弱モンスターに巻き戻されてアイテムもなくなっているのだから、それほど気にする必要もないのではと言われそうだが──

　俺はちらりとセリスのほうに視線を向けた。彼女が身を隠している木ごと透視するような気分で、その下半身にある下着の存在を意識する。

　──取り戻せる可能性があるのなら、やはり諦めるわけにはいかない。

　いろいろ教えてくれたダクバには感謝しなくてはならないが、もう礼を言うことはできない。少しだけ哀かなしい気分になった。世界が元に戻ったとしても、デリートされたキャラデータが巻き戻されるという保証はない。いや、そもそも元に戻るのか？　運営は何をしている？　この状況の意図は？　その疑問だけはそのままだ。

「そうだ……俺は生き残るのが一番の目的だ。女の子を襲わなくてもアイテムとかで魔力補給できればそれでいい」

「そんなアイテム持ってるの？」

「今は持ってないけど。方向性の話だよ。ただ何にしても、運営から何かの反応があるか、それともあの謎のメッセージが解かれてこの状況が終わるかしない限りは、絶対に死ねない──つまりログアウトはできないな」

　俺は決意を示すように、モコと比べれば遙はるかに人間らしくなったノーブルオークの拳をぐっと握りしめた。

「だが俺は連続プレイ記録には自信があるぞ。引きこもりを舐なめるな……！　今回は記録更新を狙えそうだぜ。二十四時間を超えたあたりから脳内物質がドバドバと出まくって、逆にプレイを止めたくなくなるあの境地……あれを維持し続けられれば──！」

　なんてカッコイイ駄目人間の台詞せりふなんだ、と言ってて自分で自分が怖ろしくなる。だがセリスの視線は凄すさまじく冷ややかだった。

「──君は馬鹿なの？」

「む。はいはい、どうせ俺は学校も行かずにゲームばかりしてる馬鹿者で──」

「そういうことじゃなくて。ログアウトはできないけれど、無理に連続プレイはし続けなくてもいいでしょう」

　どういう意味だろう、と俺が首を傾かしげると、

「まさか……知らないの？　ログインしたままの休憩リポーズモードはこの状況でも効くわよ」

「マジか」

　ＳＰＲスプリは完全没入型のＶＲマシンだが、もちろん現実のことを全て忘れられるわけではない。プレイしているのが人間である以上、空腹や排はい泄せつ、その他トラブルが必ずプレイ中に起こりうる──そのためにゲームはゲームとして起動させたまま、ＶＲゴーグルだけ一時的に外して離脱できるモードが用意されているのが常だった。ＥＬＯでもそのシステムはあったし、ＧＰＳにもおそらくあっただろう。では、この合一世界では……？

「そりゃそうだ、そりゃそうだよな。それはどっちかって言えばハード側の安全装置だ。ないほうがおかしい。必死にやりすぎて忘れてた！」

「もう一度言うけど、君は馬鹿なの？　みんながみんな飲まず喰くわずでここまでプレイし続けたって思ってたわけじゃないでしょう」

　本気で呆あきれたようなセリスの声と視線。しかし俺は彼女に反論する余裕もなかった。問題は彼女の口にした単語だった。

　銃を撃ち手しゆ榴りゆう弾だんを投げ、夢中で戦う戦場の兵士。必死に敵を追い払ったあとで、仲間の「ところでお前、腹大丈夫か」みたいな台詞せりふを聞いて初めて自分が撃たれていたことに気付き、今まで感じていなかった激痛に襲われてそこであっさりバタリと倒れて死ぬ──みたいな話。

「……ヤベェ俺ちょっと、アレだ。腹減ってきたしやることもある。行ってくる」

「!?　あ、ちょっと、待ちなさい！　君、何考えてっ──」

　思い出してしまった生理的欲求はもう止まらない。

　俺は素早くその場で休憩リポーズモードを選択し、ＶＲヘッドセットを外した。
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　軽い目眩めまいのような感覚で、現実感が引き戻される。視界には見慣れた自分の部屋。

　源げん斗とはゲーム用の座椅子の上に身を起こし、ふう、と一つ息を吐いた。

　すべきことを頭の中で考える。栄養補給。食事の時間ではないが、何か台所に食べ物ぐらいあるだろう。いろいろあったから顔も洗って思考をすっきりさせておきたい。それから部屋に戻ってネットをしよう。あの特殊な状況、コミュニティで噂うわさになっていたりはしないのだろうか。それを確かめたい。いや、それよりも、何よりもまず──行くべきところがある。

　源斗は慎重に、しかし大胆な素早さで椅子から下りて立ち上がった。

　先程ゲーム内で決意したのと似たような動作で、拳を握りしめ。

　真剣な面持ちで歩き始める。

　焦あせらず、騒がず、しかし急げ。そうしなくては──




　──漏れる。
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　水属性の溜ため技を決めて気分をすっきりさせれば、次は空腹感の処理だ。

　源斗は台所に向かい、立ったまま野菜ジュースとバナナで栄養補給を行った。完全に駄目人間のガソリン補給だが、いつものことだ。今更変えられるものでもない。

　食生活も──生き方も。

　何か事件があったわけでもない。理由や契機があったわけでもない。ただ自然に、当然のような流れとして、それ以外考えられないほどの何かの末路として、源斗はいつのまにかこうなっていた、というだけだ。

　今は外出している家族も、それを理解しているから──基本的には、何も言わない。

　甘やかされているのはわかっている。申し訳ないとも思う。

　それでも、理由なくこうなっているのだから、自分でもどうやったらまともになれるかなんてわからないのだ。だから自分にできることを精一杯やろうとして、それがたまたまゲームというものに合致してしまって、その結果としてこうなっている。

　さらに戸棚を探ってトドメのカロリーメイトを発見。それを齧かじりながら部屋に戻り、パソコンの前に座る。調べるのは勿もち論ろん、あのゲームの現状についてだ。

　ＥＬＯ公式、ゲーム系掲示板、ＳＮＳ……思いつく限りの場所で検索窓を有効活用し、情報を集めていく。すぐにわかったことは、

「みんなはあれに気付いていない……のか……？」

　代わりに、ＥＬＯとＧＰＳ二つのゲームで大規模ログイン障害が起きている、というニュースがそこかしこで取り上げられていた。入れない。入れない。運営はクソ。詫わびアイテム配れ──それらの声があまりにも大きすぎ、他の真実は搔かき消きえている状況だ。すなわち、『プレイしてたらバグってなんか変なことになってた。ログアウトしたらキャラが消えたファック』などという発言もゼロではないが、それはただの流言飛語の類として扱われているようだ。勿もち論ろん当人は真実だと主張し証拠も見せようとしているものの──どうやら、あのゲーム内で撮ったスクショ、あるいは他のアプリを経由した映像データは外には持ち出せない形式になっているらしい。だから一発で証明できる証拠がなかなか他者に示せず、真実が広がらない。源げん斗とと同じ休憩リポーズモード中のプレイヤーが擁護の声を飛ばしているのも見たが、証拠がないのは同じ。

「『あの瞬間』にＥＬＯとＧＰＳをプレイしてた、しかも一部の鯖さばにいた奴ら……だけが、あの合一した世界に取り残されたっぽいな」

　それは全体からしてみればほんの一部だ。絶対数が少なすぎ、わかりやすいログイン障害というニュースには太刀打ちできていない──

　しかし、ずっとこのままというわけではないだろう。誤情報や面白がってのデマではなく、それは実際に起こっていることなのだ。今は時間が足りていないだけで、徐々にあのおかしな世界の現状もネットで拡散されていくはず。それはいつで、そのとき何が起こるのか──

『お前ら相手に顔真っ赤にしててもラチあかねー。運営に突トツるわ』との書き込みを見て、源斗はもう一度ＥＬＯ公式ページへと飛んだ。

　でんと目につく『ログイン障害に対するお詫わび』の文字。現在復旧中で云うん々ぬん。たいへんご迷惑をおかけして云うん々ぬん……とテンプレ文が並んでいるだけで、それ以上の情報はない。一部の別ゲーム同士のプレイヤー達が同じフィールドにいる不具合が、などという意味不明な報告も出ていない。

　気付いていないのか。そのふりをしているのか。意図したものか、それとも事故か？

　謎はやはり謎のままだ。

　源斗はダメ元で現状をまとめ、フォームからメールした。こんなものは無視されてもおかしくないし、ネトゲの問い合わせなんてレスポンスが数日とか数週間かかるのなんてザラだ。返事がきても現在調査中です、の一言でお茶を濁されてはどうしようもない。期待などできなかった。意を決して運営会社『アクアトロン』窓口に電話もしてみたが、混み合っているらしく繫つながらない。問い合わせ殺到か、それとも逃げているのか？　それもわからない。とりあえず源げん斗ととしては家族＋コンビニ店員以外と喋しやべる必要性が失われて少しほっとした。

「うーん……」

　いろいろ調べてみたが、成果は芳かんばしくない。休憩リポーズモードでリアルと繫つながれるとわかっていたのならば、どうしてセリスはさっき外の状況について説明しなかったんだろう、と台所でバナナを貪り食いながら源斗は思っていたが──答えがわかった。外の事情をあの中で説明しても意味がなかったからだ。

　つまり──状況は変わらない。運営が何らかのアクションを起こすか、あるいはあの世界自体がどうにかなるまで、自分達はキャラデリと紙一重の危険な状況を生き延び続けるしかない。耐え続けるしかない。

「マジかよ……」

　源斗は溜ため息いきをついてから、ぐでーんとパソコンチェアの背もたれに身を預けた。ストレッチがてら、さらに仰のけ反ぞる。そこで部屋の壁掛け時計が目に入った。その針が──自分が休憩リポーズモードに入ってから三十分ほどが経たったのを示している。一時間ぐらいまでならば大丈夫なはずだが、あまり長く放置していると自動ログアウト処理される可能性があった。そして休憩リポーズモード中は操作キャラクター自体は睡眠のような形でゲームに残っているので、その最中に攻撃や窃盗に遭う可能性もゼロではない。安全な拠点で休憩リポーズしたわけでもないし、そろそろ戻ったほうが──と考えたところで。

「……安全？」

　目を瞬しばたたかせた。

　源斗はそこでようやく思い出したのだ。完全に手遅れな状態で、気付いてしまったのだ。

　自分がどこで休憩リポーズモードに入ったのかを。

　それは見知らぬフィールドとも言えたし、森の中の広場とも、一本の木の前とも言えたが、より正しくその場所を言い表す言葉は一つしかなかった。




　自分に恨みを持っている女騎士の目の前、だ。
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place_status_〝ギラヴィッツの森・大樹の広場〟




「君は馬鹿なの？」

　慌ててその世界に戻った俺を出迎えてくれたのは、そんな冷え冷えとした視線と言葉だった。いやあゾクゾクするね。したね。二重の意味で。

「おお……俺、生きてる……！」

　体力は満タン。姿はノーブルオークのまま。インベントリに入れていた、なけなしのアイテムも今まで通り。

　セリスはむっつりとした顔で、

「私、舐なめられてるのかしら。休憩モードの寝てる間に殺されても文句は言えない場面だったと思うんだけど」

　彼女はもう木陰に隠れてはいなかった。俺がいない間に端は切ぎれを組み合わせて作ったのだろう、服っぽいと言えなくもない布でかろうじて大事な部分を隠している。壊れた鎧よろいも同時に再利用しているので、つまり全体的にはその姿はワイルドなビキニの水着アーマーといった感じでまたある意味扇情的ではあったが……黙っておこう。

　ともあれ、彼女の言う通りだ。寝ている間に殺されていたら、蘇そ生せいの利きかない今は強制ログアウト、つまりはデリートされていたところだ。不用心にも程がある動きだった。

「お、おう。だから気付いて、慌てて戻ったんだけど。その……見逃してくれたっつーか、俺のキャラ見てくれてた、って感じだよな……ありがとう。なんでだ？」

　頭を搔かきながら、おそるおそる聞いてみる。

　彼女は口をもごもごとさせながら、なぜか困ったように視線を逸そらした。

「そ、それは……いくらなんでも寝てる相手を不意打ちで、とかは正義の騎士っぽくないし……それに、やっぱり、君には借りがあるような気が──」

「？」

「──なんでもないわ。気まぐれよ、気まぐれ！」

　ごにょごにょしていたかと思えば一人でぷんすか。よくわからない。

　ただ、彼女がいい人間なのはわかった。本当にいくらでもこの首を斬り落とすチャンスはあったはずだからだ。

「で──どうするの」

「何が？」

「話の途中だったでしょう！　女の子達を襲っている、君以外のモンスターの話！」

「いや、終わってなかったか？　俺は関係ない、心当たりはない、俺の目的はとりあえず生きることだけ。以上だ」

　まあ、かつての自分の力アイテムを取り戻したい、というのも大きな目的ではあるが。その鍵となりそうなものは……

　じーっとセリスの下半身を見つめる。あの短いスカートの奥にあるもの。いつかもう一度じっくりと確かめてみなければなるまい。そして隙あらば完全奴隷化を。

　彼女は半眼で、自分の腰にある剣の柄の上で右手をわきわきさせ始めた。

「……とてもそうは思えない目なんだけど。さっき寝首を搔かかなかったことをいきなり後悔するような展開にはさせてほしくないわね」

　おっと、まずいまずい。さりげなく視線を安全地帯にエスケープ。

「わかってないみたいだから一つ言っておくわ。そいつがやっていることは見過ごせない非道よ。私達セイフウィンドの騎士団はけっして諦めない。それに──そいつの被害があまりにも大きいから、そいつが魔王みたいな立場だと考えて、倒せば『魔の証あかし』が手に入るんじゃないかと推測している人間もいるわ」

「『ユニオンは為なせり。魔の証あかしを神に示せ。さすれば世界は元の姿を取り戻す』──ってメッセージのアレか。まあ可能性としてはなくもない……か？」

　たとえば、だ。俺がいきなり全てのアイテムをなくしてモコになったのとは全く逆に、合一ユニオンに合わせて超パワーアップし、なぜかインベントリに『魔の証あかし』みたいな謎のアイテムが入ってる……みたいなヤツが、ひょっとしたらいるかもしれない。妄想レベルの話だが、否定はできない。

「その二つの理由から、団長は成果がなければ成果が出るまで討伐の試みを繰り返すでしょう。可能な限り戦力を増強させながら、ね」

「む。だんだん本気になってくる、みたいな話か」

「今でも本気だけど、そうね。今の私達にできることは、手がかりが見つかるまでひたすらに似たような破廉恥なモンスターを探して狩り続けるしかない。他に手がないもの──わかる？　そいつの放置を続ければ続けるほど、君が巻き添えを食う危険性だって高くなっていくのよ。人海戦術の山狩りから、君はどれくらい逃げ続けられるの？」

　なるほど、と俺は腕を組む。

　言われてみればもっともだ。話に聞く騎士団とやらの在り方を考えてみてもそうだし、それ以前にも、

「ＥＬＯでも、狭い範囲の街にいる美少女キャラエネミーばっかりを狙い続けたりして派手にやると、そこから治安部隊が送り込まれて大変なことになったりするからな。それと同じか」

　相手が美少女キャラエネミーでも、加減を知らない乱獲剝きは自分達の首を絞めるだけ。ましてやそれが本物のプレイヤーなら、という話だな。多分。

「ゲーム基準で納得するのもそれはそれでどうかと思うけど」

　ともあれ、そうなると──だ。

　考え方を百八十度変えなくてはならない。

　俺は自分でもわりと効こう率りつ厨ちゆうなほうだと自覚している。そのうえで、可能な限りゲームとしての楽しみがなくなるようなことはしないというポリシーも持ってはいるが。

　俺のすべきこと。俺のできること。それは何か。最も効果的な動きは何だ？

　結論はすぐに出る。

「俺が今後もできるだけ安全に魔力を稼いで、無事に生き残るためには──やっぱ、その迷惑なやりすぎモンスターには退場してもらわなくちゃならんな」

　セリスが何かを問いたげな目を見せてくる。俺は先んじて頷うなずき、

「いやまあ、その将来的な魔力補給の方法がどうなるかは正直わからん。アイテムとかでどうにかなるかもしれないし、やっぱり俺も誰かから取らなくちゃ足りなくなるのかもしれない。そうなったときの立場は絶対的に歩み寄れないだろうからともかくとして、だ。その手前までなら俺達は協力できるはずだ」

　しなくてはならない、とも言える。効率のために。俺一人で動いては確実に手数も情報も足りない。ただ俺が騎士団側を手伝えば、向こうはスムーズにそいつを排除できる可能性が高まって──間接的に、俺の周りには平穏が訪れる、かもしれない。

「んで、仮にそいつが本当に魔の証あかしを持ってるんなら、それはこのクソややこしい状況を一気に終えられるかもしれないってことだ。元の平和なＥＬＯに戻れるのは願ったり叶かなったりだね。その意味でも俺にはメリットがある」

「君はいいの？　仲間でしょう」

「違う。同じゲーム出身者ってだけだ。そもそも元のＥＬＯにも対人ＰＶＰ要素はあった。モンスターだからな、そういう無秩序な争いも楽しみの一つだったんだよ」

　たとえば、海岸エリアに特定時刻に一体だけ湧く女神系の美少女キャラエネミーがいた。まず貝が現れ、その後しばらく経たってから『ヴィーナスの誕生』的に貝からパカッと出てくる感じで、通称は『ホタテ』。人気が高いわりに出現頻度がレアだったためプレイヤーが実装当初から殺到し、いつしか「貝がスポーンしたらその周りの海岸で挑戦権をかけたバトルロイヤル」「貝が開いたときに立っていた奴らがパーティを組んで挑戦権を得る」みたいな暗黙のルールができていた。

「しかしその風潮に待ったをかけたのがこの俺。超遠距離からただ一発だけ全リソースを費やした攻撃を撃てるスナイプ系のモンスターになってだな、みんなが戦ってるのをよそに貝の蓋が開いた瞬間に狙撃して一人で倒したんだ。あれは気分がよかった……そのあと『この鑑賞モードの光の壁の向こうでは奴らが歯は軋ぎしりしてるんだろうな』って思いながら彼女の敏感な貝柱を一人でガン見するのも気分がよかった……まあそのせいでそれから当分『密猟者』って渾あだ名なで呼ばれるようになったんだが」

「…………」

　ヤベェ気付けば凄すごい目でセリスに見られてた。なんと生温かくなんと無感情。興味の一欠片かけらもないことだけは伝わってくる。デート中、自分には理解できない趣味の自慢話を全力で語る男を見るとき、女はこんな目になるのかもしれない──いやもちろん想像だけど。

　やれやれといった調子で彼女は溜ため息いきを一つ、

「話を戻すと。協力、ね……それを採用するかどうか判断する前に聞かせて。君は私達にどんな協力ができるの？」

「そうだな……」

　少し考えて、

「──やっぱり『知識』が一番大きいだろ。その魔物の見た目や使ってきたスキルがわかれば当然、俺にはそれがどんな名前のどんな性質を持ったモンスターなのかがわかる。弱点や得意技もな。もし見た時期によって姿が微妙にでも変わってたのなら、それは進化したってことで、つまり必要な素材を集めたのを意味する。素材がある場所はある程度絞られるから──そいつがよく出没する生息域、みたいなものが絞り込めるかもしれない」

「ふぅん……？」

　顎に手を当ててセリスは考え込んだ。

　あえて自分からは言わなかったが、お前は幸運だぞ、と思う。こう断言できるのは、ＥＬＯがマゾゲーである根幹、複雑怪奇な進化パターンや全モンスターのリストが全部頭に入ってる俺だからこそだ。……休憩リポーズモードで外に出てネットで調べればいい？　どんなwikiよりも俺の頭の中のほうがまとまっている自負はある。そもそもこんなマイナーなＢ級ゲーに、画像とかまで全て網羅された質のいいwikiなんかあるはずないだろ。

　頭の中で何かの結論に至ったのか、うん、とセリスが頷うなずいた。その拍子にほどよい形と大きさのビキニ的胸が震えて俺を癒いやした。

「いいわ……セイフウィンド騎士団としてではなく、セリス・イージスハート個人として、私は君に協力を要請する。見返りは──当面の間、君を討伐はしない、という形でいいかしら」

「お前のお仲間が襲いかかってきたりするんじゃねぇの」

「表立ってはできないかもしれないけど、そうならないようにそれとなく手は尽くすわ」

「ホントかなぁ……かかってるのは俺の命だぜ」

　肩を竦すくめて思わず呟つぶやいてしまう。と──

　彼女は、まっすぐに、こちらの顔を見ながら言った。

「信じられない？　なら……守もり崎さき瀬せ理り子こ個人として、と言い換えてもいいわ」

　騎士団としての立場からしてみれば、これは裏取引のようなことだろうに。

　その目に迷いはなかった。

　きらきらと、正しいと信じる意志の光が輝いているように思えた。

「……」

　俺は、彼女に抱いていたイメージを改めるしかなかった。

　正義を信じ、遂行する。そこに重きを見み出いだし、不名誉を恥じる。彼女はそんないかにもな女騎士だと思っていたが、盲目的な女騎士ではなかった。

　たとえば──主君の命令だからといって、罪もない村人を虐殺するような騎士ではない。本当に正しいことが何かを知っていて、主君に刃向かって自分が死ねるタイプの騎士だ。

　ああ、それは本当に綺き麗れいで──俺とは違う、生き物だ。

「……わかったよ。とりあえず信じる」

　それ以外に何が言える？　眩まぶしい光に照らされるモンスターには。

「そう。ありがとう」

　彼女は少しだけ頰を緩めた。初めて見たかもしれない、彼女の笑み。

　しかしそれは一瞬。すぐ真顔に戻って、

「必要な情報は何？　調べてくるわ」

「お前が教えてくれるんじゃないのか？」

「騎士全員が情報を共有してるわけじゃないもの。それぞれが得た情報は街の中──騎士団本拠の書庫に、書物の形でまとめて保管されてる。逆に言うとそこにしかない」

「んー、何が必要な情報か、って口で言うのは難しいな。状況によって逐一欲しいものは変わるし……しいて言うなら全部だ」

「全部は無理。書物は騎士団の所有物で、持ち出せない。覚えるか書き写すしかないわ。そして全部を書き写すのはとても時間がかかる……不審に思われたらやりにくくなる」

「おい、そっちのゲームってまさか文章データを瞬間的にコピペできないのかよ」

「書物形式で保存されてるのはね。『書き写す』コマンドで時間が消費されるわ」

「め、面倒くせぇ……！」

「そこがいいのよ。中世っぽいでしょう」

　やはりゲーム的にはマジでわかりあえない大きな溝があるな。

　ともあれ、そうなると問題だ。

「仕方ないから我慢して。やっぱり必要な情報だけを──」

「それじゃ意味ないんだって。本当に知りたい情報が足りなかったりしたら無意味だぞ。角が生えてるか生えてないかだけで必要進化アイテムが十個くらい変わってたりするんだからな」

　効こう率りつ厨ちゆうとしては時間や労力の浪費は絶対に避けたいところだ。特にその中にゲーム体験的な面白さが含まれていないのだとすれば余計に。

　いや──だとすると。新しい体験をしつつ、間違いなく事態の解決に動く方策は──ふむ。

「逆転の発想。俺も街に行こう」

「君は馬鹿なの？　生きるのを諦めた？」

「ストレートに人をディスるな。勿もち論ろん、このノーブルオークの姿は捨てる。街に入っても目立たない感じのモンスターに変化するさ。まあお前にフォローをしてもらう必要はあるだろうけど。で、実際にその騎士団の書庫に俺が行って情報を読めば全部解決だ」

　セリスはすぐに首を横に振った。

「──それは駄目よ。駄目。君が見つかるリスクもあるし……悪いけど、まだそこまで君を信用はできない」

「むっ」

「セイフウィンドの街にいるのは、騎士のような戦闘職のプレイヤーだけじゃない。装備やアイテムを作って生計を立てている市民職シチズンの子達もいる」

　あー、そう言えばＧＰＳにはそっちの楽しみ方もあったか。バトル関係のスキルは最低限にし、素材を集めて物品をクラフト、店をやったりして金を稼いで純粋にファンタジー生活をロールプレイする──そんなプレイスタイルだ。

「信じられないなら、そもそも協力できるのかって話になるが」

「リスクの問題よ。君を信じて私が死ぬぶんにはいい。でも、無関係な子が私のせいで死ぬのはさすがに見過ごせないってこと。その可能性があること自体が嫌なの」

　セリスの目に迷いはなかった。

　くっ、二回も剝むいたのがやはり俺の印象を悪くしているのではなかろうか。俺＝女子を剝むく奴、と彼女は根本で認識してるのだろう。違うとは言わないけど。

　しかし──何度考えても、最も合理的で実現可能な手は、俺自らがそこに行くということしかないのだ。なんとか説得というか、彼女の気を変えさせたいものだが──

　そこで俺はふと気付いた。というか思い出した。

　彼女の首に今もある、首輪のような装飾品の意味を。

　奴隷化エンスレイヴ。倒した美少女キャラエネミーを一時的に連れ歩け、「素材集め」「戦闘参加」「追加鑑賞」などの特殊命令を決まった数だけ実行できる状態。何もしない場合の持続時間はゲーム内時間で一日。同じエネミーをまた倒したとしても、奴隷化エンスレイヴの挑戦は一日一回しか実行できない。ただし別の日などにまた実行した結果、奴隷化エンスレイヴを同種のエネミーに三回成功できたなら、完全奴隷化フルエンスレイヴという特別な状態になってさらに上級の命令を繰り出すことができる──

　とまあつまり、そんな状態に今の彼女はなっているわけで。この状況でＧＰＳプレイヤーにできる奴隷化エンスレイヴの命令ってどんなふうになってるのかなあ、興味がありますなあ、とコマンド階層を呼び出してみる。いつもの「素材集め」などの項目に加えて、見慣れないものが一つ──「自由命令」。さらにその下の階層には意味深な空白があった。何か文章を打ち込め、とあからさまに誘導されているような。

「えー、マジで？　そんなんアリなの？」

　独り言が漏れる。セリスの怪け訝げんな目を受けつつ、試しに入力してみた。日和ひよっては仕方がないが、きっとあまり詳細に指示しすぎてもシステムが認識しない気がする。となると──

「……『セイフウィンド騎士団の書庫まで案内すること』、とかでどうだ？」

「ちょっと待って、君は何を──」

　彼女の言葉を止めたのは、唐突に光り始めたその首輪の輝きだった。そこで初めて彼女は首輪の存在に気付いたらしく（まあ鏡でもなければ死角だ）、慌てた様子で自分の喉のあたりをぺたぺた触る。しかしそれが何かの影響を及ぼすはずもなく、首輪の光が消えるにはただ時間だけを必要とした。

　その後に残ったのは、もちろん、じっとりねっとりとした糾弾の視線。

「今のは──なに？」

「あー……おほん。今のは、ええと、だな。俺もホントに実行されると思ってやったわけじゃないんだが、なんつーか。とりあえず奴隷化エンスレイヴのシステムについて言いますと……」

　言葉を続けるたびに、彼女の頰と眉がデンジャラスな気配を醸かもし出だしてくる。誤魔化せる様子ではなく、全てを説明するしかなかった。

「で──今、素材を集めに行かせるようなノリで、騎士団への案内を入力してみたというわけ？　ふざけてるわ。言った通り、そんなリスクある行為は認められない。私は断固拒否する──ん、あっ……あはあっ!?」

「ど、どうしたっ？」

　憤慨のこもった言葉の途中、急に彼女は息を荒らげてその場にぺたんと腰を下ろした。上気した頰。震える肩。どこか艶なまめかしい吐息が口から漏れている。

「わ……わからない。何か、身体からだが急に、熱く、なって……」

　特殊なステータス異常か？　俺はセリスのステータス画面を開いて状態を確かめてみる。それによると──ステータス異常の欄に、見慣れぬ『不服従ノンコンプライアンス』の文字。そしてぱっと見でわかる異常が他の部分にも。

「あー、言いづらいが……お前、ＨＰとか以外の基礎ステータス……力ＳＴＲとかだけど、全部一桁になってるぞ」

「なっ。何よそれ、基礎数値が半減する『呪い』よりさらに強い、異常……ん、くっ、ふあっ？」

「おい、大丈夫か？」

「近寄らないで、平気だから！　何か、肌が敏感、というか……風が当たるだけで、んっ……こんな服だから、余計に……」

　座ったままもじもじ太ふと股ももを擦り合わせたりもしている。大事なところは隠しているとはいえ、確かに水着ビキニアーマー状態なので今の露出度は冷静に考えればかなりのものだ。そしてそんな女の子が地面にぺたりと座って、虚うつろな目で息を吐いているというのは……うん。凄すごい。

「何が、どうなって……んああっ？」

「え、ええとだ。状態異常の名前とこれが始まったタイミングからして、さっきの俺の言葉を否定したのがやっぱよくないんじゃないだろうか。一度試しに肯定してみてくれ。噓うそでもいいから」

「っ。噓うそ、なんて、嫌だけど。そんな……『わかったわ、案内する』って言う程度で──」

　そこで彼女は目を瞬しばたたかせた。自分の身体からだをきょとんと見下ろし、

「……治った、気がするわ」

「マジか。おお、ステータス数値も戻ってるな」

　頰が赤いのは今までの残ざん滓しか、それとも痴態を見せてしまったことを恥じてのことか。ともあれ彼女はこちらをきっと睨にらんできて、

「信じられないわ。こんなことまでして。やっぱり君は信用できないモンスター、街の中に入れるなんて絶対にできないって確信んんんんんっ!?」

　こっちにびしりと指を突きつけようとしてきたセリスがその勢いのまま前に崩れた。指を伸ばしたままびくびく震えているので、地面に謎の文様が描かれている……笑ってはいけないのだがちょっと面白い。すまん。

「うーん……やっぱり一度決められた条件は、それが達成されない限り内部的に残り続ける、みたいだな。で、その命令に明らかに違反したりすると、罰として特殊なステータス異常状態になる、と」

　現状で言えば、ステータス数値が激減して……まあ、その、なんか身体からだがビンカンな感じになるというわけだな。

「冷静に、言わないで。何か、打開策はッ？」

「多分、目的に進んでるとシステムに判断されてる限りはステータスの低下は起こらないと思う。使いたい人員を弱くしすぎたら本末転倒だからな。で、今までのＥＬＯのシステムからの推測で言うと……一回の奴隷化エンスレイヴ中にできる命令は一つだけだ。その目的が達成されたら多分奴隷化エンスレイヴ自体が解除される」

　俺は牙を搔かきながら続けた。

　正直、どんな効果が出るかをきちんと考えていたわけではなかった。ＡＩに『いのちだいじに』的なノリで命令を出すように、なんとなくフワッと言うことを聞いてくれるようになったらいいな、ぐらいのものだった。こんなガチ脅迫じみた状況になるとは想定外である。ちょっとは申し訳なく思っている。

「つまりだ。悪いけど、さっきの俺の提案を実行してくれることしかお前のその状態を治す方法はないと思うぞ、うん」

「……」

　世のゲーマーの皆様は、ゲージとか爆弾アイコンとかそういう表示なしに、ただ視線の温度低下だけで誰かの好感度が最低値までぶっ飛んだのを確信したことがあるだろうか？

　俺はある。
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　歩きながら、彼女はぶつぶつと文句を言い続けていた。

「まったく、人を奴隷にして言うことを聞かせるなんて……信じられない。非常識で、不道徳で、変態的だわ……」

「い、一応言っとくけど、ゲームシステムでそうなってるだけだからな！　リアルではそんな欲望ないってことは主張させていただく！　つーか前も言ったけど、本当ならこれは素材集めとか戦闘補助とか、奴隷っつってもさせられることは決まってたんだ。この世界ならではのことだろうけどよ、こんな自由度の高い命令が効くなんて──」

「でも実際入力したのは君よね。面白半分に」

「それについては返す言葉もない」

　セリスは例の水着ビキニアーマー的な装備に加え、道中で拾ったボロ布をマントのように羽織っている。身体からだも首輪も隠せるので一石二鳥だ。

　一方俺は──おお、懐なつかしのモコモコボディよ。というわけで再び最弱モンスター、黒い毛玉のぬいぐるみといった風ふ情ぜいのモコの姿。ノーブルオークの姿を捨てることには若じやつ干かんの抵抗がないでもなかったが、現状選択できるものの中で最も目立たない──体積を小さくできるのは、このウサギサイズのモコしかなかったのである。初期モンスターなので逆にここから必要に応じて何にでもなれる（もちろん持っている素材との兼ね合いはあるが）という利点もあるし、

「どうあれ、絶対におかしな動きはしないで。もし何かあったら、たとえ私の身体からだがどうなろうと絶対に斬るわ」

「──了解」

　この貧弱で無防備な姿であるのは、契約関係に対するせめてもの保証のようなものでもあった。実際、セリスの身体からだにどんなペナルティが生じようとも、このモコの姿なら彼女の剣先が掠かすっただけで死んでしまいかねない。その意味で言えばはなはだ危険ではあったが……彼女は、そんな動きはしないだろうと思えた。

　そんな確信がなければ、彼女の肩の上になど乗ってはいられない。

「……ふん」

　ぷいと視線を逸そらして、彼女はやや歩調を上げる。

「そろそろセイフウィンドの街が見えてくるわ。目立たないようにしていて」

「わかった。じゃあ……こうするか」

「ひゃうっ？　ど、どこに入って!?」

　彼女の首の後ろ、うなじとマントの間に挟まるような位置に移動すると、彼女が素っ頓狂な声を上げた。

「これならある程度は周囲の様子がわかるし、いざとなったら背中の後ろに隠れられる。……胸の側に潜ったほうがよかったか？」

「君は馬鹿なの？」




「おおー。やっぱＥＬＯの街とは違うなあ。骨の櫓やぐらとか生いけ贄にえの祭壇とかない、リアルなファンタジーの街だ……」

「当たり前でしょう。というかあまり騒がないで、見つかるわよ」

「見つかったらとりあえずぬいぐるみのふりでもするよ」

　セイフウィンドの街へ俺達は足を踏み入れていた。彼女の首の後ろからモコッと顔を出し、俺はその珍しい光景を見物。

　きちんと整備された石畳。煉れん瓦がと石材で造られた大小様々の建物。ファンタジーものの映画、あるいはフランスの古い村とかの写真集で見るような、どこか素朴な感じの味わいだ。一般家屋だけではなく店舗もあり、それぞれ特徴的な意匠で示された看板が掲げられている。

　あらかじめセリスから聞いていたところによると、ここはＧＰＳの中では小～中ぐらいの規模に相当する街らしい。王がいる首都や大都市でもなく、さりとて未開の村でもなく。人もそれなりにいるが──人混みで賑にぎやか、というわけでもなく、あくまでそれなりだ。

「元のＧＰＳの街のままならもう少し多いけれど。ここにいるのはあのときログインしていた人達の、さらに一部だけでしょうから」

「にしても、俺達ＥＬＯ側の人口とは比べもんにならないと思うぞ」

　街を歩く人間の種類も多岐に亘わたっていた。セリスのように剣を持つ者がやはり多いが、騎士的な人間だけではない。もっとラフな格好の戦士やレンジャー系の者もいる。そしてセリスの言っていた通り、帯剣していない市民職シチズンの姿もそこかしこにあった。長い帽子の料理人風、鍛冶師風、ただの町民風……。ＥＬＯなら「こんなたくさんの職種の美少女キャラが一箇所に!?　よりどりみどりだぜェー！」と戦闘計画を立てるところだが、今はおそらくその気配を見せただけで俺の命は消えているだろう。

「つーか女が多いな。元からこんなもんか？」

「そもそものＧＰＳのプレイヤー比率は半々くらいだったと思う。でもそうね、現状では女の子のほうが多いかもしれないわ。どうしてかは知らないけど」

　軽く首を動かし、彼女は冷たい横目で俺に釘くぎを刺してきた。

「もし、獲物がよりどりみどりだ、なんてことを考えているのなら──」

「考えてない考えてない」

　話題を逸そらすべく、俺はまた街の人々に目を向け、

「にしてもだ、騎士以外にも戦闘職があるんだな。ＧＰＳは騎士のゲームってイメージが強かったけど」

「確かにメインはそうだけど、騎士だけで全ての役割が賄えるわけじゃないから。自由な傭よう兵へいや冒険者の役割で楽しんでいる人達も多いわよ。私も騎士団に関係のないクエストに出るときは、慣れた人達とパーティを組んでいくことが多いし──」

「まあ、セリスさん！　セリスさんですよね!?」

　油断していたわけではなかった。だから俺達は瞬時にお互いのすべきことをした。セリスは刹那に口を閉ざし、俺は素早く彼女のマントの下に潜り込む。背中に貼り付くような形だ。その脇腹越しに、なんとか前方の様子も見て取れた。

　声をかけてきたのは──素晴らしく大きな女だった。身長でもなく横幅でもなく、もちろん、ＥＬＯのモンスターとして注視が義務づけられている部分がとても大きい。たゆんたゆんと揺れて跳ねて躍っている。背もセリスよりは高く、単体ではともすれば歪いびつにも思えるサイズのその対の宝物を、全体のスタイルの良さできっちりと美女の一特徴として押さえ込んでいた。

　服装。髪型。装備。それらから受ける印象は意外にも清せい楚そだ。華美ではなく露出度も少ないローブ系の服、白系の清廉さが醸かもし出だされる杖つえ──ああ、清せい楚そな外観と悪魔的な中身ボデイとの対比。これは只ただ者ものではないぞ。

　彼女はばゆんばゆんと小走りに近寄って来て、セリスの顔をじっと見つめ、それからようやく安あん堵どしたように笑みを浮かべた。聖母のように温かな笑みだった。

　そして彼女はぐいとセリスの身体からだをその胸に引き寄せ、

「ああ……本当にセリスさんです。よかった！」

「きゃっ。むぐ、そのね、ホーリィ。もう少し力を、その、息が……」

　くそっ、羨ましいぞ。代われ。セリスを苦しめているその質感とか重みとか歪ゆがみをもう少し近くで観察せねばという知的好奇心でセリスの背中から身を乗り出しかけたとき、もう一つ、別の声が聞こえてきた。慌てて元の位置に戻る。

「ホーリィはずっと心配していた。許してやれ、と語るフワワ」

　なんかちっこいのがいる。

　ホーリィと呼ばれた女の横にぬぼーっとした顔で立っているのは、中学生か小学生くらいの背丈のロリ少女。平服に毛が生えた程度の革製の装備を身に着けていて、雰囲気的には一応冒険者風ではあった。

　ホーリィはセリスの顔をその圧力から一旦解放し、顔をくしゃりと歪ゆがませて、

「そうです！　討伐作戦に参加されて、でもセリスさんは戻ってこなかったという話を聞いて……わたくし、セリスさんが、てっきり……！」

「うむり。悪い想像するしかなかったフワワたちの気持ち。わかれ」

　フワワという名前らしいロリ少女はやはりぼんやりとした真顔で言う。

　貼り付いている背中から、何やらギクッシャクッとした雰囲気が伝わってきていた。

「な……なるほど、ね。私と一緒に冒険に出ることが多かった顔見知りの冒険者である貴女あなた達たちは、帰還が遅れた私のことを心配してくれていたの、ね？」

「……？　なんだその説明台詞ぜりふみたいなの、と疑問を浮かべるフワワ」

　俺が下手な動きをしないよう、ちょっとでも現状に対する情報を与えてくれようとしたんだろうが……ヤバイこいつ演技下手だ。先行きが不安だぞ。

「魔物を追っていって行方不明、と聞きましたが。大丈夫だったのですか？」

「ええと。私の力不足で、一旦、囚とらわれの身のようになってたんだけど……なんとか逃げ出して……」

「なるほど。だからそんなセクシーな姿なのか。セリスらしからぬ」

　フワワがじーっとセリスの身体からだを見ていた。明らかに破壊された、脱がされた気配のある鎧よろい。加えて衣服の端は切ぎれをかき集めてなんとか作った水着じみた衣服。

「っ……これは、その……」

　セリスがもじもじと身体からだを揺らす。

　ホーリィが何かを察したように瞳を揺らし、今度はセリスの手を両の掌てのひらで包み込むように摑つかんだ。うるうるした目で、

「剝ぎ取られた気配のある衣服。挙動不審な雰囲気。後ろめたさのある視線──ああ、わかります。わかってしまいました。陵辱……されてしまったのですね……！」

「……」

　これは、直接言葉にしないでもいいじゃない、って感じの無言だな。なんとなくわかる。

「騎士なのに一糸纏まとわぬ姿にされ、誇りと護まもりの全てを剝ぎ取られて！　きっと魔物は、おぞましくも醜悪な、繁殖のことしか考えていないアレやコレやをまさに獣のようにその華きや奢しやな身体からだへとぶつけてきたのでしょう……！　まさに悪魔的所業……憧れます……！」

　ん？　今こいつ何かおかしなこと言わなかったか？

　握ったセリスの手を胸元に引き寄せ、柔らかな谷間でホールド。

　ホーリィはセリスを見つめていた。潤んだような目なのは先程から変わらないが、今はなぜか、ハァハァと呼吸を荒くしているような。

「辛つらい思いをなさったのでしょう。それは一人で抱え込むべきものではありません。聖職者のはしくれとして、お話を伺いたく思います。どうぞ、わたくしにその辛つらい思いの全てを根掘り葉掘り吐き出してください」

「いや、あのね、私は……」

「ああ、勿もち論ろんこのようなところではいけませんね！　誰に何を聞かれるかわかりませんし！　そうですね、それではやはり、快楽と被虐に塗れた精神をリセットするにはあのヒーリングエリアが一番でしょう……つまり」

　クワッ、と一段階顔を近付けて、

「お風呂です！」

「へっ？」

「ナイスアイデア、と同意するフワワ。ホーリィのように歪ゆがんだ趣味はないが、何にしてもセリスは癒いやされるべき。フワワが背中を流す。ふんすふんす」

　左右からセリスはがっしり挟み込まれるような形に。待ってちょっと待って、などというセリスの言葉はごく自然に無視され、強制的に歩かされる。

　これは──やばいぞ！　いろんな意味で！

　俺はその背中で震えているしかなく、そして──
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　街の外れに作られた、露ろ天てん風ぶ呂ろのような場所であった。金を払えば貸し切りにできるシステムらしく、彼女達の他には誰もいない。

「待って、落ち着いて。ええと、ね？　いろいろ準備が──」

「安物ですが、入浴用の水着と替えの服を買っておきました。これをぜひお使いください」

「くっ……」

　そんなこんなで脱衣所まで到達してしまった。ＧＰＳももちろん18禁などではないので、全裸で風ふ呂ろに入るシステムはないようだ。下着（キャラクターの最大無装備状態）の上に専用の水着を装備するようになっているらしい。

　まずい、ホントにまずいぞ。脱出する隙なくここまで来てしまった。いかに愛らしい見た目のモコとはいえ、魔物は魔物。この二人は人間。見つかればただでは済まないだろう。

「遠慮は無用。照れているのか？　と首を傾かしげるフワワ。じゃあ──脱がしてやる」

　わたわたと挙動不審にしているだけだったセリスが、そのときこの窮地に何か腹を括くくったようだった。カッと顔を上げ、身を回転させながら素早く自分のぼろ布マントを（背中にいた俺ごと）ぐるぐると巻き取って脱ぐ。そして、

「ふんっ！」

（痛ぇ！）

　ビターン！　とその丸めたマントwith俺を適当に風ふ呂ろ場の隅に投げつけた。

「そ、そうね。とりあえずこの汚いマントは早く脱ぎたかったのよ。ちょうどいいわね」

「まあ。でもいけませんよ。いつもルールに厳しいセリスさんらしくない……ゴミはゴミ箱へ、です。管理の人にお掃除の手間をかけては駄目でしょう」

　ぬおお、まずいまずい。俺は悲鳴を押し殺しつつ、もぞもぞとマントの下から這はい出でた。彼女達の死角を通って、とりあえず近くの岩陰へ避難。ていうか今見たら最大ＨＰ10なのに今の一投で５減ってた。俺は殺されかけたと言ってもいいんじゃないか。

　ぺたぺたと歩いてきたホーリィがボロ布マントを拾い上げ、脱衣所のゴミ箱に。それから着替え終えた彼女達が風ふ呂ろ場のほうにやってきた。

　ホーリィは今までの飾り気も露出度もない神官服から一気にビキニになり、その破壊力を一気に殺人級まで引き上げている。あの谷間に挟まれたらおそらく俺の残りＨＰはリアルに消し飛ぶだろう。

　フワワのほうは案の定というかお約束というか、紺のワンピースタイプ、つまりスクール水着。つるるんでのっぺりとしたボディだが、これはこれで無む垢くな妖精的な趣がある。

　そしてセリスは──ちゃんとした水着、という姿もまた新鮮。均整の取れたモデル体型。鎧よろいをまったく着ていない騎士、というのは何か見てはいけないものを見ているような背徳感がある。オフショット感、というか。

　彼女だけは俺がどこかに潜んでいるのを知っているからだろう、谷間や股を腕で隠すようにしながら、湯船に歩いてきて──バカ、一直線にこっちに来るんじゃねぇ。

　慌てて場所を変えようとしたのがまずかったのか、俺の足が滑った。さらに間の悪いことにそこはちょうど湯船に湯を流し込む水路のようになっており、流される。流されてしまう。

「そ──そこがいいわね！」

　先頭を進んでいたセリスが好判断、湯船に入り込んでしまった俺の姿を見るや否いなや、他の二人に見られる前に引ひっ摑つかんでざぶんと湯に身を沈める。他に手段がないから仕方ないのだろうが、セリスの胸の下に押し込められるような形になってこれまで見たこともない視界に。

「なぜ背中を向けるのか、と疑問に思うフワワ。まだ背中を流す体勢ではない」

「ああ……わたくしにはわかります。きっと、身体からだの前面にはわたくし達たちには見せたくない傷や陵辱の証あかしなどが刻まれているのではないでしょうか。卑ひ猥わいないたずら書きとか」

「そ、そんなものはないけれど！」

　くるりとセリスは後ろ手に俺を保持して反転。背後の岩に押しつけられて苦しい。だがこの状態では下手に動けば二人にもバレてしまうだろう。我慢だ。

　しかし──そのとき、二人はセリスに対して一つの大きな疑問点を見つけてしまったらしい。

「ところで、差し支えなければお伺いしたいのですが」

「ふむり。おそらく聞きたいのは同じこと、と考えるフワワ」

　ホーリィはフワワと一瞬だけ目を合わせてから、

「──その首輪はいったい？」

　やべ、忘れてた。奴隷化エンスレイヴが解けてないわけだから当然それも外れないよな。

　もちろんセリス自身もそれについて忘れていたらしく、ギョッと身体からだを震わせてから、あからさまにあたふたし始める。予想外の展開に弱い騎士様だな、まったく。

「え。これは、その──」

「ああ。いいえ……わかります。その反応でわかりました」

　ホーリィの声は静かだった。全ての罪を受け入れる超然とした聖職者のようだった。ただ依然として目はトロンとして呼吸はハァハァしていた。

「いろいろ、あったのですよね。そう、本当に、いろいろ。魔物……拘束……快楽落ち……。逃げ出したあとも、身体からだと心に刻まれたものは消し去れなくて……ご主人様との絆きずなは、どうしても忘れられず……その証あかしが、唯一与えられた、その首輪……！」

「例の如ごとくホーリィは変態的なので無視すべし、と忠告するフワワ。それよりそんな複雑なトラウマがあるのならやはりそろそろ洗い場に行く。この日のために練習していた背中流しテクニックを実戦投入すればどんなトラウマもすっきり」

「ああ、いったい、具体的にはどんなことをされたのです？　ねえ？　ねえ？　参考にしますので一日のスケジュールをまず朝からどの部分のどんな感覚で目覚めるのです？」

「ち、ちょっと待って、お願いだから！」

　ぼんやり顔でセリスの腕を引っ張るフワワ、不思議な圧力でにじり寄ってくるホーリィ。その二者に対抗するには、セリスは体重を後ろにかけるしかない。

　ぐおおお。こっち側に圧力がかかってきたせいで岩とセリスの背中に挟まれる。身の危険を感じた。仕方なく水中に避難、いったん潜って安地を探……そうとしたが、そこにさらにセリスの身体からだが下がってきた。尻で押し潰される。

　ぐうう、このむにっとしてぷにっとしてむちっとした質感。布の向こうにある肉感！　状況が状況ならたいそう素晴らしいものではあろうが。

（息が……できねぇ！）

　当然の話だった。モコは水中呼吸のパッシブスキルなんて持っていない。

　俺は懸命にもがく。生物として酸素を吸って吐いてをしているわけではないから気泡は立たないが、もしそうなら尻からの大量の気泡がセリスにたいそう恥を搔かかせることになっていただろう。

　呼吸不全は一種のステータス異常である。１ポイント、また１ポイントとＨＰが減っていく。死ぬのだけは避けねばならない。俺は他の全てをうっちゃって力任せに飛び出ようとするが、セリスはこっちの状況がわかっていないのか（あるいは魔物は呼吸をしないとでも思っているのか）、絶対にこちらの姿だけは隠し通すという強い意志を持った動きを見せた。具体的にはさらに尻を後方にずらし──おお、こいつも何かを捨てる覚悟なのか──俺をその太ふと股ももで挟んだ！　股間にがっちりホールドされる俺。四方八方が女子の肉であり神秘でありそれ以外の全てが死をもたらすお湯だった。

　呼吸不能によるＨＰの減少は止まらない。死ぬ。死ぬ。

　死ぬ──わけ、には、いかない！

　俺はそこで本当に、『生き残る』以外の全てを忘れることにした。温泉で女騎士の太ふと股ももの間で窒息死した挙げ句にキャラデリート、なんて間抜けな伝説を作ってしまうわけにはいかない。俺のゲーマー人生に残る汚点だ。

　奥の手を想定はしていた。出し惜しみしている場合ではない。俺は光速でインベントリを開き、なけなしの素材を選択し、

（《モコ》から原始系ツリーそのままに《モコモコ》へ、《モコモコ》から『水壺蓮』と『トロージュの樹の粘液』を主要素材にして、さらに──）

　この間ほんの数秒。

　そして、選択──実行──進化、完了！

　俺は新しくなった身体からだに全力で命令を与え、セリスの尻の下から滑らかに抜け出た。その動きが何かの感覚を与えたのか、びくんと彼女の身体からだが震える。

　そう、滑らかに、だ。

　俺の身体からだは今や肉体ではない。半ば液体じみた、翠みどり色いろの不定形生物。古今東西のファンタジー作品で今やお馴な染じみの──スライムである。愛玩的な水滴型ではない、リアル寄りのゲル生物。俺が今なっているものを正式に言うなら、原始系粘魔族《グリーンスライム》となる。

　種族特性のパッシブスキル《水中呼吸》のおかげで呼吸はもはや苦しくない。さらには《ゲルボディ》──物理攻撃耐性ＵＰ、魔法＆温度変化耐性大ＤＯＷＮ、水に触れているとＨＰが徐々に回復、というパッシブもある。だがまだ進化したばかり、時間が足りない。ＨＰは種族特有の数値まで最大値が上がっただけだ。つまりまだ俺は瀕ひん死しに近しい状態、一発でも攻撃を喰くらうわけにはいかない。だから迷うことはできなかった。

　全力で奇襲、この場に存在する全ての危険を排除する！

「スキル起動、《拘束者の手バインドタツチ》！」

「なっ？」

　ファーストターゲット、セリス・イージスハート。

　……当たり前だろう？　こいつが一番事態を把握しやすい立ち位置にいる。最初に立ち直って攻撃をしかけてくる可能性がある。奴隷化エンスレイヴの不服従効果が出て弱体化していても一撃食らえば死ぬのはおそらく確定的だ。だからなんにせよこいつには大人しくしていてもらわねばならない。

　このスキルは対象に向けて粘性のボディの一部分を広げてべっとりと覆い被かぶさり、そこで限定的にその部分の強度を高め半固定、一定時間の拘束を行うという攻撃補助スキルだ。ダメージはゼロだが、一旦成功した場合のリターンはそれなりに大きい。そしてさらなる利点は連続しての複数対象指定が可能ということだ──元のスライムの身体からだの大きさやスキルのレベルにも依存するが。

　今は、ぎりぎりで、三人いける。ちょうど三人、だ。

「えっ!?　モ、モンスターですか!?　どうしてこんなところに……!?」

「完全に油断していた、とびっくりしながら武器を取りに行こうとするフワワ」

　行かせない。残る二人もセリスに遅れて無事拘束。トリモチに捕まった害獣のように、三人は俺のボディの下というか中でもぞもぞともがくだけになった。それぞれ水着姿で、尻餅をついていたり四よつん這ばいだったりなポーズで、粘性の液体に塗れている──というわけだ。

　尻と太ふと股ももの間でぬちゃりと糸を引いている俺。下向きになった胸の先端から地面までの距離をとろりと測っている俺。腰のくびれと脇腹を優しくなぞり上げる俺。正直に言って、全身が素敵な感触だ。

「ちょっと、話が違うわ！」

「仕方ないだろ、さっきの状況じゃ。どうせバレてた。それ以前にお前は俺を殺す気か」

　というか、俺のことなんか知らんぷりしてればいいのに、なんで声をかけるかね。今のでお前が俺を手引きしたことが二人にもバレてしまったぞ。腹芸のできない奴だな。

　それはつまり、二人をこのまま解放するという選択肢が完全になくなったことを意味する。

　であれば──やるしかない。

「スキル起動、《溶解者の腕メルテイタツチ》」

「待っ……やめなさい、ゲント！」

「殺しはしないって。ただ、俺の戦い方はこれしかないんでね」

　スライム系の攻撃力はたかが知れている。だから代わりにスキル重視で戦う、典型的なスキルファイターだ。その中でもメインの攻撃手段がコレ。その名の通り、自分のボディの任意の場所から溶解液を出す、というもの。それがもたらすのは微弱な継続ＤＯＴダメージであり、一撃で勝負を決めるような大技ではないが──今のように、拘束系スキルと一緒に使うと相互作用シナジーが絶大だ。

　とりあえずセリスに使うといろいろややこしいことになりそうなので、対象はホーリィとフワワ。二人に覆おおい被かぶさって触れているスライムボディの部位からじわりと粘液を出す。

　二人が眉を寄せ、ぴくりと身体からだを揺らした。

「んっ!?　これは、なにか、ぴりっとして──んくぅっ!?」

「なんと不可解なダメージ感、と首を傾かしげるフワワ」

　ホーリィは相変わらず扇情的にその胸を揺らし、俺の粘液をいい感じに跳ねさせる。たぷん、という擬音がこうも似合う動きは歴史上なかった。谷間の中にどろりと滑り込み、あるいはつうっと涎よだれのような橋がかかり、しかし重力に引かれて垂れ落ちる。フワワは無表情のままだったが、頰にだけ微かすかな朱が浮いているように思えた。ぴったりくっついた胸と水着の隙間に粘液が滑り込み、ようやく最初のぴくり。背中をつうっとお尻まで粘液が伝って、二度目のぴくり。また首を傾かしげる。そういうのに疎うとい子に与えられた初めての目覚め、という感じで──うむ。味があるな。

　唯一ノーダメージなセリスが憤慨の言葉を口にしながら身体からだを暴れさせているのは（怖いので）見なかったことにして、俺はひたすらに二人にダメージを与え続ける。

　しかし俺は誇り高きＥＬＯのモンスター。それはけっして拷問じみた残酷アクションではない。俺の攻撃ダメージは、全て衣服に対するダメージの形となって現れる。それは現状の、入浴水着に対しても同じだった。システム的には全キャラが装着していて外せない『下着』の上にあるはずで、だから装備時には擬似的に置き換えられて描画されているのだろう──みたいな俺の推測はともかく。

　つまるところ、普通に溶けている。

　彼女達に与えるダメージに応じて、徐々に、徐々に。

　フワワのスクール水着のへそが露あらわになり、平板な上半身に向かってその境界を広げる。肌の各部に粘液の名残を残しながら。それがとろーりと垂れて下に落ちる様がひどく思わせぶりに映る。子供らしい寸胴体型がぬちゃぬちゃになっている様子に、石せつ鹼けん遊びをしている子供の微笑ほほえましさを見るか背徳を感じるかは個々人の性癖次第だろう。

　ホーリィのビキニの頼りない肩かた紐ひもは当然のようにその役目を放棄、三角形の布を支えることを止める。三角形自体も外縁部から次第にその形を放棄していく。肌色の巨大なる弧に居場所を明け渡していく。それはもはや中心部の突起で引っかかっているだけの状態。粘液に塗れてめくれ、しかし皮肉にもその粘着性が最後のポロリのバランスを保っているようにも見える。
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　ああ──もちろん、最後の一線は越えられない。ＥＬＯモンスターの宿命。絶対に最後の部分で水着はその融解を止めるだろう。どれだけ極小であろうとも、無意味に近かろうとも、その布は消え去らない。致命的な部位だけは死守するだろう。

　しかしそれは、それ以外の肌色の面積と比率を比較すれば、いかなるものか。

　ホーリィの巨大でパワフルで圧殺的な肌色。フワワの神秘的で無む垢くな雪原のような肌色。それらと比較すれば、『かろうじてそこに残っているだけ』の水着の意味など──無だ。ぶっちゃけて言えば専門用語で前張りな感じだ。

　まあきっと仮に何かの間違いで全部水着が破れてもシステム的に元の下着が現れて結局大事な部分は見えないのだろうから、これが最高到達点なのだとも言える。

　ともあれ、そうして剝むける部分が全て剝むけたということは、相手のＨＰを首尾よく１にできたということ。ならば鑑賞モード──お楽しみタイムの始まりだ。

「っ、これはいったいどういう悪魔的な所業で……!?　動けない、です。ああ、本当に、興味が尽きません、いったいわたくしをどうなさるおつもりなのですかっ。もしや──微に入り細に入り必要以上に淫いん猥わいで陰湿な言葉で舐ねぶってわたくしに絶望を与えてくださるのでは!?」

「わーきゃーたすけてー、と一応の義務として典型的な悲鳴をあげてみるフワワ」

　改めて思うがこいつらホント何なんだろう……わかりやすいセリスと対照的になんかいろいろおかしいぞ。まあいいや。

　今は、ここで行う特殊コマンドの選択肢は一つしかない。

「奴隷化エンスレイヴ、と」

「！　待ちなさい、君、またっ……私のように！」

　拘束だけで攻撃をしかけていないセリスはノーダメージなので、水着でぬとぬと状態のままである。むしろ粘液が水着と一緒に溶けて消費されなかったぶん、布は二人よりもべっとり残っていると言える。これはこれでいいものだ……やはり肌面積だけじゃないな、奥が深い。

「他に手はないだろ。俺は死にたくないし、このままだとお前もまずいことになるぞ」

「っ……私のことなんて、どうでもいいわ」

　彼女は一瞬だけ息を飲むようにしたあと。そのフェチズム溢あふれる状態のまま、しかしそれを一切気にしていないかのように──まっすぐな目で、騎士らしく、言った。

「人の嫌がることは、やめなさい」

　正論だ。だがこの状況は俺も退けない。かかっているのは自分の命だ。

「正直、あんまり嫌がってるようには見えないんだよなー」

　奴隷化エンスレイヴの実行。勿もつ体たいつけるような光が収束していって──

　俺の日頃の行いのためか。

　それは最終的に、ホーリィとフワワの両方に首輪を嵌はめる結果となった。




「ひどいことをするつもりはないって。ただ保険をかけたいだけだ。俺の『死にたくない』って気持ちはわかってくれるだろ」

「…………」

「ちっと卑ひ怯きような物言いをするが、お前のせいでもあるんだぜ。バレずにずっと行けてたら俺だって何もしなかった。あの状況ならこうするのも仕方ないだろ」

「…………」

「実際、俺達はこうして健在で、でも俺達のことを知ったこいつらも健在だ。この状況にできたのは、俺が奴隷化エンスレイヴしたからこそだぞ。そうじゃなきゃどっちかに絶対死人が出てた」

「…………はぁー…………」

　セリスがこれ見よがしに、どうしてこんなことに、という感情が込められた溜ため息いきをつく。

　既になってしまったものは仕方がない、という諦めの境地に至ってくれたのか、少なくとも拘束を解いても俺を怒りに任せて退治するようなことはなさそうだった。

　セリスが脱衣所から取ってきた大きなタオルを二人にかける。

　その間に俺は二人に特殊命令を設定していた。

　──『俺達の邪魔をしないこと』だ。漠然としているような気もしたが、エラーも出なかったところを見るとシステムはアリだと判断してくれたのだろう。

　不思議そうに自分の首輪をさすりながら、

「その命令に反したらどうなる、と素朴な疑問を発するフワワ」

「おかしな状態異常になって、ステータスが──」

「死ぬぜ！」

　セリスの言葉を遮って、俺はバチコーンと断言した。表情はないのだが満面の笑みを浮かべている気分で、『ぐっと親指を立てた手の形』をスライムボディで表現しつつ、

「もう無残に死ぬぜ！　だから俺達のことを誰かに言ったりするのは絶対に止めときな！」

「まあ！　それはなんと……悪魔的所業……素晴らしい……」

　とろんとした目でおかしなことを呟つぶやくホーリィはおいといて、俺はセリスにぴしぴしと粘液の飛沫しぶきを飛ばし、少し離れた風ふ呂ろの端に引っ張っていってひそひそ話の体勢に。

「まったくお前は……馬鹿正直に言ってどうなるんだ。『こりゃ俺達のことを誰にも密告できないな』って思わせなくちゃいけないだろ。なんだそんなことか、って裏切られたら俺達は終わりなんだ。ペナルティは大きく言っとくべきだ、噓うそでも」

「それは……そんなの……」

　もごもご、とセリスは納得いっていない様子で呟つぶやいていた。しかし最後にまた溜ため息いきを一つ入れ、こちらをじっと見てくる。

「事情の説明は、するわよ。そこに噓うそは入れない」

「ああ。後ろめたいことをしてるわけでもない。納得してくれるんならそりゃそれにこしたことはないからな」

　二人に説明しに歩いていくセリス。その途中、ふと足が止まる。

「……正直、今でもこのやり方は間違ってると思ってる。どんな事情があれ、けっして正しくはない。そこは曲げられない。でも」

　軽く肩越しにこちらを振り返って、にこりともせず、彼女は言った。

「命令を『手伝え』じゃなく『邪魔するな』にしたのは評価するわ。騎士団内部に魔物を手引きして、その部外秘の情報を見せる……そんな過あやまちの責任を追うのは私一人でいいもの」

　相変わらず、真面目で堅っ苦しいやつだなあ、という感想しか思い浮かばなかった。
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place_status_〝セイフウィンドの街・裏道〟




　人気のない裏道を俺達は歩いている。俺は歩いてはいない。

　フワワがその小さな背に担かついでいる、樽たるの中にいた。まだスライムだからな。

「んむ、苦しゅうない」

「どうしてそんな偉そうにできるのかしら、まったく」

「フワワは見かけによらず力持ちなのだ、と自慢するフワワ。えっへん」

「それもある意味、魔物に責め苦を与えられているわけですよね。ああ、勉強しなくては……その重みは、辛つらみはどれくらいですか、フワワさん？　ねえねえ？」

　セリスの真摯な説明で、ひとまず二人は俺達の行動目的に理解を示してくれたようだった。

　いつまでも風ふ呂ろ場で話しているわけにもいくまい、ということで、今は脱衣所に残していた服を着直してＨＰを回復させ、場所を移しているところである。まあ移すも何も、目的地に辿たどり着ついたら二人とはお別れなわけだが。

　俺は一応の安全のために、樽たるの蓋を少し開けて外界の様子を見ている。

　丁度視界に入ったので、改めて二人のステータス画面を呼び出してみた。奴隷化エンスレイヴしているのである程度詳細なデータが開示されている。

　フワワ・フワ。職業不明。今の俺でもジョブ欄は見えない。話によると特殊なスキルでそこだけ重点的にマスクしているのだという。妙なこだわりだ。

　俺の視線に気付いたのか、フワワは軽く首を動かしてこちらを見、真顔で、

「そんなに熱い視線を向けられると困るなあ、と照れるフワワ。それでは──フワワの正体を探るためにじゃんけんをすべき。口じゃんけんでいい」

「なぜ」

「なんでも。じゃーんけーん……」

　ぱー。

　フワワはぐー。

　へにょ、とフワワは口をへの字にした。

「負けた。仕方ないので教えねばならない。フワワは実は《じゃんけん士》だったのだ、という秘密を」

「マジかＧＰＳにはそんなんあるのか」

「ないわよ」

　セリスが一刀両断、俺はジト目をフワワに向ける。彼女は表情は真顔のまま、ただ舌だけを出して「てへぺろ」とか言った。意味わからん。

　もう一人はホーリィ・パガニーニ。聖職者。

　彼女はなぜか俺によく話しかけてくる。

「ゲントさん、お伺いしたいのですが……その、もしかして、お骨の方かたとかになったりもできるのですか？」

「斬新な表現だけど、スケルトン系ってことか？　そりゃまあ、なろうと思えば」

「ああ、素晴らしいです！　いいですよね、スケルトン。とっても可愛かわいくて……きっと触ってもすべすべなんでしょうね……うっとり。他には？　他にはどんなものに？　ゾンビさんとか、目玉さんとか、千切れた腕だけのモンスターとかもいらっしゃいます？」

　今までにも何度も思ったけど。この戦略兵器級上半身のクレリックさんは何なんだ？

　前を向いたまま、セリスがやれやれといった調子で息を吐いた。

「……人の嗜し好こうにあまり口を出したくはないけど。そういうことはあまり人前では言わないほうがいいわよ、ホーリィ。特に貴女あなたは見た目のイメージというものがあるから」

「聖職者のくせにアンデッド系が好きなのか？」

「ええ、好きなのはそうなのですが……お恥ずかしい話、わたくし、憧れの職業がありまして、ですね……」

「それは？」

　ひとしきり照れ顔でもじもじぷるぷると逡しゆん巡じゆんしたあと、彼女は頰に手を当てて、

「死霊術士ネクロマンサーです♪　きゃっ」

　俺のジト目再び。

「いいですよね、死体とかゴースト……あの儚はかなさと切なさを内包した可愛かわいさ、まるで幼稚園のおゆうぎ会で転んだお子様を見ているような微笑ほほえましい気分になってしまいます。あ、悪魔系も大丈夫ですよ？　兄弟みたいなものと言いますか、嫌がられているがゆえに、よしよし、ってしてあげたい気分になると言いますか──」

「なれば……いいのでは……？」

　呻うめくように俺が言うと、ホーリィはがっくりと肩を落とした。

「残念ながら、いろいろと問題がありまして。努力はしているのですが……」

「ホーリィのパッシブスキルを見るといい、と忠告するフワワ」

「えーと……なんだこりゃ。《聖者の祝福》《セイントオーラ》《癒いやしの眼まな差ざし》……？」

「全部、キャラ作成時にランダムで与えられるボーナススキルよ。どれも超一級の激レア。それが複数個、しかも同系統で揃そろってるなんて宝くじレベルでしょう。クレリックになるために生まれてきたような子よ、ホーリィは」

「とはいえ……これらのおかげで、近付いただけでゴーストさんは悲鳴をあげて逃げていきますし、見つめただけで浄化してしまうこともありますし、抱きしめようものなら灰になりかねず……死霊術士ネクロマンサーになるために下げなくてはならない神聖値ステータスは最初から飛び抜けてしまっていますし。うう、わたくしはもっと可愛かわいいアンデッドさんたちと触れ合いたいだけなのに。ままならないものですね……」

　自分の特性と好みが完全に相反するものになってるってわけだな。

　もし死霊術士ネクロマンサーになれたとしても、今の自分の身体からだは何かを喚よび出したそばから勝手にそのスキルが働いてそれを排除してしまうだろう、と彼女は語る。ＥＬＯで言うと、全身を火に包まれているフレイムマンがスキルツリーを間違えて植物系召喚を取ってしまったようなものか。喚よび出した瞬間に哀かなしい思いをするだけ。同情できなくもないが、彼女に関しては嗜し好こうの中身がちょっとアレなので力強く頑張れよとも言い難がたい。

　そうこうしているうちに裏道の出口に辿たどり着ついた。

　角に隠れるようにして、その先、大通りの様子を窺うかがう。そこにある質実剛健といった風ふ情ぜいの建物が、目指す騎士団の本拠のようだった。

「貴女あなた達たちはここまででいいわ。邪魔をしないでくれてありがとう」

　そう──実のところ、フワワとホーリィが今まで同行していたのに特に意味はない。せいぜいが変な動きをしないように俺達が見張っていたというぐらいのものだ。

「あー、まだ解除されるまではラグがあるからな。下手な動きはしないように。死ぬぞ」

「今更そんなことはしませんよ。今までお話しさせていただいて、ゲントさんが悪いモンスターさんではないというのはわかりましたし」

　セリスが呆あきれたように、

「あんなことをされてよく言えるわね」

「あれほど力ずくで悪魔的なことをされるのは初めてでしたので。新鮮といいますか、いい体験ができたといいますか……うふふ」

「ふむり。それで、これからどうする、と興味本位で聞いてみるフワワ」

　騎士団の建物の前には、その扉を守るように二人の騎士が立っていた。それなりに真面目に周囲を警戒しているようだ。セリスがこの樽たるを抱えてあそこを通ろうとしたら──まず確実に中を検あらためられるだろう。

「ゲント、君は最初の小さな魔物に戻れる？」

「モコか。戻れるが、あまり気は進まないな。さすがに素材が心こころ許もとない……さっきみたいなことがあったら、もう戦えるモンスターへの再進化は無理だ。できたらスライムのままでいきたいぞ」

「でも──どうするの。擬態スキルとかがないから今その樽たるに入ってるんでしょう」

　それは確かにその通りだが。

「短時間ならなんとかなると思う。まあ、お前には全力で協力してもらわなきゃならんけどな」

「今更だわ。もう少しなのにここで引き返したりはできない。私一人の協力で済むなら何でもするわ。誰かを傷つけない手段ならという前提だけど」

「ほおう……言ったな。説得の必要がなくなって助かるぜ」

　俺が予想するに、こいつはすぐ自分の言葉を後悔することになる。
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place_status_〝セイフウィンドの街・騎士団詰め所〟




　フワワ達と別れる。彼女達を信用しないわけではないが、俺達のことを裏切る可能性はゼロではない。仕事は急いで済ませなければならない。

　俺とセリスは一直線に騎士団の詰め所へ向かった。

　セリスがマントを着ていて助かった。もしそれがなけれは、さすがに──俺がセリスの服の下に広がって貼り付いていると言っても、ぱっと見での不自然さは拭いきれなかっただろう。体積のほとんどはマントで隠せる背中側に押しやってはいるが、それだけでは足りない。彼女の服の下で、俺は彼女の上半身に密着していた。へそを覆う粘液体が俺で、胸を一回り大きくしている粘液体が俺で、尻と腰の境目あたりでこれ以上下がってもいいものかどうしようかと迷っているのが俺だ。

「んっ……ふっ……」

「こらバカ、不自然な動きをするな！」

「きっ、君がおかしなところを触るからよ！」

「今までのでわかったが、お前は演技が下手だ。ド下手だ。だから俺のことは忘れろ。新素材のインナースーツでも着てると思え」

「そう簡単に思えたら苦労はしないわよ……」

　小声で喋しやべるのもここまで。門番の騎士が歩いてくるセリスを見み咎とがめた。

「セリス！」

「はは、やっぱり無事だったか！　そう簡単にやられるタマじゃないよな、お前は！」

「ええ、もちろんよ。帰還が遅れてごめんなさい。第一次討伐隊、私以外はみんな帰っているの？」

　片方の顔が僅かに曇り、

「ジュスティリスは帰ってこられなかった。団長が一度は助けたんだが……」

「……そう」

「お前が帰ってきてくれて助かったよ。腕のいい騎士が二人もやられるのは被害が大きすぎる」

　立ち話はそこまでだ。俺は促すように微妙にセリスの背中を触った。

「ひうっ……おほん。とりあえず、私は無事よ。中に入っても？」

「もちろん。団長もお前の帰還を待ってたさ。早く顔を見せてあげるといい」

　第一関門突破だ。

　騎士団詰め所の内部へ。広めの廊下を歩き、セリスは書庫を目指す。それほど数は多くはなかったが、何人かの騎士とすれ違ったので門番の彼らと同じようにあしらう必要があった。誰もがセリスの帰還を心から喜んでいる様子で、なかなか人望があるのだなと俺は思った。

　目的地の書庫は詰め所の二階、廊下の奥にあった。その先にあるのはトイレぐらいで、僻へき地ちに押し込められている感が強い。本を守るために、あえて日差しがあまり当たらない場所に配置されているのかもしれないが。

　中は小さめの図書室のようになっていた。カーテンの引かれた小さな窓がいくつか。壁を埋め尽くす木製の本棚には様々な書物が並べられている。魔導書のような豪華な装丁のものもあれば、紐ひも閉とじのノートに毛が生えたようなもの、またファンタジーらしい巻物スクロールもあった。

　セリスは扉をあえて薄く開けていた。誰かが来た場合にすぐ足音でわかるようにだ。

　しばらくこの書庫に近付いてくる者がいないのを最終確認してから、セリスは一つの本棚に近寄った。軽く手を彷徨さまよわせて一冊を抜き取り、中央のテーブルの上に広げる。

「これが合一ユニオンが起こってからの、例の魔物に関する目撃情報。ゲント、急いで」

「はいよ」

　ここからは俺の役目だ。にゅるんとセリスの身体からだから離れ、本を捲めくっていく。騎士団の面々や街の人々から得られたと思おぼしき記録が羅列されていた。箇条書きのようなもので特にまとめられてはいないが、贅ぜい沢たくは言えない。

「えーと、なになに。やっぱりドラゴンっぽいって情報が多いのか。飛竜系に絞っていくか……いや、まだ早いか。魔獣系にも似たようなのがいるしな。さすがに邪じや竜りゆう系統まで行くと被害がセコすぎるから違うとは思うけど……」

「さすがね。よくわからないけれど、絞り込みは任せる。何か手伝えることがあったら言って」

「セリス、ここらの近辺の地図はあるか？　この街の周辺はＧＰＳの地形だろ。目撃情報の地名とかが書かれてるけどどこかわからん」

「わかったわ」

「それからそこがどんな地形かも説明してくれ。どんなアイテムが拾えるかとか。ＥＬＯとは違うけど、だいたい雰囲気は似たような感じになるはずだ。植物が多めとか鉱石が多めとか」

　書物に目を走らせていく。わからないことはセリスに聞き、情報を補完していく。

「ここで目撃情報にある角の色が黒に変わってるな。一人だけの見間違いじゃない、何人か重なってる──進化したんだ。で、他の目撃情報、身体からだの大きさとか翼の枚数に関しては変化なし。ドラゴン系で、進化で角の色が黒に変わる奴……ええと、素材を逆算してみるか」

「見つけられそう？」

「今やってるところだよ、そう焦あせるな。アレとアレと……アレはどこにでもありそうだから除外するとして、だ」

　そこでセリスの眉が寄った。視線が部屋のドアのほうに動く。素早くそちらに駆け寄り、隙間から廊下の様子を窺うかがって──

　ばっとこちらを振り向いて言った。

「まずい。団長だわ。まだ今は廊下の向こうにいるけど、いつこっちに来てもおかしくない」

「マジかよ。いや待て、もう少しで考えがまとまるんだ。今までに使った素材と、あっちがこれから進化したい方向性を考えると、必要なのは──」

　やっと何かが摑つかめた気がするのだ。マゾすぎるＥＬＯの情報を脳内wikiで検索しつつ、同じ熟練プレイヤーであろう（ドラゴン系はそう簡単になれるモンスターではない）相手の思考と嗜し好こうをトレースし、そいつが今まで何をしたか、これから何をしようとしているかを読み取っていく。ジグソーパズルの断片的な完成図から、作成者が次にどのピースを嵌はめようとしているのかを予測するようなものだ。無理か？　無理ではない。俺ならいける。いけるはずだ──

「っ、さっき挨拶した彼らと話してるわ。私がどっちに行ったかと聞いてるんだと思う。ゲント、もう時間が……！」

「待てって、もう少しなんだ！　ここで諦めたら無駄になる！」

　焦あせりが生んだ幻聴なのかもしれなかったが。

　がちゃん、がちゃん、と重い鎧よろいの足音が聞こえてくる気がした。この書庫に近付いてくる気がした。ああきっと本当に幻聴だ、でも現実に起こってもおかしくないことだ。

　集中しろ。焦あせるな。答えに手は届いている。手放すわけにはいかない。しかし時間が、もう少し、時間さえあれば──！

　そこで廊下から届いてきた声も、俺は当然のように幻聴だと思った。それは本来ここで聞こえてくるはずのない誰かの声だったからだ。

　だが、セリスも怪け訝げんな顔になっているということは、ひょっとして？

「団長、少しいいでしょうか？　お客さんなんですが……」

「いかにも、と胸を張って登場する謎の腕うで利きき冒険者フワワ」

「ホーリィ・パガニーニと申します。どこかできっとニアミスはしているでしょうね？　わたくしたちは普段、セリスさんと一緒に冒険させていただいているものです」

「あの子たち。どうして……!?」

　さすがに俺もそれには耳をそばだてるしかない。もしここで俺のことが売られたら絶体絶命なんてものじゃない。

「なるほど、どこかで会ったかもしれん。わざわざ詰め所に来るとは──何か用かね？　彼女は確かに帰還しているようだが、まだ自分も会えてはいないのだ」

「ええ、そう、セリスさんが帰還なされた件です」

　ホーリィの声はなぜだかよく通る。それもスーパー聖職者としてのスキルかもしれない。

「わたくしたちも心配しておりました。彼女が無事に帰ってこられたことにはほっとしておりますが──同時に、仲間として、それだけでいいのか、という思いを抱くに至ったのです」

「というと？」

「やはり一緒に行くべきだった、と若干後悔していたフワワ。つまり今後はもっと頑張るべきではないかというアレ。ふんすふんす」

「わかりやすく言えば──わたくしたちも一時的に騎士団に入れてはもらえませんか、というお願いにまいったのです。特に合一ユニオン後のここは人手不足なのでは？」

「確かに元々の人数とは比べるべくもないが。しかし君達も知っているだろう。騎士となるには相応のクエストをこなし、認定試験を──」

「もちろん、それはわかっております。そういうシステム的なものではなく……なんといいますか、心意気といいますか、ふんわりとした立場の話といいますか。今後の作戦に同行できる外部協力者のような、準構成員のようなものにしていただけないかと──」

「む……」

　そこまで聞いたところで、セリスの肩が上下したのがわかった。深く息を吐いてから、呟つぶやく。

「わざとだわ。あの子達、あえてこのタイミングで団長に用事を作って会いにきたんだと思う──私達の仕事がしやすくなるように」

　返事や相あい槌づちのリソースすら割くべきではないと思った。どうしてかはわからないが──裏切りなんてものではない、奴らは俺達のために時間を稼いでくれているのだ。

　応える。奔はしれ俺の頭。くだらない無価値で無意味な魔物ライフの間に溜ため込こんでいた、役立たずの知識が役立つときは──多分、きっと、今しかない！

「よし、よし、そうだ！　来てくれ、セリス」

　扉の向こうを気にしつつも、素早くセリスが机に近付いてきた。俺はこの街の周辺の地図を覗のぞき込こみつつ、

「『枯れた木のある沼』と『草の生えない岩山』、あと『昼間でも冷たい水』。この三つの場所からしか取れない素材を敵は常に必要とするはずだ。次の進化にも必要だし、戦闘で使った魔力を補充するための専用アイテムにも使う。極力離れようとしないと思う。こんな地形が近く、しかも──あまり日当たりがよくないところ。そんな場所に心当たりはないか？」

　セリスは目を細め、思考を回転。ざっと地図を眺めたあと、その一点を示した。

「その条件が当あて嵌はまるのは、ここぐらいよ。『這う天蓋の隠れ砦クリープフオート』。窪くぼ地ちに作られた砦とりでの廃はい墟きよだけど、頭の上を多量の蔦つたが覆って日差しを遮ってる」

「おそらく、そこだ。そこにお前らが探してる、女の子を攫さらってる強敵モンスターはいる。少なくとも、俺ならそこを拠点にして活動する」

　彼女が無言を保っていた時間は短かった。

「──信じるわ」

　ふ、と肩の荷が下りたような感覚。俺はゆっくりと息を吐き出した。

　しかし安あん堵どする余裕はない。届いてきた声で状況を思い出す。

「よいかね？　そろそろ──」

「待った待った。大事なこと。給金について聞きたーい、と目を￥マークにして問うフワワ」

　時間がない。

　どうやってここから逃げる？

「さっきみたいにお前の身体からだに貼り付いて誤魔化せると思うか」

「無理。団長にはおそらく見抜かれる」

　セリスの短い返答には真実味があった。

　ならば別の手段だ。窓はどうだろう？　駄目だ、開かない。嵌はめ殺ごろしだ。くそっ。

　隠れてやり過ごす？　それは一時的な解決にしかならない。この詰め所からその後で無事に出られるという保証はない。そもそも何かを怪しまれて探された時点でおしまいだ。危険すぎる。何か他に手は──

「……仕方ないわ。私にくっついて」

「さっきお前が無理って言ったろ」

「いいから」

　仕方ない。俺は再びセリスの上半身にずるりと貼り付いた。体積的な必然性によりまた前の膨らみを包んだり尻の割れ目に触れたりしてしまうが今は文句は出ない。

　セリスはきっと唇を引き結ぶと、そっと扉の隙間から廊下の様子を窺うかがった。

　廊下の先で、精せい悍かんな男とホーリィ達が話している。男がこちらに背中を向けているのを確認し、セリスはそろりと書庫を出た。ホーリィ達と一瞬だけ視線が合った気がする──しかし何の反応もなく男との会話を続けてくれたあたり、演技力はセリスとは雲うん泥でいの差さだ。

　セリスは彼女達がいる方向ではなく、その逆側、廊下のさらに奥に向かった。

　そこは行き止まりだ。正確には、トイレしかない、行き止まりだ。

（おい、まさか）

　セリスは足音を忍ばせたまま女子トイレに入った。

　もちろん、ＧＰＳというファンタジーのゲームの中だ。リアルではない。現代のトイレをほどよくファンタジー風に再現しているような、ただ雰囲気作りのためだけの場だ。

　けれど──この街の文化レベルはなかなかのものらしく。

　ちゃんと水洗のシステムはあるようだった。

　個室のドアをぱたんと閉めたセリスが、小声で言う。

「……ゲームでよかったわね。あとスライムでよかったわね。ちなみに、この排水は街の外の川に繫つながってると思うわ」

「マジかよ……」

「他に手がある？」

「ないから余計に恨みたい気分だ」

　俺はセリスの身体からだから離れ、申し訳程度にファンタジー感が加味されただけの便座の上に乗った。いっそもっとこう、魔方陣同士を組み合わせた立体術式によりウンディーネが自動召喚されて云うん々ぬん、みたいな仕組みだったらよかったのに。なんで中ちゆう途と半はん端ぱにリアルなんだ。

　スライム姿で渋面になっていた俺だったが、そのとき、一つの変化が見えた。

　セリスの首輪が──淡い光を残して、溶けるように消えたのだ。

「奴隷化エンスレイヴが解けたな。命令が完遂されたとシステムが判断したか」

「え？　……本当」

　セリスも自分の首筋を軽く手でなぞって確認。ほっとしたように頰を緩めた。

　それから、

「邪悪なモンスターから受けた、呪いじみた命令が消えて。君も、本来は敵である騎士に求められた協力を済ませて。これで──接点はゼロ。ひょっとしたら、もう二度と会うことはないかもね」

「まだ大事な仕事が残ってる気もするが」

「同じ世界のプレイヤーを倒すところまで強制するつもりはないわ。君次第よ」

　それは確かにその通りだ。協力の約束は敵の居場所を絞り込むところまでだった。

「──このスライムへの進化は、もともとの予定にはなかったイレギュラーだ。つまり予定外の素材を使っちまってる。これからどうするかは……ま、無事に逃げ延びてから考えるさ」

　そう、というように軽く頷うなずいた後、セリスはふと瞳を揺らした。

「それから……これは、いつか言っておかなくちゃと思っていたんだけど……」

　申し訳なさそうな顔。こんな状況だというのに口ごもる。よほど言いにくいことなのかと思った。

「実は、私、教えたわ」

「……？」

「ホーリィ達に。君の隙を見て──君の言うことを聞かなくても死にはしないって」

　奴隷化エンスレイヴの命令違反の話か。

　うわぁ。正直、かなりどうでもいい。

　俺の肩すかし感をよそに、セリスはもごもごと続ける。

「君が噓うそをついたのはどうかと思うけれど、でも身の安全のためにそうしたのは理解できるし、でも私としては彼女達を騙だましていることになって、それがどうしても嫌な気分になったから、悪いとは思ったけど……」

　だが、そんなどうでもいいことを。

　黙ったままではとても別れられない重要事項だと、心残りになるような大事なことだと考えるのが──このセリス・イージスハートという女なのだ。

　そんなふうに、まっすぐな奴なのだ。誰よりも、女騎士らしい。

「はーん。まあ何事もなく済んだし、いいさ。というか反抗しても死なないって知ったうえで黙っててくれて、それどころかこうして助けてくれるってのは……さては、俺の人徳か？」

「それだけはないわね、女の子の服を剝ぐ破廉恥モンスターさん」

　ほんの微かすかに、彼女の目元が緩んだように見えた。

　答えはきっと、俺どうこうではない。彼女達もセリスの正しさを信じていたというだけなのだろう。それこそ人徳ってやつか。

「──じゃあな」

「じゃあ」

　これが最後だとしたら。二度と会うことはないのだとしたら。

　きっと彼女には言いたいことがあったはずだった。ゲント・サザンウェルにではなく、ここにいる南みなみ井い源げん斗とに。何度となく何十度となく、俺の家に連絡物を届けてきた彼女には。誰が得をするでもない、反応すらもない、無駄で無意味な徒労を繰り返してきた守もり崎さき瀬せ理り子こには。

　けれど、彼女は最後まで、リアルのことは何も口にしなかった。

　もちろんそれが当然だ。ネットでの礼儀だからな。

　でも俺は、そこにも。

　その潔いさぎよさにも、キャラクターの向こうにいる顔も知らない彼女の在り方にも、気高い騎士感のようなものを確かに覚えてしまって。

「…………」

　醜いスライムの身体からだを震わせて、俺は小さく溜たまった水の中に飛び込む。彼女がボタンを押すと、新鮮な水流が四方八方から流れ込み、俺の身体からだを一気に押し流し始めた。

　──改めて言う必要もないコトだとは思うけど。

　二度と会えないかもしれない相手に女子トイレの水洗で流されるって、考えうる限り最悪の別れ方だな。
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- another vision -

place_status_〝セイフウィンドの街・騎士団詰め所〟




　彼のおかげで道筋が見えた。

　それまでの彼と自分の行為が絶対に正しかったとは言えないが、それでも、この先にあるものは正しいのだと思う。

　けれど。

　ああ──けれど、だ。

「迷っている暇はないでしょう、団長！」

　いつかと同じく、セリスは上司の机に掌てのひらを叩たたきつけていた。しかしその威力はいつかの比ではない。机の上にあったペン立てが危うげに傾く。それを慌てる様子もなく手を伸ばして支えたドレスデンの顔も、あのときと同じ。

「迷っているわけではない。ただ──」

　そこにあるのは、けっして揺るがぬ、平静で頑強な瞳。

　セリス以上の、理と正義の仕者である証あかしだった。

「根拠が薄弱だ、と言っている」

「っ……」

『這う天蓋の隠れ砦クリープフオート』に狙うべき魔物がいる。女の子達たちを攫さらっている魔物の居場所はそこである。つまり女の子達たちはそこにいるかもしれない。今すぐに騎士団の総力を挙げて討伐に向かうべき──

　そう語ったまではよかった。

　どうしてそう考える、と問われて初めて、「同じ魔物ＥＬＯ側のプレイヤーに教えてもらいました」という理由を説明できないことに気付いた。これまでの流れを何も知らない人間からすれば、それは魔物側の罠わなだと思うに決まっている。おそらく自分だってそう思う。

　だから結局「目撃情報の位置関係を総合して」とか「魔物が根城にするには丁度いい場所だと思っていた」とか、そのような曖昧な説明をするしかなかった。「セリスという個人がなんとなくそう思っている」という印象からは抜け出せない──そう、根拠が薄弱な言葉で。

「ですが、きっと……いるんです。確信は、あるんです……！」

「それが君だけの確信でなければいいのだが。『這う天蓋の隠れ砦クリープフオート』は軽い気持ちで向かえる距離にはない。それだけ長くこの街を空けることになるし、前回の討伐隊より人員も増やさねばならないだろう。これはリスクとリターン、数学的な期待値の話だ」

「……」

「我々が納得できるだけの理由があるなら言いたまえ。聞こう」

「それは……」

　ゲントのことを言ってしまおうか。駄目だ。逆効果だ。では彼が判断した中身を言うのは。進化の素材について。最終的な結論、彼が求めた三つの場所については覚えているが、そこで必要とする素材やアイテムについての具体的な中身を説明することなどできない。怪しまれて追及されるだけだろう──

　自分が怪しまれるのは別にいいのだ。だがそのせいで騎士団が魔物の討伐に向かわないのは困る。攫さらわれた女性達を救えないのは困る。

　人を救うのが騎士のはずなのに。

　だから自分は、騎士として生きたいと願ったはずなのに。

　どうして、こんな──

「……っ」

　セリスは拳を握りしめる。諦めたわけではない。考え続ける。だが無言の時間は、相対するドレスデンを誤解させるに充分だった。

「セリス。お前が帰ってきたことは本当に嬉うれしく思う。そして……そのために多大なる苦労があったことは容易に想像がつく。それがいかなるものかを我々が理解した気になるのは傲慢だ。お前の屈辱、怒り、誇りはお前だけのもので、我々はお前がそれを取り戻すのを邪魔する気はない。しかし、それでも──気持ちはわかる」

　椅子を立った彼は、ゆっくりと彼女に近付き、その肩に優しく手を置いた。無骨な騎士の手。

「……逸はやるな。騎士が復ふく讐しゆうに飲まれてはいけない」

　セリスは俯うつむいたまま。

　その態度を理解と取ったのか、ドレスデンは頷うなずいた。

　もう一度、ぽんと軽くセリスの肩を叩たたいてから、

「お前にはしばらく騎士団の任務を与えない。心配するな──お前が活躍するときは必ず来る。俺が必ず用意する。だから今は心と体を休めることに専念しろ」

　そのまま彼女の横を通りすぎて歩いていく。

（気持ちはわかる？　復ふく讐しゆう？　活躍？）

　セリスはそちらを見ないまま、握っていた拳の力を緩めて──そして、嘆息した。

　彼は何もわかってはいないのだ、と。

　この騎士団に入ってから初めて、彼に失望のようなものを覚えた。
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- another vision -

place_status_〝フィナーファー盆地・南部〟




　市民職シチズンの中に《学徒ラーナー》という職業がある。知識を探求するのが目的の研究職の一つだ。書物などを読よみ漁あさり、色々なものを調べ、自らに知識を蓄え、最終的にはそれを巻物スクロールなどの形に還元することで世界に貢献する在り方。騎士達はわかりやすくまとめられた地図や棲せい息そくモンスターの情報を常に求めている。学徒ラーナー自身はゲームを攻略するうえでは比較的進行しにくく、貢献度も金も稼ぎにくいとされる職種ではあったが──人気はそれなりに高かった。

　専用装備が学生服のように見える衣装だったからである。

「やだあ、もう、やだあっ……」

　その可愛かわいさのために、手間も苦労も顧みずに自分を育ててきた彼女は、しかしその可愛かわいさがゆえにこうして涙を流すことになった。

　その魔物もセーラー服は好物だったのだ。

　世界がおかしなことになったから、学徒らしく地形調査に向かおう、という正しい考えで街の外に出て。気付けば雇った護衛の男は皆死んで、気付けば残されたのは彼女一人だけ。

　白を基調とした制服の脇腹部分が大きく解放されている。プリーツスカートは激しくめくれあがり、若々しい太ふと股ももを無遠慮な視線の前に晒さらしている。胸元のスカーフは一旦外れかけたが、なぜか念力のようなもので結び直された。魔物のこだわりだ。彼女の涙を止めることのできない無力な装飾具アクセサリ、顔の眼鏡も同じだろう。魔物はそれを見つめて満足げに頷うなずいていた。

　だがそれ以外の部分は、徐々に、嬲なぶられるように、剝ぎ取られていく。

　服が鉤かぎ爪づめで破られる音。火か焰えんの息で焦がされる音。涎よだれはべとべとと全身に垂らされ、非捕食者の立場を殊更に引き立てる。気力が尽きかける。

　それに自分で気付いて──泣いているだけでは本当に終わる、と唐突に彼女は悟った。意識的に、無理矢理に、別の形で抵抗せねばと思った。学徒ラーナーらしく、知で抵抗しよう。ゲームシステムではなく、心理学的な武器を振るおう。この魔物には言葉が通じる。中身は人間である。だったら、それを思い出させよう。

　自分が人間で、相手も人間であることに、賭けるのだ。

　気付いてほしい。こんなことをしてはいけない。同じ人間なのだから。

「あ、あの、誤解が……あると思うの。話を、させて……ね？　まず、私の名前は──」

　グポォ、とその口いっぱいに魔物の尻尾が侵入し、彼女の喉奥を責め立て始めた。

　用意していた言葉の続きは新たな涙へと変わり、そして二度と戻ることはない。
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place_status_〝ギラヴィッツの森・座標26:21〟




　少しだけ慣れたこの森になんとか辿たどり着つき、清潔な小川に改めて入ってうだうだすることしばらく──全身を覆っていた『汚されてしまった感』のようなものを、ようやく忘れることができたような気がする。

「ぷへー……」

　今のところ、森に侵入者の気配はない。つまりどうやら俺は無事に逃げ切ることができたらしい。よかったよかった。

　さて、ではひとまずの安全を確保した俺がこれからすべきことは。

「とりあえずは素材集めないとな……」

　ずるり、とスライムボディを滑らせて動き出す。街で想定外の進化をしたせいで、インベントリはガラガラ、残ったアイテムのバランスも大崩れだ。今のスライム姿もまったく汎用性がない。たとえば今ここで火矢を射かけられたりしたら、俺は別モンスターへの進化で乗り切ることもできず為なす術すべなく死ぬだろう。今の状況はリスクが大きすぎる。

　原点に戻り、森で素材を集めていくことにしよう。

　急ぐ必要は──多分、ない。

　向こう側の状況がどうなっているかは知る由よしもないが、あいつのことだ。正義の女騎士らしいまっすぐさで、正義の女騎士らしく頑張ってるんだろうさ。もう今頃は大軍を率いてセイフウィンドの街を飛び出していっているかもしれない。

　俺みたいな魔物の役目はあるとは思えない。あるとすれば──そいつらに無駄なカロリーを消費させないように、目につかない場所で大人しくしておくことぐらいだろうな。
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- another vision -

place_status_〝セイフウィンドの街・レマルゴの酒場〟




「後の祭りですが──『そういう有力な目撃証言があったのだ』と言えばよろしかったのでは？　もうその砦とりでにいるのをばっちり見てしまったらしいですよ、ぐらいのレベルの」

「……そうね。でも……」

「それは噓うそになる。ならば言わないのがセリスだ、と頭をナデナデしてやるフワワ」

　言葉通りにテーブルの横から小さな手が伸びてきて、自分の頭を小動物のように撫なでる。撫なでることは多いが撫なでられるのは初めてかもしれない、とセリスは装備を調えながら苦笑した。

　そこを店主のレマルゴが豊満な褐色の乳と尻を揺らして通りかかり、

「おっと、グラスが空じゃないかい。飲み物のお代わりは？」

「水を」

「ちぇー。あんたねえ、ここは酒場だよ？　冒険の準備をする場所じゃあ──いやまあ、ないとは言わないけど、ちっとはこの店の幸福に貢献してもいいんじゃないかね」

「？　だから最初の一杯はちゃんと飲み物を頼んで代金を払ってるわ」

　レマルゴは呆あきれたように肩を竦すくめた。

　セリスは顔を引き締め、再び装備の点検に入る。今回は身に着けるものだけではなく、持っていくものにも気を配らねばならない。今回の目的地は、アイテムなどが尽きても簡単に補充には帰れない距離だ。

「ふむり。そういうことならビール飲み士であるフワワがおかわりしよう、と言うフワワ。長旅の景気づけに二杯よろしく」

「わたくしはカクテル《午後の死》を。素敵な名前ですね？　ああ、縁起が悪いとお思いにならないでください、これはあれです、あえて不吉な名前にすることによって逆にこれからの旅に幸運を導く的な──」

　長旅の景気づけ？　これからの旅に幸運を？

　セリスはこれからの旅の目的を何も喋しやべっていない。ただこの酒場に来ていつものように食事しながら旅の準備をしていたら、これまたいつものようにホーリィとフワワが同じテーブルについてわいのわいのやり始めただけだ。勿もち論ろん、助けてもらった借りがあるのでこれまでの流れを客観的に説明してはいたが、これから自分が何をするかなどはけっして──

「貴女あなた達たち、もしかして」

「一人で行くつもりなのでしょう？『這う天蓋の隠れ砦クリープフオート』に」

「騎士団が動かないならセリスはトーゼンそうする、と鋭い推察を見せるフワワ」

　セリスは準備の手を止めて、軽く顔を伏せた。

「……危険よ。貴女あなた達たちが来ることは……」

　その視線を追いかけるように、ホーリィが身を軽く倒し、セリスの顔を下から覗のぞき込こむようにした。テーブルの上で柔らかく潰れる双丘。

　彼女はセリスの手を両掌で包み、真摯な、訴えかけるような目で聞いてきた。たとえ趣しゆ味み嗜し好こうはおかしくとも、そこにある慈いつくしみと優しさは真の聖職者のみが持てるものだ。

「一人で行くほうがよっぽど危険でしょう。相手は恐ろしい噂うわさしか聞かない魔物……捕まってしまったらどうなることか。ご無理はいけません。絶対に」

「みー・とぅー。危険とわかっていてどうして一人で行こうとする？　と問いかけるフワワ」

　彼女達が真剣に問うているのだから、こちらも真剣に答えねばならない、とセリスは思った。

　目を閉じて、考えをまとめようとする。

　けれどそれはずっと自分の中にあり、それをそのまま出せばいいものだったから、瞑めい目もくはただの静かな瞬まばたきにしかならなかった。

「これは、ただのゲームだわ」

「……そうですね」

「でも、だからこそ、私は自分というものの尊厳を大事にしたい。生き方を大事にしたい。このセリス・イージスハートが自分の分身であるからこそ──『こう在りたい自分』を示すことを止めたくないの。それだけよ」

　騎士のようになりたくて、このゲームを始めた。

　守りたいものも守れない、意志すら貫き通せない弱い自分だったから、せめて仮想の世界ではそうではないものになりたかった。おとぎ話のような騎士になって、そしてそう在り続けられたら、それがいつか現実の自分にも返ってくるのではないかと思った。

　そう──願っていた。今でも、願い続けている。

　だから、それを自分から諦めてしまうようなことはできないのだ。

　自分はまだ、望む場所には辿たどり着つけていない。なりたいものになれてもいないのに、保身のために歩みを止めてどうなるというのか。それは自分がここにいる意味自体を自分自身で失わせる愚行だ。

　そこでセリスはホーリィ達の表情に気付き、む、と口をへの字にした。真面目に答えたつもりだったのだが、反応がおかしい。

「……どうして笑うの？」

「いいえ？　ただ、セリスさんだなぁ、と思っていただけですよ」

「今のは笑みに見えて気合いが入った顔。ふんすふんす」

　ホーリィは依然としてにこにこと、フワワは一瞬だけ浮かべていた微笑をいつものぼんやり顔に戻し、なぜか両腕を持ち上げてガッツポーズしている。

　よくわからないが。ああ、本当に、よくわからないが。

　一つだけ、わかることもある。セリスは嘆息した。

「ついてくるのを諦める気はない……と、いうことね」

「愚問グモーン！　と力強く叫ぶフワワ」

「大悪魔みたいな語感でとてもいいですね、それ。うふふ」

　もう一度、セリスは長く息を吐いた。不快な気分ではなかった。

「──お願いするわ。ありがとう」

「まあ、お願いなんて。むしろこれは当然のことですよ？　なぜなら今のわたくし達は騎士団の準構成員のような立場になってしまっているのですから。セリスさんのお手伝いをするのは当然です」

「うむり。正社員とバイトみたいな関係である、と納得するフワワ。給与未払いさえなければフワワは一流のレジ打ち士としての仕事を全うするであろうー」

「はあ。わたくしはアルバイトをしたことがないのでよくわからないのですが、そうなのですね……？」

　これまで共に過ごしてきた時間から、二人は頼りになる冒険者だとセリスは感じていた。

　そして自分は魔物との戦いには正直慣れていない。人間相手の治安維持に重きを置いたスキル構成で成長してしまっているからだ。そんな自分一人で行くのと、才ある聖職者、そして一流のレンジャー（具体的な職はわからないが）と共に行くのとでは、やはり戦力の安定度は雲うん泥でいの差さがある。

「……ありがとう」

　もう一度、同じ言葉を口にした。

　そのときレマルゴが運んできた新しいグラスをこのテーブルに置く。うんうんと頷うなずきつつ、

「青春だねぇ……ただ、一つだけ覚えておきな。敵かなわないと思ったらいつだって逃げ帰ってきてもいいんだよ？　むしろそれを見せてくれると嬉うれしい。いつもキリッとしたあんたが可愛かわいく泣きべそを搔かく顔なんてそう見られるもんじゃないからね。いつも言ってるだろ、アタシゃそういうレアなのが大好きなのさ」

　セリスは彼女の運んできたグラスが一つ多いことに気付いた。ホーリィとフワワが頼んでいたものの他に、自分がいつも頼んでいる果実のジュースがある。

「これ、間違いよ。頼んでないわ」

　レマルゴはウィンクしながら言った。

「アンタに払うべき代金の先払いだよ。攫さらわれた街の女の子達を助けてくれたお礼になるか、レアな泣きべそ顔を見せてくれたお礼になるか。踏み倒すんじゃないよ？」

　経済論理的には何やら矛盾を感じる気もするが。

　だったら少なくとも、生きてここに帰って来なくてはいけないな、とセリスは目を細めてそのグラスに手を伸ばした。
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- another vision -

place_status_〝這う天蓋の隠れ砦クリープフオート・近辺〟




　合一ユニオン後の世界は二つのゲームのフィールドが入り交じった形になっているが、主としてはＧＰＳの地形である。少なくともこの地域近辺ではそうであるらしい。

　その中に時折混じる、いかにもモンスターの世界から現れました的なＥＬＯ地形──毒の沼地や巨大髑どく髏ろの並ぶ砂地などを乗り越え、セリス達たちは目的地に向けて進んでいった。途中で出会う敵もＧＰＳ産のただのモンスターであり、セリス一人ならともかく、三人のパーティであればそれほど対処に苦労はしなかった。

　予定通りに進み続け──そして辿たどり着ついたとき、世界には夜の帳とばりが下りていた。

　ゲントに説明した通り、そこは窪くぼ地ちに作られた古い砦とりでの跡だ。窪くぼ地ち自体の広さは、高校の校舎全体がすっぽりと入ってしまうぐらいだろうか。その頭上に不可思議な生育っぷりの樹木、蔦つた、枝などが絡からみつくように伸び、まるでドームのように窪くぼ地ち全体を覆っている。もちろんそこには植物としての無作為性があり、蔦つたが這はわずに穴が開いているようになっている部分もところどころにあった。昼は陽の切れ端を落とし、夜は月光の蒼あおを漏らし、そして今は──そこから、勇敢な騎士と冒険者達たちの視線を通している穴。

　窪くぼ地ちの縁から、そのまま気をつけて蔦つたのドームに登ったセリス達たちは、息を潜めてその穴から下の砦とりでの様子を窺うかがっていた。

　光源は、頭上からの月明かりだけ──ではない。

　眼下にある廃はい墟きよじみた石造りの砦とりでには、当然のようにその壁面の松明たいまつや櫓やぐらに火が灯ともされていた。だから照らし出されている。

　厩うまやのような場所に並んで繫つながれている少女達がいた。本当に家畜のように──手足を太い鎖で繫つながれている。姿は無論、全員が半裸だ。引き裂かれたエプロン姿の市民、砕けた鎧よろいを揺らしている戦士、ローブの切れ端を搔かき抱いだいている魔術師。

　斜めに立ち並んでいるのは看板ではなく、人を乗せた磔はりつけ台のようなもの。手足を縛られ、大の字に、足を開かされるように──縄で固定された女性達。苦しそうに、恥ずかしそうに身を捩よじっているのは元気の残っている一部だけで、ぐったりとしてまったく身動きをしないものもいる。

　それだけではなかった。このドームの上からざっと見るだけでも、半裸の女性達の姿はまだまだ視界に入ってきた。犬のように、骨と木組みで作られた檻おりの中に閉じ込められている若奥様風の女。太い柱に後ろ手に、あるいは尻を突き出すように縄でくくりつけられている姉妹らしき赤毛の女達。穴の開いた木板に、首、手首、足首、身体からだの首と名がつく部分を全て嵌はめ込こまれ、強制的にＭ字開脚をさせられているもの。ずぶ濡ぬれで震えている豊満な身体からだの女は何をさせられたのか。フワワと似たような年齢感の少女が泣きじゃくっているのは何故か。その近くに置いてある、おそらく手製の、おぞましく淫いん猥わいで下劣な形の道具は何に使われたのか。

　セリスは奥歯を嚙かみ、強く拳を握りしめた。

　許せない。許してはならない、けっして、こんなことは。ゲントに対しても思ったが、正直これは、その比ではない。規模と悪意の桁が違いすぎる。

　悪意。そう、悪意だ。眼下には悪ふざけやお遊びといった空気はどこにもない。

　そこには──彼女達の中身が現実にいる人間なのを充分にわかっていて、だからこそこんな具合に辱はずかしめて楽しんでやろうという、吐き気のするほど醜悪な意志だけが蟠わだかまっていた。

　その悪趣味で下劣な情景を構成しているものが、たとえゲーム内のキャラクターであったとしても。所詮は作り物だろうと心ない者達が言うのだとしても。

　陵辱されているのは、彼女らの魂だ。

　横で眼下を観察していたフワワが、沈痛に目を瞑つぶったのがセリスにはわかった。ホーリィも、ひどい、と囁ささやくように呟つぶやいていた。それから彼女はセリスに目を向け、

「……どうしますか」

「今すぐあの砦とりでにここから火矢を射かけたいところではあるけど」

　自らを落ち着かせるように、セリスは意識的に深呼吸する。中心にある砦とりでは石造りの部分もあるが、木材を使っている部分もある。炎上効果を発揮させることはできそうだ。ただそれは囚とらわれている女性達がいなければの話。

「何よりもまず、彼女達を解放するのが先決でしょうね」

「同感」

「了解です」

　ロープはあるが、ここから垂らして下りるのはいささかアクロバティックすぎて危険だろう。夜でもあるし、窪くぼ地ちの縁から中に滑り下りて侵入することにした。

　篝かがり火びや松明たいまつの明かりに入らないようにルートを慎重に見定め、少しずつ中央の砦とりで、そしてその周囲に囚とらわれている女性達に近付いていく。

　焦あせりは禁物だ。上から見た限りでは魔物達の姿は見えなかったが、どこに潜んでいるかもわからない。相手がＥＬＯモンスターということなら、セリス達の思いもよらぬ性質を持っていても不思議ではないのだ。どれだけ警戒してもしすぎるということはないはずだった。

　現状、ここにいるという確信があるのは──目撃証言のあった、一匹の巨大な黒いドラゴン系の魔物。だがこれだけの数を攫さらっているのだ。それが最も目立つリーダー的な存在であるというだけで、他にも魔物の仲間はいると考えたほうが自然だろう。それが三人で対処できる数かどうかもわからない現状、囚とらわれの彼女達を全員解放するまではできるなら戦闘行為を始めたくはなかった。

　身を屈かがめ、息を潜め、岩陰や廃屋の陰に隠れながら少しずつ前進。レンジャー系であるフワワが先頭を買って出てくれた。

「動体感知スキルに反応はない、と報告するフワワ。いける」

「ところで今は何のジョブなんですか？」

「ひみつ。でもスライムくんに負けたときから変えてない。リベンジにちょうどいいジョブだからこれで意趣返ししたいのであーる、と心の中でシャドーしながら説明するフワワ」

　いい心がけだ、とセリスは思う。自分とて彼に与えられた屈辱を忘れたわけではない。

　接近するにつれて会話は自然と少なくなる。呼吸音すら控えめになる。

　そうして──囚とらわれの彼女達の中、もっとも外側にいた一人のところに、ようやく辿たどり着つくことに成功する。骨の檻おりの中に閉じ込められている少女だ。全員に見み咎とがめられて騒ぎになるのもそれはそれで問題になるため、息を潜めてその檻おりの後ろに一旦貼り付いた。

　慎重に歩を進め、その檻おりの隙間から……

「──静かに聞いて。助けに来たわ」

「！」

　檻おりの中の少女がばっと顔を上げる。幸い、まだ心の余裕が残っていたらしく、我を忘れて騒ぎ始めるようなことはなかった。

「だ……誰？」

「セイフウィンドの聖せい護ご騎き士しよ。信じて。これから貴女あなた達たちを救出しようと思う。まず貴女あなたの檻おりを壊すけれど、何か問題が起こりそうなら言って。警報があるとか」

「今のうちに聞いておくのもいいかもしれませんね。ここには何体ぐらいの魔物がいるのです？　わたくし達三人で勝てる数であれば」

「場合により先にぶっ倒ーす。ふんすふんす」

　少女の反応は、セリスの想定にはないものだった。

「だ……駄目よ。ここにいるのは一匹だけど、駄目！　あなた達三人だけでなんて、とても──今すぐ逃げたほうがいいわ、それで、もっと仲間を……！」

「……戦わないまでも、貴女あなた達たちを助けてからにしないと。待ってて、今──」

「違うの、駄目よ、きっともう貴女達のことはバレてる！」

　刹那、だった。

　背後の空間がぶわりと何かに摑つかまれるのがわかった。何か大きな物体が、その存在感で空気を動かしたとき特有の、一方的な風の流れ。

　そして──野太い声も、聞こえた。

「そうなんだよなァー。バレバレだっつぅの」

「！」

　振り向く。

　そこには、一匹の、巨大な黒色のドラゴンが鎮座していた。

　走ってくる大型バスすら受け止められそうな巨大な体たい軀く。たった今降りてきたばかりなのだろう、ふわりと慣性のみで動く翼はそれだけでまた空気の圧を生み、セリス達たちの髪を揺らす。闇が溶けたような、不気味に蠢うごめいてすら見える鱗うろこの肌。口から凶悪に覗のぞく牙はそれ自体がセリスの持つ細剣と同程度のサイズを持つ──

「ま、ＧＰＳなんてお堅いゲームやってるクソはやっぱＥＬＯのシステムなんて知らねぇか。ホームポイント近くに美少女が入ってくりゃ、そりゃ警報くらい鳴るぜ？」

　セリスは自分の失策を悟った。思い出していたのは、ゲントから聞いた、自分が初めて彼に敗れたときの話だ。彼は──そう、この自分が森に入ってきたことを、ホームポイント設定に起因するセンサーのシステムで知ったと言っていた。それと同じことが、ここでも！

　当然考えるべきだった。どうして忘れていたのか、と唇を嚙かむが、後悔に意味はない。

　見つかってしまったならば、大事なのはこれからの対処だ。

　セリスは眼前のドラゴンを睨にらみながら、

「やっぱり、ドラゴンね。飛竜系・黒闇竜ダークナイトドラゴン……？」

「おお？　詳しいじゃねーか、その通りだよ。なんで知ってんだよ、ＥＬＯ好きなのか？　んないかにも女騎士なナリしてムッツリ系か？」

　聞いただけだ。ゲントはいくつか、そこにいるかもしれないモンスターの種類を推測していた。その中でもっとも可能性が高いものとしてゲントが挙げていたのが、この竜の名前だ──彼の知識と推測は、やはり正しいものだった。

「ていうか、ヒュー、なにお前クッソ胸デケーな！　なんなの、懺ざん悔げ室しつでパイズッてくれる系？　そっちはそっちでいい感じにつるぷにのロリじゃん、いいぜ、俺の守備範囲はそっちもいけるぜェ？」

　バスケットボールのような大きさの目玉が、ぎろりとホーリィ達の身体からだを好色そうに眺め回す。ホーリィは眉を寄せて、フワワは唇をムッと結んで身構えるだけだ。

　ドラゴンは臭い涎よだれをボトリと零こぼしつつ哄こう笑しようした。

「マジでレベルたけーパーティだなオイ！　こいつはいい、何もしなくてもこんなエサが来てくれるってことあんだな！　じっくりたっぷり楽しませてもらうぜ！」

「楽しませてあげるつもりはないわ」

　セリスは剣を抜いた。見るからに、生半可な相手ではない。ゲントからも聞いている。黒闇竜ダークナイトドラゴンは相当なモンスターレベルを持つ強敵だ。闇属性のドラゴンとしての基本性質に加え、眷けん属ぞくを使役する魔法すらも使う。だが、向こうの特徴、嫌がることも聞いてはいる。そこを堅実についていけば、厳しい戦いにはなるだろうが、倒し方がないわけではない──

　と、思っていたのだが。

　ドラゴンは、そのセリスの目もく論ろ見みの全てを無意味にする策を持っていた。

　太い前肢を持ち上げて。

　そこにあった、先程話しかけた彼女が入っている檻おりの上に、前肢を置く。

　牙を剝むき出だしにして、笑っていた。

「ああん？　やんの？　別にいいけど、コイツはどうなんのかなー？　俺らＥＬＯモンスターは女の服剝ぐだけで殺せねぇけど、なんつーかな……この世界って細かいルールはわりとフワッフワしてんだよな。ＥＬＯのレーティングバリア絶対規制は消えちゃいねぇが、最低限のとこしか守ってねえ感じで──ヒヒ、抜け道はあんのさ。俺がこの檻おりを壊して、んでそのゴミがＨＰ１のコイツの上に乗っかって潰す事故が起こったら……死んじゃうんだぜェ」

「っ!?」

　檻おりの中で、不安と恐怖に顔を歪ゆがませる少女の顔を見てしまったら。

　知ったことか、と突進することはできなかった。自分が自分であるから。騎士としてここに来た自分であるから、動くことはできなかった。

「ヒッヘェ、物わかりがよくてイーねぇ。お前ら上玉だからさ、砦とりでの中でじっくり遊んでやんよ。特別プレイルーム作ってあるんだ。クク、クククッ……」

　ぎしり、と鱗うろこを軋きしませるようにして、ドラゴンがその首をセリス達に近付けた。爬は虫ちゆう類るいじみた舌がどこか淫いん猥わいに伸び縮みするのが見える。鉤かぎ爪づめは檻おりの上から離れない。動くことはできない。

「相変わらずパンツは剝けねークソ仕様だけどよ。それでも楽しむ手段はいっぱいあるんだぜ？　ああ、お前らの中身が人間でよかった、マジよかった。やっぱメチャ興奮する。なあ、自棄やけになってログアウトしたりすんなよ？　データ消えちまうから勿もつ体たいないぜ……」

　労いたわるような口調で言いながらも、その瞳はやはり好色。人倫を知らぬその視線が、舐なめるように、犯すように、セリス達の身体からだの上を無遠慮に這はい回まわっていた。

「まあでも、ゲームだから。所詮ゲームだからよ。頑張って──」

　そしてドラゴンは、本当に楽しそうに。

　吐き気のする身勝手な欲望を、さも当然のことのように口にした。

「自分の分身が俺のオカズにされるのに耐えてくれな？」











第四章
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「またバナナとカロリーメイトしかねぇな……ま、いっか」

　ゲント・サザンウェルを安全な場所に隠れさせてから、源げん斗とは休憩リポーズモードに入っていた。素材の再補給が一段落ついたので、休息がてらまたリアルで情報を集めてみようと思ったのだ。

　口をもぐもぐ動かしつつ、ネットの世界での気ままな旅行に浸る。

　徐々に、徐々にではあったが──あのＥＬＯとＧＰＳの合一のことも、真実味を持って語られるようになってきている気がした。その事情や、なぜそうなったのかは依然として謎のままだが、『どうやらそういうことが一部の鯖サーバーの一部の地域にだけ起こっているらしい』という話が、共通認識としてようやく『ネットの噂うわさ話ばなし』レベルに達した、という感じだ。

　そしてネットでの噂うわさ話ばなしには、真偽がどうあれ様々な人間の意見や憶測、推測、感想がついて回る。今回の件にも、面白がるもの、憤いきどおるもの、陰謀説を唱えるもの、無数の立場から無数の言葉が飛び交うようになっていた。中でも一番源斗の興味を惹ひいたのは、業界裏話が集まる若干アングラよりのコミュニティに書き込まれていた裏情報。曰いわく──

　今回の事件は運営会社『アクアトロン』にも寝耳に水の出来事であった。

　バグでもイベントでも何でもなく、悪意あるハッカーが引き起こした事件と考えられる。

　だが詳しい原因、手段、目的は一切不明。犯行声明のようなものもない。

　会社としては現状の解決を最優先に考える。よって──

「近いうちにアクアトロンが運営しているサービスの全ぜん鯖サーバーを落とし、徹底的な大規模メンテナンスを行う。キャラクターデータについては可能な限り保全し、ロールバックも含めてあらゆる対応を取るが、仮にデータが失われた場合は全力で補償を行う構え……？」

　源斗はもう一度その書き込みを最初から読み直し。

　顎に手を当て、無言で数百秒を思考のためだけに費やし。

　そして椅子の背もたれに悲鳴の軋きしみを上げさせながら、部屋の天井を見上げた。

　真偽はわからない。わかりはしないが、もしも、これが本当ならば。

「運営がようやく本気を出すことにした、ってわけか……」

　本気で。身を切り、血を流す覚悟で、この事態を解決しようとしてきた。ゲームという世界を作り出した神は、もちろん、天地創造にも等しい権限を持つ。いつかはこうなることも充分考えられた。腹を括くくるか否いなか、タイミングはいつか、というだけだったのかもしれない。

　会社神としての判断は理解できる。たとえ強引にやってプレイヤーのデータが失われようとも、それが元に戻せなくとも、金（あるいはそれに類するもの）を払って補塡すればいいと割り切る考えだ。このわけのわからない状況を放っておいて、その補塡額以上の被害を出すよりは──と。

　源げん斗とは起動しっぱなしのＳＰＲスプリにちらりと目をやった。その中でまだ『生きている』自分の分身、ゲント・サザンウェルのことを考える。合一ユニオン後の世界で出会ったセリスやホーリィ、フワワのことを考える。リセットされて、ぶつ切りに「はい終わりです」と言われて。何かを無くしたとして、無くしたものが別の形で返されたとして。

　自分はそれで、納得できるのだろうか？　していいのだろうか？

（……いやいや。何マジになっちゃってんだか）

　これらの情報も、ガセの可能性が充分にある、ただのネットの書き込みだ。話半分に聞いておけばいいものだ。今頃公式でコラボしまーすとか真逆の告知してるってこともあるんじゃねぇの、などと源斗は軽い気持ちで公式のページを開く。

《大規模メンテナンスのお知らせ（予告）》がトップに大きく表示されるようになっていた。休憩して最初に見たときにはなかったのに。記事の更新時刻は、ついさっきだ。

「マジかよ……」

　それはメンテナンスの開始予定時刻（現実世界でほぼ半日後）が書かれているだけの最低限の通知で、詳しいことは何も書かれていなかった。理由、終了時刻、目的、現状について──それらの情報はない。ないまま始めるのか、あるいはこれから時間が経たつに従って追記していくのか。

　このバグった馬鹿騒ぎが、何もしなくても、放っておくだけで終わるという可能性。それが一段階強まったのを源斗は感じた。

　想像してみる。半日後のことを。届いていた謎めいたメッセージ、提示されていたクリア条件がまったく意味を成すことなく、ただ、時間切れで神様が助けてくれる。

　今までのこれは何だったのか、と思いはしないだろうか。

　自分は、それまでの時間を、どうやって過ごすべきなのだろうか──？

　そんなときだった。

　源斗の携帯電話が鳴った。

「はぁっ!?」

　源斗は文字通り椅子の上で跳び上がる。彼にとってのそれは、家庭内携帯ゲーム機の端末としての役割が九割九分。電話としての役割を果たしたことなど今までに数えるほど──しかも全てが家族関係だと断言できるほどしかない。

　なのに、それが、なぜ今。

　見知らぬ携帯の電話番号を表示しながら着信音を鳴らし続けているのか？

　ごくりと唾を飲む源斗。待っても待っても、携帯は鳴り止やまない。

　根負けした源げん斗とはゆっくりとそれに手を伸ばし、謎めいた緊張による動どう悸きを感じながら、汗の浮いた指で通話の操作を行った。

　普段は家族や店員以外に発されることのない声は、もちろん、情けなく掠かすれている。

「も、もしもし？」

　それに答えたのは。

　聞き覚えのない、少女の声。

「──砦とりでの中、西側の端。倒れた女神像の下にある地下室」

「は？」

　ただの言葉の羅列であった。だから源斗には間抜けな疑問符を出すことしかできない。

　結局のところ、用件はその一文のみで済んだらしい。

　謎の電話は挨拶も名乗りもなく終わる。

　ただ、通話が切れる間ま際ぎわに、たった一つの言葉が残されただけだった。




　──ごめんなさい、と。




　通話が切れた携帯を片手に、源斗は固まっていた。

　頭の中だけが動いている。自分の電話番号を知っている可能性のある誰か。聞こえてきた、どこかの場所を示す単語。誰がどう動いているかを想像できる、このタイミング。

　回路が導くのは当然の答え。

　思考の、推理の、理解の着地点は決まっていた。気付いていなかっただけで、電話を耳に当てたときから既に心の底では理解していたのかもしれない。

　源斗は携帯をベッドに投げ捨てながら、飛びつくように専用チェアの上でＳＰＲスプリを装着した。

　休憩リポーズモードからの復帰の数秒がひどく長く、もどかしい。

　ああ、自分でもわかっている。義理はない。まったくない。

　だが、それでも。

「ああくそ……本当に、わかりにくいＳＯＳだな！」
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place_status_〝這う天蓋の隠れ砦クリープフオート・近辺〟




　辿たどり着ついたのは夜明け間ま際ぎわであった。

　俺はとりあえず移動速度だけが取り柄のモンスター、魔獣系迅馬族『グレイランナー』になっていた。シュッとしたフォルムの、馬とチーターの中間のような獣だ。進化素材的にはゴブリンに毛が生えたようなものなのでコストパフォーマンスがよい。その代わり戦闘力はゴブリンとタイマンしても勝てるかどうかわからないレベルだ。ここまで他の冒険者とかに遭わなくてラッキーだったと思う。

「ここか……」

　窪くぼ地ちの頭上を覆う蔦つたの天てん蓋がい、その隙間から俺は眼下の砦とりでの様子を確認する……あーあー、なるほどね。いかにも魔物が好き勝手しました、って感じですなぁ。

　檻おり。磔はりつけ台。半裸の女達。モンスターの姿はなく、だからなのか、女達は恐怖や怯おびえというよりは、今は不安げにその顔を見合わせているようにも思えた。心を読んでみようか……「連れていかれたあの子たち大丈夫かしら」ってところか。

　さて、どうなんだろうね。

　俺は目を細めて、これからのことを考えた。

　気配、周囲の素材の獲とり方かた、眼下のホームポイントであろう砦とりでの様子からして、ここを根城にしているＥＬＯのモンスターはおそらく一匹。勝利条件ははっきりしている。

　しかしその相手こそが問題だ。予想する限りでは、黒闇竜ダークナイトドラゴン。モンスターレベル50近い大物だ。モコからの進化１段目とか２段目をうろうろしている俺には……正直に言って、まともに戦って勝ち目があるとは思えない。

　純然たるスタート地点の差が既に全てを決定していた。アイテム０のモコからでは、どうあっても辿たどり着つけない領域に向こうはいる。今から黒闇竜ダークナイトドラゴンに匹敵するレベルのモンスターに進化しようというのはあまりにも時間が足りなすぎる。

　ならば、別の道を探るしかない。

　それは。

　それはいったい──？

「…………」

　俺は眼下の光景を見つめ続ける。

　何十人もの半裸の女達が卑ひ猥わいに囚とらわれている。それはいつも見てきたもので、これからも近くで見たいもので、事実、これからも近くで見るべきものだった。

　それに気付いたから、俺はにやりと笑う。

　黒闇竜ダークナイトドラゴンには及びもしない弱小モンスターのまま、勝つ方法。

　そんなものは、ない。不可能だ。




　──このゲームがただのＥＬＯだったなら、きっとそう言ってたんだろうな。
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- another vision -

place_status_〝這う天蓋の隠れ砦クリープフオート・地下室〟




　体育館ほどの広さもある、広大な地下室。

　壁には松明たいまつが焚たかれ、身を屈かがめて滑り込んできた邪悪なドラゴンの姿を暗鬱に照らし出している。その手にはおぞましい形状をした木製の器具がいくつか乗っており、さらにはその手の周囲にも似たようなものがふわふわと浮いている。

「ヒヒ、新しい玩具を持ってきたぜェ。上物はじっくり楽しまねぇとなあ。一気にヤっちまわないでよかったぜ」

　それらは彼が自分で作ったものであるらしい。イメージではないが、このドラゴンはそれなりに小器用に両の手も扱え、また魔法の念動力でその補助もできるようだった。

　セリス達は──地下室の隅で、手足に錠をかけられていた。外の女性達のように完全に剝むかれているというわけではなく、装備服の被害は半分ほどだった。つまりＨＰはまだ１ではなく、半分ほどが残されている。ただの楽しみのために。

　今まで目を閉じてぐったりしていた様子だったセリスが、そこでゆっくりと目を開ける。

「う……」

　それに気付いたホーリィが小声で聞いた。

「セリスさん。首尾は……」

　それは生物的な意味での目覚めではない。寝ね惚ぼけるということはありえない。だがしばらく彼女はぼうっと一つところを見つめていた。思考に没頭しているように。考えたくない何かを考えるしかないというように──どこか呆ぼう然ぜんとした表情で。

「セリスさん……？」

　何度目かで、ようやく彼女は自分に声がかけられていることに気付いたようだった。

　はっとして、ホーリィの視線に目元を歪ゆがませることで応える。

「ごめんなさい。首尾は……わからない。多分──」

「そうですか……」

「元々ダメ元、とラッパー調に韻を踏みながら気にするな、と慰めるフワワ」

「……それよりも、他に気になることを聞いたの。信じられないけど──」

　瞳を揺らし、さらに囁ささやくように言葉を続けようとするセリスだったが、

「おいおい、何ヒソヒソ話してやがんだ？」

　眼前では最優先の脅威が悠然と彼女達を見下ろしていた。

　セリスは唇を嚙かみながらそれを思い出す。

「いえ、ここを切り抜けないと。私達に『他』なんてない、わね……」

「お、わかったぞ。さては俺が一番興奮する悲鳴とか考えてくれてんだな？　いい心がけだぜェ。そうだな、あんま早く諦めすぎちまうのも薄味で好きじゃねぇな？　そこらへん気をつけて頑張ってくれ」

「くっ……」

　セリスが身を捩よじらせるが、拘束はもちろん外れない。ホーリィもフワワも、その目に諦めの色を浮かべてはいなかった。明確な希望があるわけでもなかったが。

　ただ──耐えようとしている。そうすることが唯一の抵抗であるかのように。

　ドラゴンは巨大な牙を剝むき出だしにして笑った。

「いいねぇ、まだ元気ありそうじゃん。希望は聞くぜ。まずどうして欲しい？　なあなあ？」

「っ……いたぶられて喜ぶ趣味は、ないわ。殺しなさい！」

「オホホーッ!?　スゲェ、マジで女騎士ちゃんが言ったよ！　クッ殺だよ！」

　一瞬きょとんとしたあと、ドラゴンは子供のように足をばたばたさせる。似たような反応をゲントもしていたような気がするか──この不快感の差は何なのだろう、とセリスは唇を嚙かみながら思った。

「まだ諦めないほうがよろしいと思いますよ、セリスさん」

「同感である、と油断したあいつの喉笛を嚙かみ切きる機会を窺うかがいながら頷うなずくフワワ」

　横の二人は小声で囁ささやいてくれる。体力が半分残っているとはいえ、現実なら間違いなく身体からだを抱えてへたり込んでしまうほどの露出度だ。二人の冷静さがありがたかった。

「クヒヒィ。でも悪のモンスターとしては、素直に言うコト聞いて殺すわけにもいかないんだよなぁ。じゃあこうしよう」

　ドラゴンの目に宿る嗜し虐ぎやくの光に、セリスが嫌な予感を覚えて──

「女騎士サマが素直に俺の玩具になってくれたら、その二人は何にもせずに帰してやるってのはどうだ？」

「……！」

　横の二人がはっとして、

「いけませんよ、セリスさん。罠わなです」

「もっとわかりやすく言うと噓うそに決まってる、と鋭い観察眼を見せるフワワ。信じろ」

　セリスはしばらく黙っていた。ドラゴンの目を見上げたまま。

　そして、ややあって、

「約束……してくれるのかしら」

「おお、そりゃもーう、もちろんの介すけだぜ？」

「セリスさん!?」

「おばかものー！」

　ホーリィとフワワの声は、意識的に耳に入れないようにした。わかっている。その確率の低さはわかってはいるが──提示されたのならば。人の正しさを信じたいと願う身であれば。

　信じないわけには、いかなかった。

　ドラゴンがその凶悪な爪を軽く伸ばし、セリスの足あし枷かせの鎖だけを切る。

　彼は何も言わず、視線だけで、すべきことをしろよと促してきた。

「……っ……」

　セリスは、唇を嚙かみながら。

　自由になった足に力を込めて、太ふと股ももを震わせて──

　見せつけるように、自ら視線を迎え入れるように、ゆっくりと、左右に開いていく。
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「そう、そうだッ！　いいぞ！　ヒハーッ！」

　そんなに楽しいのだろうか。

　こんなところが、そんなに見たいのだろうか。

　……彼も、そうだったのだろうか。

「────」

　目元を歪ゆがめたドラゴンが顔を近付けてくる。次に何をするのか。舌を伸ばしてくるのか、手にしている道具を使う気なのか。わからない。

　ああ、男の子の考えていることはよくわからない。人として正しいと感じているかどうかもわからない。どうしてこんなゲームをするのか、わからない。どうしてこんなゲームが存在しているのかも、わからない。

　偏見なのかもしれないけれど、男の子がやるならもっと格好いいヒーローの出るゲームでいいのではないか。そう、囚とらわれの姫のピンチに、颯さつ爽そうと駆けつけてくれる王子様になれるような──




「おいおい、なんかすっげぇ楽しそうなコトしてんじゃねぇか。俺も混ぜてくんねぇ？」




　突然聞こえてきた第三者の声に、セリスはばっと顔を上げる。

　そこで見えたものに、思わず、こんな状況だというのに笑ってしまいそうになる。

　囚とらわれの姫？　そして──駆けつけてくる、王子様？

　自分はなんて馬鹿げたことを思っていたのだろう。

　そこにいたのは、ただのモンスターだった。

　いや、ただの、どころか。




　触手をたくさん生やしたイソギンチャクみたいな、見るからに女の子を卑ひ猥わいに弄いじくり回まわすことしか考えていないような、最高で最悪にカッコ悪い──引きこもりの、魔物だった。
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place_status_〝這う天蓋の隠れ砦クリープフオート・地下室〟




　原始系触手族、モンスターレベル10。《ウッドローパー》は実のところ、弱い。モンスターレベル50の黒闇竜ダークナイトドラゴンと比較するまでもなく、普通に弱い。攻撃スキルも防御スキルも頼りないことこの上ない。身体からだと触手はツタや枝のような植物要素で構成されており、火にも激弱。

　それはもちろん、ＥＬＯプレイヤーなら誰だってわかっていることだ。

「ああん？　何だお前？」

「言った通り、混ぜてもらいに来たんだが？」

　ドラゴンは不服そうに鼻を鳴らした。

「ふざけんなザコ。ここは俺の縄張りだ。この獲物も俺のモンだ。出てけ」

　俺はおちょくるようにふにゃふにゃとツタの触手を踊らせながら、

「そんなこと言うなよ。一緒に楽しませてくれよ。デカパイ聖職者に無表情系ロリ、んで言葉足らずで助けてほしいのかほしくないのかもわかんない女騎士だぞ。レアじゃん」

「だからお前には渡せねえっつってんだよ！　俺とのレベル差もわかんねぇのか、初心者か!?　ブッ殺すぞ、消えろ！」

「え？　お前ごときが俺を？」

　爬は虫ちゆう類るいの眼めが細まった。

「……ざけんな。テメェ、ガチで初心者だな。それともただのアホか？　こっちはソロ戦場にも行けるぶっ壊れＯＰモンスター。ウッドローパーは弱ぇ美少女キャラエネミー剝むくぐらいしかできねぇクソザコ。勝ち目なんてねぇぞ」

　俺は笑う。

「そう、まったくその通りだ。ウッドローパーは他のＥＬＯプレイヤーとＰＶＰバトルするのには全然向いてない。美少女キャラエネミーの剝むきだけに特化したモンスターだからな。でもその代わり、女キャラの剝むき速度とか精密性とか範囲対象効果とかはなかなかのもんだぞ？」

「だから、俺にはそんな能力は意味がねぇって──！」

　そんなのは知っている。

「お前に対して意味ねぇのはわかってるっつーの。俺が言いたいのは」

　俺は無数の触手をぐーんと自らの後方に向けて伸ばした。この地下室に下りてきた階段のほうに。

「──こいつの得意技が効く相手が、ここにはたくさんいたって話だぜ？」

「なっ──!?」

　俺の触手が後方の暗がりで摑つかんだのは、柔らかでふにふにした女の身体からだだ。役得だが楽しんでいる暇はない。摑つかんだその身体からだを、速度を持ってこちらに引っ張ってくる。一度や二度、触手の一本や二本では足りない。手当たり次第に続け、ドラゴンの足下に送り込む──

「よくもやってくれたわね！」

「ブッ殺してやるわ！」

　それは、俺が事前に解放していた、数十人の戦力。

　ログアウトしてキャラデリされるのが嫌で。休憩リポーズモードの無操作状態中に殺されてキャラデリされるのも嫌で。不快な思いに耐えながら、それでも自分の分身を自分の心で護まもりたくて踏ん張り続けていた──勇気ある女達だ。

「ほーら、お前に恨みを持ってる女キャラがこーんなに！　なあ、奴隷化エンスレイヴしないで閉じ込めとくだけとかちょっと手ェ抜きすぎだったんじゃねぇかな!?」

「俺の捕まえてた奴らをッ……全員、改めて倒して剝いて、奴隷化エンスレイヴしただとぉっ!?」

　そう、俺が送り込む彼女達の大半には首輪がついている。下した命令は勿もち論ろん「戦闘参加」──主である俺と一緒の戦いを手伝うことを強制し、ステータスの上昇効果をもたらす。拒否すれば逆にステータスは低下するが、幸いにして俺が少し説得しただけでそれを選択する彼女達はいなくなった。これは彼女達にとっての復ふく讐しゆうにもなるからだ。

　運悪く奴隷化エンスレイヴが失敗した女達も一緒だ。首輪がなく、ステータスが上昇しているわけでもないが、自らの意志で彼女達はドラゴンに躍りかかっている。

「いつの間にやりやがった！　これだけの人数だぞ、俺が地下に入ってたぐらいの時間じゃゼッテェに無理──」

「そうだな。だから四、五人同時にやるしかなかった。そのためのローパーだぜ？」

「は？」

　ドラゴンが間抜けな声を漏らす。なんて小者臭。ロールプレイが甘い。

「いくらローパーでも、そんなん無理だ、無理に決まってるだろがボケ！　二人ぐれぇなら大道芸ネタレベルで練習してる奴もいるかもしれねぇが、四、五人なんてのは──両手足で車運転してるようなモンだろうが！」

「そのたとえで言うなら、ま、目をつぶって指先一つで運転できるくらいには操作に慣れてたからな。質より量って割り切れば意外にいけるもんだぜ」

「っ……何なんだ、お前、何なんだよ……！」

　そこでドラゴンは、自分に襲いかかる彼女達の姿にまた何かを思い出したらしい。

「待てよ──こいつらはＨＰ１だったはずだ。ＥＬＯでは死亡と同じ。干渉できねぇし、倒せねえはずだよな。わかったぞ、チートか！　テメェ、チート野郎だな！」

「人聞きの悪いこと言うな。ゲーマーに対する最大級の侮辱だ。ウッドローパーのもう一個の特徴、知らないのか？　身体からだが木でできてるからこその特殊スキルだ……装備が作れるんだぜ。大量生産品のゴミみてぇな服だが、俺がスキルで作れる《ウッドローパー・スーツ》を与えたら、一応服を着た、ってことで一桁には回復した。悪いと思ったがそこから改めて剝むかせてもらってＨＰ１にして、鑑賞モードに入ったってわけだ」

　ちなみに《ウッドローパー・スーツ》とは木の皮で作られた貫頭衣のようなものである。防御力は１、やはり火に弱く、利点と言えば……軽いのと、胸元側の穴が大きく開いていて前まえ屈かがみショットの期待値が高いことくらいだ。

　さらに言えば、武器の見つからなかった彼女達には俺の出した（というか触手を切り離すと自然にできる）《ウッドローパー・スティック》も持たせている。ひのきのぼう的なアレだが、ないよりはマシだろう。

「ふざけんな、ふざけんなッ──やっぱゴミだよテメェら！　んなカス装備で俺が倒せるか！くらえ──スキル〝黒炎の吐息〟！」

　ドラゴンがその牙の生えた口をぱっくり開き、炎・闇属性のブレスを豪快に吐き出す。距離を取っていた俺に届くことはないが、接近して攻撃していた囚とらわれの彼女達は為なす術すべなくそれに飲み込まれ──勢いで転んだり吹き飛ばされたりはしたが、それだけだ。

　ノーダメージで、つまり、死なない。

「なっ……これは……レーティングバリア!?」

「そう、死なないんだよ。服が限度まで剝がれてＨＰ１になってる奴は、俺達ＥＬＯモンスターと戦うときに限っては、もうそれ以上は脱げないし──死なない。お前が言ったことだぜ？　いやあ、ＥＬＯがエロ的にもグロ的にも十八禁じゃない健全ゲームでよかったよかった」

　とはいえ、さすがに彼女達に与えていた武器ステイツクは燃えてしまったものもある。だが代わりはいくらでも出せる。ぽいぽいと自分の触手を千切って投げてやりながら、

「ＨＰ１の奴が、ある状況下では最強になりうるなんて面白いな。羞恥心を捨てたレディ達は怖いってことかね」

　武器は笑えるほど貧弱。けれどそれを振るう兵士が死なないのであれば、少しでもダメージが通っているのであれば、繰り返すことで強敵を倒すことはできる。いわゆる蘇生特攻戦術ゾンビアタツクだ。

「っ──だが、所詮は１だ。他のＮＰＣモンスターの手が掠かすっただけで死ぬし──今の状況なら、間接的なオブジェクト激突の事故起こせば殺せるぞ、舐なめんな！」

　まあそうだな。たとえば今奴が暴れて天井から石材が剝がれて落下してきたとしたら、それに当たった人間は死ぬだろう。

「それぐらいのリスクはみんな承知さ。黒闇竜ダークナイトドラゴンは魔力操作スキルがあるから小回りは利きくほうだろうが……そんな都合良く環境キルだけ狙えるかぁ？　暴れてこの地下室自体が崩壊すればお前だって諸共に死ぬ。なかなか難しいぜ」

　喉の奥で炎を燻くゆらせるドラゴンが、ぐぬぅ、と呻うめき声をその炎の中に飲み込む。

「信じらんねぇ。死んだらデリートだ。そのリスクを負ってまで、ゾンビアタック的な情けなくてダセぇことまでして、テメェら、この俺をッ……！」

　それを聞いた半裸の彼女達は、ドラゴンに手数重視の攻撃を加える手は止めないまま、あるいは簡易魔法を行使しながら、ふんと鼻を鳴らした。犬歯を剝むき出しにして叫ぶものもいた。

「貴様がわしらに何をやったか、考えてみるがいい。当然であろう！」

「逆にこの子は礼儀正しかったわよ。この子、あたし達に何て言ったと思う？」

　ん。あ、待て、それはちょっとまずいぞ？

「『俺はＥＬＯやってた南みなみ井い源げん斗とと言います。クラスメイトを助けたいんで力を貸してください』なんてはっきり言われちゃあ、手伝ってあげないわけにもいかないでしょうよ！」

「それ、恥ずかしいから秘密だって言ったよねぇぇぇぇ!?」

　奴隷化エンスレイヴはあくまで『契約で縛る』ような役割のもの。強制的に彼女達を動かすものではない。だから──根本的には、彼女達の意志に頼るしかなかった。だから俺は奴隷化エンスレイヴの際、事情と理由をありのままに説明していたのだ。他言無用で。そう、他言無用って体ていでな！

　ああ、でも、そうだ。考えなんてズレて当然だ。彼女達は、プログラムで動いている美少女キャラエネミーではない。ゲームのキャラなのかもしれないが、その中には、人格を持ったヒトがいる。その『人間である彼女達』の協力がなくば、とてもこの敵には勝てないと思ったのだ。

「うおお、クッソ恥ずかしい……！」

　俺は顔を覆いたくなる気分で、彼女達のニヤニヤ視線から逃れるように胴体を動かした。あちらはそれなりに安定し始めた。今のうちだ。

　地下室の隅、鎖に繫つながれていたセリス達のところへ。特別な鎖や枷かせではなかったので、集中的に攻撃することでなんとか三人の枷かせを解くことに成功する。その間ホーリィとフワワがずっとニヤニヤしていたのが腹立たしかった。

「やはり優しい方でしたねぇ、ゲントさん」

「実にアオハルでキュンとする。若返った気分ですごちそうさま、とサムズアップするフワワ」

「うるせぇ！」

　最後にセリスの枷かせを破壊。彼女は自由になった手首をさすりながら、何を第一声にすべきか、こちらにどんな顔を見せるべきか考えているように下を向いてもごもごしていた。

　しかし唐突にその顔が持ち上がる。そこにはいつもの凜りんとした表情だけがあった。

「いくつか言わなくちゃいけないことがあるけど、後回しにさせて。今は他に優先すべきことがある状況でしょう」

「お、おう」

　セリスはドラゴンと人質達の攻防が行われているほうを見つつ、

「大丈夫？　被害を受ける可能性は少ないとはいえ、決め手に欠けるんじゃないかしら」

「決め手はお前らだよ。ほれ。お前らの武器っぽいの、外に落ちてたから拾っといたぞ」

「ヒュー。でかしてる」

　フワワには戦せん槌ついを、ホーリィには杖つえを、そしてセリスには騎士の細剣を渡す。

　一方、ドラゴンは事態を打開すべく、

「くそっ、数が多すぎんだよザコがッ！　じゃあ、こうだ──スキル《夜の眷けん属ぞく》！」

　一吼ほえ。と、その影の中から小さな何かが無数に生まれた。《屍闇の子竜デツドリードラゴ》──黒い翼を持った、不定形の闇で形作られた小さな竜だ。不気味な単眼で、闇でできた身体からだのそこかしこに骸の骨を覗のぞかせている。その骨の爪と牙にはそれなりの物理ダメージがあり、ランクの低い闇炎も吐くことができるのだが、今のそれらはその肉体そのものを武器とした。女達に飛びかかると、自らの身体からだの輪郭を失わせ、コールタールのように貼り付いて動きを完全に封じる。

　死にはしないものの、一人、また一人と彼女達の自由が奪われていく。

　当然のように、その小さな闇竜はこちらにも飛んできた。

　だが──避ける必要はなかった。一歩前に進み出たのは、ホーリィ・パガニーニ。

　彼女は何もしていなかった。ただ、うふふ、と笑っていただけだった。

「まあ可愛い。特にお骨がちらっと見えているところが奥ゆかしいですね？　一匹、わたくしのおうちで飼われてくれたりはしませんか？」

　その言葉のせいではなく、おそらくはただ、彼女がそこに存在していたというだけで。

　飛びかかってきた小竜がばちんとあらぬ方向に弾はじけ飛んだ。見えない壁にぶち当たったように。聖女の身体からだには一欠片かけらの闇も触れることはない。

　あらまあ、と哀かなしそうに、そして残念そうにホーリィが小首を傾かしげる。それを見ながらセリスが言った。

「〝セイントオーラ〟……あの子の生まれつきの対魔・対死し霊りよう系けい抵抗力よ。レベル差とか相性もあるとは思うけど、効果的な種なら今みたいに触れることすらできないわ。逆にダメージだって入る」

「あの風ふ呂ろ場でそっち系の進化を選択してなくて本当によかったと思ってるよ」

　本当にな。触ろうとしただけで吹っ飛ぶとかどんな強度のバリアだ。しかも無自覚で常時展開系のスキルだろうからタチが悪い。

　だが──（彼女自身には不本意なものだろうが）その圧倒的な聖女としての性質は今はひどく頼りになる。黒闇竜ダークナイトドラゴンは使役魔法系にも手を伸ばしている飛竜種だが、扱える眷けん属ぞくはああした闇・死し霊りよう系けいのものばかりだ。

　つまり彼女がいれば、その弱点をつくことも可能。

　ホーリィは眷けん属ぞくに捕らわれていた一人の女性のところに近付き、杖つえを一振り。それが軽く触れただけでコールタール状の闇は弾はじけ飛んだ。そしてさらに、

「ゼオースの詠えい唱しよう秘ひ蹟せき、《夜明けの紫陽花あじさいの透明な価値について》」

　杖つえに光が生まれ、それが生き物のように、女性の手にした剣へと伝でん播ぱしていく。

「これは……神聖強化エンチヤントか！」

「可愛かわいくて小さな竜さんはそれで弾はじけるはずですし、あの大きなドラゴンに与えられるダメージも少しは高くなると思いますよ」

「ありがたい！」

「司祭、私の武器にも頼む！」

「こっちもだ！」

「別にわたくしは司祭ではないのですが、了解です～」

「あー、俺のスティックも追加して出しとくからな。武器のない奴はこれをホーリィに強めてもらってくれ。ひのきのぼう＋１になるぐらいだが、何もしないよりはマシだ」

　適当にウッドローパーの触手を切り離し、ホーリィの足下に転がして供給。これだけあればまあ足りるだろう、と頷うなずいたところで、横にフワワが立った。

　にょき、とそのリトルな腕を伸ばしてきて、ボンヤリ顔で、

「フワワもそろそろ行く。その前にじゃんけん勝負を求めるフワワ」

「またぁ？」

　いつかもそんなことがあった。まさか本当にじゃんけん士というわけでもあるまい。俺の困惑をよそにフワワは一方的に構えに入る。ええい。ローパー触手をとりあえず五本集めて拳状にして、

「じゃーんけーん──」

　俺はぐー。

　彼女はちょき。

「ちぇっ。残念、と肩を落としながら戦場に向かうフワワ」

「オイ待て、さすがにもう見過ごせないぞ。絶対意味あるよな？　なんだこれ？」

「……」

「助けてやったのをちょっとでも恩義に感じてるなら喋しやべれよ。なんか気持ち悪いだろ。お前が勝ってたら何が起こってたんだ？」

「ふむり。正直に言えば──その場合、ユーはパワーアップできてた」

「いいことじゃねえか、と笑顔で頷うなずくとでも思ったか。デメリットは？」

「ユーはフワワのものになります、と告白するフワワ。命令には絶対服従、フワワがその背に乗ってユカイにライディングできるような。心配ごむよう、じゃんけん程度の対決の結果なら数分ぐらいしか効かない」

　はあ？　なんだそれ。そんなのは──待てよ、一瞬だけＧＰＳをやったときに職業一覧で見た覚えがあるぞ。確か、魔物に対して何かで『勝利する』ことで、その難度に応じた支配権が生じるスキル云うん々ぬんの──ハッ。

　俺はババッとフワワから距離を取って、

「！　さてはお前、魔物使いか!?　危ねぇな、俺のことを飼い慣らしテイムしようとしてたのか！」

「てへぺろ」

「真顔で言うな。こないだのじゃんけんのときも、俺は気付かないうちに生殺与奪を握られるところだったのか……！　こえぇ……」

「というのは冗談かもしれない、と混乱させてみるフワワ」

　もうわけがわかんねぇな。

　そうして彼女は戦場に向かって歩き出し、俺からは表情が見えなくなる。届いてきたのは言葉だけだった。

「ホーリィに強化してもらって、ばちこーん、とやってくる。動きを鈍らせるのを重視するから、とどめはまかせた」

　任されたのは、当然、俺ではない。

　ひ弱で醜いモンスターではない。

　軽く深呼吸しながら俺の真横まで歩み出てきた──一人の女騎士だ。

　今まで囚とらわれていた以上、いろいろあったのだろう。ホーリィ達と同じく、彼女の装備も半分ほど剝げている。完璧ではなく、完全でもなく、危うい箇所ばかりの少女。

　それでも、彼女の眼まな差ざしは、彼女の在り方は、騎士だった。

「いけるか？」

「いけないと思うの？」

　言わずもがなの問いが、逆に切り捨てるように問い返された。

　俺は苦笑する。

「……いや。俺なんかが戦うより、よっぽど頼りになるか」

「そうよ。悪のドラゴンを倒すのは人間の騎士の役目。たとえ君がそのへんてこな姿じゃなくて、もっと強い魔物だったとしても──多分、本当は、魔物同士が戦うのはおかしいのよ」

　だから、と彼女は続けた。

　さらに一歩。ゆるやかに跳ねる髪。

　視界から外れる間ま際ぎわ、最後に残っていた彼女の表情は。

　今まで見たことがない眉で、今までに見たことがない頰で、今までに見たことのない口元。

「大人しく下がって見てなさい──間違えて斬り殺されたくなければね」

　ただしそれでも、その台詞せりふが、彼女の冗談だったのかそうでないのかを判断することはできなかった。

　俺の言いたいことは二つだ。

　冗談なら冗談でもっとわかりやすく言え。

　それから──そんな顔をするときは、少しはこっちにも心の準備をさせろ、かな。
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　負ける要素はないのだから、勿もち論ろん勝ったのだった。

　少しだけヤンチャをしてしまった黒闇竜ダークナイトドラゴンクンのＨＰゲージがゼロになって消えるまで、あまり盛り上がりはなかったが……仕方ないだろう。戦いは始まる前から既に決着している的なアレだ。

　ただ、最後のトドメの光景は、正直美しいと思った。ホーリィの神聖強化エンチヤントで光輝く剣を、倒れたドラゴンの頭に両の逆手で突き刺すセリス。まるで西洋の宗教画のようだった。

　そして死亡して消え去る間ま際ぎわ、こちらのステータスを見た（名前を覚えて暴言フアンメールでも送ろうとしたのだろう）らしいヤツが「ゲント・サザンウェル……？　クッソ、道理で、ンな奇策……本物かよ……！」などと呻うめいていたので俺の自尊心もほどよく満たされた。

　そんなわけで、俺達は勝利の余韻に浸りつつ地下室を、さらには廃砦を脱出した。まさに夜明けの瞬間、複雑怪奇な色合いの世界。清すが々すがしい気分だ──とでも言うと思ったか。「で、どうなん、ボク？」「ただのクラスメイトとか噓うそでしょ？」「どんな関係？」「若いのぅ」なんて井戸端会議気分のレディ達に囲まれて歩くのは拷問に等しい。今時のネトゲは学生やゲーマーとかじゃなくて『暇な主婦』って立場のプレイヤーも一定層いるらしいからな。野次馬のプロだ。ちなみにセリスは最後尾で完全な安全圏に退避していた。卑ひ怯きような。

　そうして、砦とりでの外、磔はりつけ台などが作られていた前庭のような場所にまで出たときだ。

　ドッコドッコ、と無数に重なるリズミカルな音が聞こえた。

　蹄ひづめの音だ。

　そして馬に乗った一団が姿を現すまでにはそう時間はかからない。ただし俺はその先頭にいる人間に気付いた瞬間、ウッドローパーの姿を止めて無言でモコに逆進化し、女達の後ろにコッソリと隠れた。体積の小さくて目立たない姿ならなんでもよかった。

　一味の先頭にいた人間の名前は、確か……ドレスデン・ガーフィールド。セイフウィンドの騎士団の団長。輝く銀の鎧よろいを身に着けた完全装備。

　その後方にいる仲間達の中にも、似たような騎士の姿があった。ただし全員ではない──むしろ数としてはそちらのほうが少ない。別の繫つながりか、あるいは傭よう兵へいでも雇ったのか、馬に跨またがっている者の大半は、髭ひげ面づらだったり筋肉剝むき出だしだったりと、騎士らしからぬ粗野な姿をした者達。

（…………？）

　俺はその光景に違和感を覚えたが、そこに何か言語化された理由が生まれるより早く、

「団長」

　セリスが彼らの前に歩み出ていた。

「……救出に来てくださったのですか」

　ドレスデンは嘆息したように肩を上下させてから、厳いかめしい真顔で、

「そうだ。事情が変わった。酒場の主からお前達が向かったという情報も聞いたしな」

「それは……すみません」

「なに。言いたいことは多々あるが──」

　彼は馬上で視線を巡らせたようだった。何十人もの、半裸の女達。格好はともかく、表情は皆、晴れやかだ。

「どうやら、無事でよかった、と口にすればそれで済んでしまう状況のようだ。危険な魔物はここにいて──首尾よく倒せたのだな？」

「はい。いろんな人に、助けてもらって」

『人』には含まれなさそうなヤツがここにいるけど、ま、いいだろう。感謝されたくてやったことでもないし……彼女の中では誰がどんな区分に含まれてるのか知らないし。

　それよりも、俺はまだ違和感が気になっていた。どころか、先程より強くなっている。しかも一つではなさそうだ。重奏の違和感。

（……ああ）

　見つからないようにというのを最重要視して、輪の外から客観的に見ていたのが功を奏したのだろう。ようやく──見えてきた。

　対比だ。こちらには女達しかいない。そして、向こうには。

　ドレスデンが連れてきた奴らには、男しかいない。

　それが違和感だ。セイフウィンドの街に行ったときに聞いた。ＧＰＳ側のキャラクターで合一ユニオンに巻き込まれたのは、なぜか女のほうが多いと。確かに街の光景もそれを裏付けていた。

　だったら、俺達側が女だらけなのは、普通。

　しかしそれは逆に、向こうが男達だらけなのは──なぜだ？

　今の状況なら、そこに何かの意図がなければ、そうはならないんじゃないか？

　ドレスデンは一同の無事を確かめていた視線を、ゆっくりとセリスに戻した。

　そこにあるのは、功労者として彼女を労いたわる目ではなく。

　命令違反の独断専行者として彼女を責める目でもない。

「ああ、本当に無事でよかった。もし君がいなくなっていたら──」

　そして俺は、背筋に重なっていたもう一つの違和感にも気付く。

　セリスだ。

　敬愛する騎士団長が助けに来てくれたというのに、どうしてか、彼女は。

　表情を僅かも緩めることなく、まるで睨にらむように、ドレスデンの顔を見上げ続けていたのだ。

「わざわざ来たのに、楽しみがなくなっていたところだった」

　その刹那、きん、と澄んだ金属音が鳴った。

　俺達は見る。啞あ然ぜんとして見ている。

　肩口に振り下ろされたドレスデンの剣を、セリスが素早く反応して抜いた剣でかろうじて受け止めている光景を。

　剣に込めている力は、おそらく僅かも抜かないまま。ドレスデンが小さく首を傾かしげた。

「ほう？　よく反応した。いや……わかっていたか？」

「──信じたくは、なかったけど」
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　剣を押おし止とどめながら、セリスは彼を強い目で睨にらんでいた。

「ジュスティリスにとどめを刺して殺したのが貴方あなただというのは、本当なのね」

　その名前は、どこかで聞いたことがあった気がする。街に行ったときだろうか？　騎士団が森に討伐隊を出したとき。セリスとは違って、帰ってこられなかった被害者──

「貴方あなたは知らないと思うけど、私は彼女とリアルの連絡先を交換していたの。さっき休憩リポーズモードになっていたとき、メッセージが届いていたことに気付いて……電話したら、詳しく教えてくれたわ。森の中で二人きりになってから、貴方あなたが彼女に何をしたか！」

「なるほどそうか、死んでキャラがデリートされたとはいえ、現実での動きはどうしようもない。元々、時間の問題だとは思っていたがな」

　ドレスデンは、無骨な作りの顔はそのまま、唇だけを持ち上げて。

　おそらく、この場にいる誰もが初めて見る顔で、笑っていた。

　対照的に、セリスは激げつ昂こうしたように、

「彼女は泣いていたわ！　なぜそんなことをしたの──答えなさい！」

「それはもちろん、楽しいからだ」

　ドレスデンは平然と即答した。笑みを浮かべたまま。

「ああ……実のところ、ずっと不満だったのだ。ＧＰＳはリアルさを売りにしているわりに、誰かの死はデータ上の『打破』にすぎなかった。真の意味での死体などなく、痛みもなく、ただのゲームオーバーとリスタートにすぎなかった。だがこの世界では正しく肉体というものが、そして服や装備というものが、『そこに三次元的に在るオブジェクト』として構築されている。ＥＬＯ側のシステムを組み込んだが故の素晴らしい副産物だろうな」

　大きな肩が揺れる。人倫を守るべき騎士の肩が揺れる。

「そこに手を伸ばせるのは……ふふ、もう一度言うが、本当に楽しいことだ。楽しいゲームだ、これは。今しかできず、二度とできないかもしれない、理想のゲーム。だから──」

　それから彼は、剣を持っていないほうの腕を持ち上げて、

　背後の仲間達に何かを示すように、くい、と手首を動かした。

「だから、我慢することはない。現実で我慢している俺達だからこそ、我慢することはできない──さあ、時間はないぞ。やりたいことを始めるといい」

「よっしゃあーっ！」

「待ってましたッ」

　馬が走り始めた。あるいは、馬を下りた男達が走り始めた。

　こちらに。砦とりでを出たばかりの、半裸の女達に向かって。

　そして、剣を抜いて、斧おのを持って、舌なめずりをして──飛びかかっていった。

「えっ、なに、やめッ……」

「きゃああああっ!?」

　騎士風の男も、戦士風の男も、神官風の男も弓使い風の男も関係はない。

　それぞれがそれぞれのやり方で、思うまま、彼らは。

　陵辱を始めた。

　体重をかけて圧のし掛かるもの。彼女達の残り少ない衣服を剝ぎ取りにかかるもの。手加減のない拳を腹に埋め込み、吐と瀉しや物ぶつを嬉うれしそうに浴びるもの。そして──笑いながら、短剣で女の胸を一突きにするもの。

　ホーリィやフワワ達など、反撃しているものもいるが、それは装備や残体力の状況がその抵抗を許している奴らだけだ。数はけっして多くない。

「なっ、何をするの!?　やめなさいッ……やめさせて！」

「馬鹿なことを。俺達はこれをするためにここに来たというのに」

　満足げに首を回していたドレスデンが、ふとその動きを止めた。視線はまっすぐに俺を向いている──ヤバイ、バレた。

　俺がその背に隠れていた女性は、迫る男達の暴力から身を翻ひるがえして逃げようとしていたところ。だから隠れきれなかったのだ。俺は慌てて飛び離れようとしたが──それよりも先に、ドレスデンが空いた手で投げてきた投とう擲てき剣けんが彼女の喉元に突き刺さった。

「ふん、魔物がまだいたか。人間を盾にするとは邪悪だな」

「人聞きの悪いことを言うな。邪魔だから先に前にいるほうから殺しとくか、って狙いだったろ今の」

　俺は最弱モンスターであるモコの姿のまま、騎士団長と対たい峙じせざるをえなくなる。

「ＥＬＯ出身のモンスタープレイヤーか。……羨ましいだろう？　ＥＬＯのモンスターは『ダメージ』と『服を剝ぐ』という概念を完全に一致させられたシステムの制御下にあるが、俺達ＧＰＳプレイヤーにはそれはない。だから俺達は、俺達だけは、ただのオブジェクトとして普通に下着を破り、剝ぎ取ることができる。お前達には越えられない一線を容易に越えることができる」

　ああ、言われてみれば理屈はわかる。ＥＬＯおれたち用に存在するゲームシステムは、最後の倫理の壁であるレーティングバリアすらも、ＧＰＳの男達やつらには適用されない。ＥＬＯには男の人間など存在しないからだ。ＨＰ１の無敵も、パンツの限界性も意味を為さない。奴らは完全にそのシステムの外にいる。

　だから──やるというわけか。

　俺達にはできないことを。

　同じ人の手で。

「ああそうかい。そいつは素晴らしく羨ましいね」

　不思議なことに、逃げよう、なんて考えは微み塵じんも頭に浮かんでこなかった。

　ドレスデンの顔を睨にらみ続ける。視線を逸そらしはしない。逸そらしてたまるものか。

　そうだ、相手の強さとか、自分の弱さなんてものがどうでもよくなるほどに。

　俺は、本当に、心の底から──

　ムカついていたのだ。
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　ばきん、と鋼が擦れる音がして、拮きつ抗こうしていたセリスとドレスデンの剣が離れた。セリスは後方に飛び退すさり、ドレスデンは悠然と馬を下りる。

「ああ……いい。いいじゃないか。女の悲鳴、泣き声、裸、死、絶望……ずっとこうしたかったんだ。正義ぶるのはもう止めだ」

「まるで今までが完璧な正義の味方だったような言い草だな」

　吐き捨てるように俺が言うと、ドレスデンはまたにやりと笑って、

「セリス。お前も知らないだろうが──リアルの俺は警察官だ。ああ……事件現場に行くたびに、凄惨な現場を見るたびに、俺は鬱屈した思いを抱いていたんだ。奴らはどうしてこんなことをするんだろう、理解できない、と」

　セリスは油断なく剣を構えたままでいる。敬愛すべき人物だったはずの団長を睨にらんだままでいる。周囲の惨劇をどうにかしたいという思いもその視線の動きから見て取れたが、油断すると彼女も容易たやすくその一部となってしまうのは確実だった。

「理解できなかったから、どうしても理解できなかったから──逆に、だ。ひょっとしたら、楽しいんじゃないか、と思った。そこには抗あらがえない欲望が潜んでいる気がして、興味が出てきて、ああ、ずっと抑え込んでいたのに──」

　ぐふ、と、堪えきれなくなったかのように肩を揺らして、

「それが実際に体験できるなんて、夢みたいじゃないかッ！　相手は本当の人間！　でもゲーム、所詮ゲーム！　何をしても罪に問われることもない、ただ悪が体験できる世界ッ！　素晴らしい、素晴らしいだろう、ここは最高の世界だとは思わんか！」

「思わないわ。まったくね」

　対照的なテンションで、冷たく答えるセリス。

「貴方あなたは正しい騎士だったはず。合一ユニオンがあったあとも、立派に人助けをしていたわ。どうして今になって？　しかも、こんな徒党を組んで……言い訳のしようもない形で」

「そうだな。今までは、この世界に来ていた男達かれらと本音を出し合える匿名の場所を作り、来るべきときのために準備をし、秘密裏に遊んでいただけだった。が──事情が変わった」

「事情？」

「それにより、後のことなどどうでもよくなった。行動に移すなら今しかないのだ」

　俺は胸中で舌打ちした。奴の論理が理解できてしまったからだ。

「公式のメンテ予告か。あれはこのイレギュラーな世界を、たとえその過程で被害が出ても解決しようって強い意志が見えた。つまり──メンテの時刻になっちまえば、もうお前達がこの理想の世界で遊ぶことはできなくなる。実際の人間相手に陵辱も殺しもできる世界が失われる。その前に、まだリアルな女がここにいるうちに……最後に、欲望を発散しときたいってわけか」

「遊ばないうちに遊び場が閉鎖されては勿もつ体たいないだろう？」

　それがさも当然のことであるかのように、彼は肩を竦すくめた。そして、

「そこで俺が一番遊びたかったのはお前だ、セリス・イージスハート。ずっと興味があった。ずっと、見てみたいと思っていた。いつもお前は、あるいは俺以上に正しい騎士だったから──興味があった。お前は陵辱の果てに死ぬ瞬間に、どんな顔を見せるのかと」

「っ……」

「ああ、森で行方が知れなくなったときは羨んだものだ。後悔したものだ。こんなことならもっと早くに俺が殺しておけばよかった、と。しかし──よかった。お前は森を生き延び、また、ここでも生き延びた。まるで運命だ。俺を楽しませてくれる運命にあるのだな、お前は」

　気配が変わった気がした。

　彼が手中の大剣を握り直す。その視線を、破れかけの装備から胸や太ふと股ももを零こぼしかけているセリスの身体からだにまとわりつかせる。もう、いつ距離を詰めてきてもおかしくないと思えた。

　こちらにその歩みを押おし止とどめる術すべはあるのか。

　セリスは微かすかに腰を落とし、横にいる俺のほうを見ないまま、

「……君は逃げて。あの人は騎士団の誰よりも強い。技術以前のレベル差がありすぎて、私でも太刀打ちできない。ここにいたら本当に殺されるわ」

「だからこそだろうが。あいつが遊びたがってるお前だけ残して逃げたら、お前完全にヤられちまうぞ。何されるかは知らんけど」

　実力的にその未来が確定してしまうというのなら、それは俺がやったのとほとんど同じになっちまうじゃねぇか、と思った。俺が逃げたから。俺がこいつを見捨てたから。何回もこいつを剝むいた俺が、似たような恥辱を与えた俺が言うのもおかしな話だけど。

　ああ──そうだ。

　ようやく、さっきからずっと胸の奥で燻くすぶっている苛いら々いらの原因がわかった気がした。

　そう、俺がやるのはいい。そうじゃないのが問題だ。

　だから、退ひけない。

　俺はドレスデンを睨にらみつつ、頭をフル回転させる。

　力が欲しい。諦めるわけにはいかない。今は最弱モンスターであるモコの姿。ここからドレスデンに勝てるルートを探さなくてはならない。薄いものでもいい。この際、可能性だけでもいい。何か、何か、何かないか。頼む、何か──せめて、何かの希望に縋すがらせてくれよ──！

　そのとき視界の端で何かがひらりと動いたのが見えた。

　セリスの、破れかけのスカートだった。

　希望。仮にそれがあるとすれば、その場所は。

「──セリス。頼みがある」

「なに」

　俺はごくりと唾を飲み込んで、一息に、続けた。




「パンツを触らせてくれ」




　答えは予想通りだった。こちらを見ることもなく、彼女はドレスデンを警戒したまま、

「……君は馬鹿なの？」

「馬鹿かもしれない。でも説明してる時間がない。ただ触るだけだ、それ以外は何もしない。そうさせてくれたら１％くらいは逆転の目があるかもしれない。レアドロップと一緒ぐらいの確率だ。俺はレアの掘り運はわりといいほうだと思ってるぞ」

「私はドロップ運なんて信じてないわ。１％の確率は１％の確率でしょう」

　くっ、これだから委員長様は。頭が固いデジタル人間特有の思考だ。

　だが──その確率以前の第一関門は、彼女の視線が一瞬だけこちらを向くことで意外にも速やかに突破された。

「よくわからないけど、君がふざけて言ってるんじゃないことだけはなんとなくわかるわ」

「じゃあ」

　ぷい、と彼女の視線が前に戻る。言葉は小さく、短く、

「──好きにすれば」

「さんきゅ」

　俺は彼女の後ろに回り込む。ドレスデンの動きを警戒しながら、ぺろりと彼女のスカートをめくり上あげた。「んっ」と彼女の尻が震えたが、振り向こうとはしない。ドレスデンは怪け訝げんそうに眉を寄せている。邪魔さえしてこなければどうでもよかった。

　俺はモコの手を伸ばし──剝むき出だしになったセリスの尻、そのパンツにそっと触れる。ぬいぐるみじみた手だからまだよかったのかもしれない。リアルな人型のゴブリンとかの手だったらもっと生々しい絵面になっていた。

　意識がそこに自然と収束していく。柔らかな布の感触。その下にある、これさえあれば雪山で遭難しても生き延びられそうな、確固たる肉の厚みと温度。押せば沈み、揺らせば震える、自由に満ちた──ふかふかでぷにぷにの尻。

　パンツを引き下ろそうなどという気はない。ＥＬＯモンスターである俺には無理な話だ。それができるのは、衣服破壊システムの外にいるＧＰＳ側のプレイヤーのみ。ただ、触れて──調べる。念じながら、祈りながら、システムウィンドウを展開して隅から隅まで調べる。

　ダクバの言っていたことが正しい可能性。俺のインベントリに唯一残っていた蘇そ生せいアイテムの布が、その成れの果てが、俺の全アイテム記録を圧縮したものであり──そしてそれが、この形のままでもアクセス権を維持したままでいる可能性。

　だったら。もしそうなら。

　全てを取り戻すことはできないにしても、直接手を触れた状態であれば、あるいは──




　……暗がりを慎重に搔かき回まわす、イメージだ。そこは想定よりもずっと深く、混こん沌とんとしていた。伸ばした意識の指先で触れるは不規則の感触、不規則であることに価値を持つ襞ひだのよう。襞ひだの一つ一つを搔かき分わけ、弄いじり、求めているものを探す。それに触れるたびに、指先でつつくたびに、彼女が少しだけ身を捩よじらせて子犬のような吐息を漏らす。まだだ。我慢しろ。俺は加減などしない。さらに暗がりの奥底へとまさぐりの手を伸ばし、欲しいものがあるのだと、まさに欲望のままにそこを玩弄した。

「まだ、なの？　早く、して……」

　それは懇願のように聞こえる。俺の中にどくんと熱が入る。間違えるわけにはいかない。手加減するわけにはいかない。顔を近付ける必要があるならそうしよう。匂いを嗅ぐ必要があるならそうしよう。味を確かめる必要があるならそうしよう。そのうえで、急げ。彼女もそれを望んでいる。もっと早く指を動かすべきだ。至りたい瞬間へ至らせるために。だから俺は、さらに速度を上げてその中を搔かき回まわして、搔かき回まわして、また彼女が喉を震わせて──




　そうして……俺は、そっとセリスの尻から手を離す。

　だというのに、また「んっ」とセリスは身体からだを震わせた。何だ名残惜しいのかよ。

　正義の色に光り輝く鎧よろいを軋きしませて、街を守るための騎士の大剣を手に、ドレスデンがこちらに向けて悠然と歩き出してきていた。だから手を離さざるをえなかったのだ。

「あいつは俺が引き受ける。お前はみんなを助けてこい」

「なっ……？」

　セリスが驚いたように首を捻ひねる。

「あいつを倒すことが最優先事項じゃないよな、騎士様。このふざけた状況をどうにかするのが一番のはずだ。お前は困った人達を助けるのが使命で、ここには困ってる奴らが周りにいっぱいいるだろ」

「……」

「役割分担だよ。俺はここで一番強いこいつを倒す。お前はここで一番面倒臭い仕事をする。大変なのはどっちも変わらないさ──ヒャッハーしてる男達を何十人も処理しなきゃいけないんだぜ。楽しんでるところを奇襲できたら楽かもしれんが、みんなそうってわけにもいかないだろ。ホーリィ達にも手伝ってもらえよ」

　純粋な時間で考えれば、ほんの一瞬のことだったのだろうが。

　俺達はしばらく視線を戦わせていた。

　騎士とモンスター。人間と魔物。

　そんな間柄からすれば到底その戦いには使えないはずの言葉で、彼女はそこに決着をつける。

「信じて──いいのね？」

「信じろよ。俺だってお前を信じてるんだ。あの山賊の親分みたいなレベルのお前のＰＶＰスキルがあれば、悪党集団にもまあ負けはしないだろうってさ」

「人聞きの悪いことを言うのは止めて。……でも、そうね」

　彼女が息を吐き、軽く背筋を伸ばすようにする。

　今まで見えていなかった場所に、改めて視線を届かせようとするように。

「どれだけ怖くて恐ろしい人の悪意の中でも……間違っていることは間違っているって。そんなことをしてはいけないって、自分一人でもそう言えるような人間になりたくて。そんな強さが欲しくて──私は、ここにいるんだったわ。だから、それはこのときのために準備してた力なのかもしれない」

「じゃあ迷う必要はないな」

　そこからの動きは早かった。

「ええ。……あとはお願い。またね」

　それきり一度もこちらを振り向くことなく、セリスは走っていく。

　その潔いさぎよさは、とても彼女らしいなと思った。
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　眼前でドレスデンが深い溜ため息いきをついた。

「困ったものだ。多勢に無勢、おそらく彼女に未来はない。一人二人は助けることができるかもしれないが、それまでだ。いずれ力尽き、彼女も陵辱の餌え食じきになる……ずっと彼女を狙っていた俺の楽しみが取られかねない。さっさとお前を片付けて追わねば」

「女を殺したり剝むいたりするのが、そんなに楽しいのか？」

　俺は奴の目をまっすぐに見ながら言う。

　近接戦闘という概念に関して最適なバランスで形作られているであろう肉体。黒闇竜ダークナイトドラゴンすら一撃で両断できそうなほどの強度と破壊力を予感させる大剣。彼が魔物達にとっての死神であろうことは間違いなかった。遠くから見ただけでも手を出してはならないと確信できる威圧感を持っていた。

　それでも、俺は目を逸そらさない。その必要がない。

「おやおや。お前にわからないはずがあるまい」

　彼は自らの楽団を誇る指揮者じみた仕草で両腕を軽く広げた。

　周囲で奏かなでられているのは男声と女声、そして無秩序という楽器のアドリブセッション。下卑た笑い声、甲高い悲鳴、刃が肉を裂く音、打撃音、断末魔、懇願、命乞い、やめてたすけてたすけてそんなことしないでうるせぇ──

「皆、実に楽しそうじゃないか？　普段は心に押おし止とどめていた自由に──不自由に、か──？　とにかくそれに浸ることは、勿もち論ろん何よりも楽しいことだ。……む？」

　そこで一人の少女がふらふらと逃げてきた。自分がどこを走ってどこに向かっているのかも理解していないのだろう、息も絶え絶えで、目の焦点も合っていない。それだけ必死に、無我夢中にこの地獄から逃れようとしているのだ。しかしもちろん衣服は既に全裸一歩手前、ＨＰは１。自慢だったであろう長い栗くり色いろの髪はぱっと見でわかるほど不自然で不ふ揃ぞろいな形で切られており、すぐ殺したくはないが虐いじめて楽しみたいという誰かの不快な意図が見て取れた。

　とん、と彼女はたまたま進路にいたドレスデンの胸に飛び込んだ。きっと彼女はそれが誰かもわかってはいない。虚うつろな泣き顔を上げて、しゃくりあげるような声で、

「あ、たす、たすけ、て……」

「ふむ」

　彼女を抱き留めた形のまま、ドレスデンは一つ頷うなずきを返し、そしてそのまま大剣の先端で彼女の腹を貫いた。貫通。血ち飛沫しぶき。跳ねる白い身体からだと悲鳴。

「おお……うむ……いい感触だ。実にいい。正直、興奮する。なかなかできる体験ではない」

　大剣を腹に貫通させたままだというのに、彼は愛おしそうにその女性の身体からだを抱いたまま、あまつさえ空いている手で彼女の胸を無遠慮に揉もんだ。大剣の角度を少し変え、また女性が身を捩よじって悲鳴を上げ、その動きが掌てのひらに伝えてくる曲線の具合の変化を楽しんでいる。

　彼は吐血する彼女の耳元に口を寄せ、耳じ朶だの味を舌で堪たん能のうしながら、

「ああ、まったく、新鮮だ。現実でこんなことをしたら完全に猟奇犯罪者だ。逆に言えば、君もレアな犯罪被害者の気持ちがわかったのではないかね？　もし現実で性犯罪被害にあったら泣き寝入りせず通報するように。その前段階としての相談所もある。利用したまえ」

　次の台詞せりふは大剣を振り、彼女の死体を適当にそこらに投げ出しながら発せられた。

「可愛かわいい子だった。顔も好みだし、身体からだつきもそそる。やはり女子高生あたりが一番の食べ頃だ、メインディッシュのセリスがより楽しみになってきたな」

　地面に倒れた、名も知らぬ少女の虚うつろな表情。消滅を待つだけの死に顔。無意識に、俺の中で、それがドレスデンの口にした誰かの顔と重なる。

「お前ッ──！」

　身震いした。あまりの身勝手さに、醜悪さに、身体からだの芯が熱くなった。

　その熱はずっとあった。

　ただ、もう我慢ができないほどに、火が入って燃え盛り始めた。

　何してんだよ、と思う。口からも、その思いが漏れる。

「本当に。何やってんだよ、お前……」

「楽しんでいるのだ。女にとどめをさせるのは俺達ＧＰＳプレイヤーだけの特権のようだが──どうあれ、可愛かわいい女に男の一方的な欲望をぶつけるのは楽しい娯楽だ。言った通り、お前が、ＥＬＯのプレイヤーが、それは一番よくわかっているはずだが？」

「……ああ。だからだよ」

　だから、言わせてもらうぜ。

「警官なんてご立派な身分のくせに、モンスターみたいなことしてんじゃねぇよ。お前だけじゃない、ここにいるＧＰＳプレイヤーの男全員に言ってやる──」

　耳に届くのは、依然、悲鳴。笑い声。肉と心の裂ける音。

　地獄を音で表現しろと言われたら、きっとこれが答えだ。

「お前らは、アホか。何やってんだよ。人間が人間を襲ってどうすんだよ！」

　ドレスデンは唇を曲げ、

「言葉遊びか。お前のような魔物ならば良いと？」

　と嘲るように聞いてきた。俺は拳を握って、

「そうだ。それは魔物のやることだ。真面目に働いて、勉強してるみたいな──ちゃんと生きてる、生きられてる人間がやることじゃない。落ちこぼれて脱落した、まともに生きられない魔物クズにしか似合わないことだ」

「独占するのは止めてほしい。魔物は同じ魔物との間だけで繁殖しているわけではないだろう。人間の女を可愛かわいいと思うからこそちょっかいをかけているはずだ。可愛かわいいと思う女に手を伸ばすのは共通の心理だと、貴様自身が証明しているのではないか？」

「覚悟の話だよ、くそったれ。俺達みたいな世界不適合のクズオタクはな、暗いとか気持ち悪いとか罵られながら、それでもどうしても、やっぱり可愛かわいい子が好きなんだ」

　世界は理解できないことだらけだ。クラスの中で笑いたくもないのに笑わなきゃいけないのとか。本音と建前を使い分けなきゃいないのとか。現実こそが理不尽で無理ゲーだ。

　でもそんなのは当然の話で、その当然なことに適応できない自分達のほうがおかしいのなんてわかってる。誰に言われなくてもわかってる。

　だからこそ、俺達は「自分達でもわかるもの」を大事にしたいと思うんだ。どれだけ簡単で、当たり前で、子供じみたものでも、それしか縋すがれるものがないから。

　可愛かわいい子を可愛かわいいと思うのも、どうしようもなく、普通のこと。

　ドレスデンの言う通り、そこは俺もあいつも変わらないんだろう。

　だが、その重みが、違う。

「──それが、その感性だけが。普通じゃない俺達の中にある、唯一信じられる普通だってわかってるから。俺達は、人間らしい生き方も未来も立場も評判も引き換えにして、クズな自分をクズらしく彩いろどってんだよ。わかるか？」

　取捨選択だ。俺達は、捨ててもいい行為と捨てたくない行為を分けている。

　こんな自分でも大事だと思える行為が、確かに、俺達にはあるのだ。

　可愛かわいいものを好きと思える自分自身に安心するために。変態や根暗だと罵られても、自分は可愛かわいさとエロさという物差しだけはわかっているのだと。魔物じみて世界に馴な染じめない自分の中にある、確かな「人間らしいもの」なのだと、エロくてバカなゲームをしたり──

　自分にはない、他人を護まもることに本当に命をかけて、真摯に戦える女騎士のことを格好良いと思ったり──

　そういう、クズな自分にも輝かしく見えることは。

　それ以外の全てをなげうってでも、クズらしくしがみつく価値があるって話さ。

「俺達には覚悟がある。魔物として嫌がられる覚悟がある。お前達には……あるのか？」

　たまたまこのゲームの世界で、たまたまずっとやりたくて我慢していたことができるようになったから。世界がもうすぐ壊れてできなくなるから、せっかくなんでその前に──なんていうみみっちい心構えで、情けない性根で、魔物のごっこ遊びをしているお前達には。

「お前達には、そんな覚悟は──あるのか!?　ねえだろうがよ！」

「ふふっ、ははははは、何を非難されているのかわからんな！」

　そこが分け目だった。

　ゆっくりと歩を進めていたドレスデンと、待ち受けていたこの俺。

　お互いが、『今』はこれまでだと、『次』に進まねばならないと、察知する。

　転がっていた少女の死体を蹴り飛ばすようにしての──強い踏み込み。

　明確な意志を持って持ち上げられる大剣の切っ先。

「この自由な世界は今に終わる。飽き飽きの魔物退治など今更する気はない。素直に協力を申し出れば、一緒に楽しむこともやぶさかではなかったのだがな！　こちらには触手も溶解液もないのだから！」

「ごめんだね。こっちにも一緒に遊ぶ相手を選ぶ権利はあるし、そもそも俺は基本的にソロ専だ。それに──」

　ドレスデンの踏み込みに反応して、俺も後方に飛び退すさる。

　逃げたのではない。ただ数秒の時間を稼ぐためだった。




「──俺も、女を襲うのにはわりと飽き飽きなんでね。たまには逆の遊び方もしてみたいって気分だよ！」




　言うまでもなく。

　進化をするのに必要な、数秒だ。
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　彼女の下着の中に、確かに、在ったのだった。

　それ自体を取り外すことはできなかったが、実際に触れている間だけは手が届いた。

　けれど中身は混こん沌とんとしていた。記憶にある俺の鞄インベントリの中の状況とは似ても似つかぬ、台風が過ぎ去った後のような状態。ソートなど当然されておらず、区別はバラバラ。順序もバラバラ。同一品ならまとめられているはずだがそれもバラバラ。改めてソートすることもできなかった。全部を一気に取り出すこともできなかった。

　だから、一個ずつ一個ずつ。全体像も見えない深い袋の中を必死に覗のぞき込こんで、必要なものから順番に取り出して移動させるしかなかった。これもまた、全ての進化ルートが頭に入っている俺でなければできなかったことだろう。

　──さて。まずは、これだ。

「《モコ》に『小動物の肉』『苦いキノコ』『尖とがった骨』を用い、原始系原始族《モコモコ》に進化」

「む……はは、少し大きくなったか？　的を大きくしてくれるとは優しいな！」

　まだあと一秒くらい余裕があるか。じゃあもう一段いけるな。

「『小動物の肉』『尖とがった骨』『メランバの実』『太い骨』を用い、悪鬼系豚鬼族《フレイルオーク》に進化」

　か弱いフレイルって意味で、別にトゲ棍こん棒ぼうとか持ってるわけじゃない。それでもちゃんとした足が生えたのでモコ時分より一気に速度が上がった。

「っ!?」

　その足で後方に跳んでドレスデンの剣を回避。まだまだだ。相手は百戦錬磨の騎士団長、こちらは弱々しいモンスター。相手が間合いを摑つかまないうちに、続けよう。

「『太い骨』『苦い齧り木』『ドリーブの皮』『嘲りの牙』『生温いミゾットの鉱石』を用い、森豚鬼族《フォレストオーク》に進化」

　なんかもう懐なつかしいな。さすがにこいつ相手に棍こん棒ぼうで挑む気にはなれない。いや別にお前を下に見てるわけじゃないぞ、セリス。

　棍こん棒ぼうを力任せに投げつけて僅かな時間を稼いだ隙に、次だ。──やれやれ、そろそろ進化素材を選ぶのも面倒臭くなってきたな。

「『パヴァルンの蝸牛』『紫光苔』『二角カエル』『魔露のカズラ』『凶餌の稲穂』『マダラの実』を用い、魔豚鬼族《ノーブルオーク》に進化」

　ふむ、そろそろ自分から動いても大丈夫だろうか？　試しにやってみよう。

　俺はドレスデンとの間合いを確かめつつ、

「〝降臨する罰威ドグマ２──ディファレーンを伝道せよ〟」

「ぬぅっ！　魔法か！」

　俺の放った無属性魔力弾にドレスデンは眉を寄せたが、さすがに反応がいい。身を捻ひねりながら大剣の腹でそれを弾き逸そらす。

「貴様……！」

「さっきまで可愛かわいいぬいぐるみだったのに、って目だな。安心しろよ、アトラクションはまだまだ用意してあるぜ」

　ノーブルオークは邪神魔法スキルの資質がある系統の道筋を開く。俺は既にその先も想定している。ここからは一旦種族を横にずらしつつ先へ進む。

「『人胆サファイア』『輝死石』『幸せな粉』『遠心分離された夜』『干涸らびた三ツ目』『サンダルガンの書』『血針』を用い、精霊系思念族《ピュアプリースト》へと進化」

　邪神に祈る魔の純粋な残留思念が形を持ったもの。闇の身体からだを持ってローブを着た幽霊──のような姿をしているが、アンデッド系ではない。ただ闇系統ではあるので、ドレスデンが眉を寄せながら祝福系のグリスを剣に垂らしたのはいただけない。光系のエンチャントとまともにやり合いたくはないな。回避重視で、光り輝く大剣から間合いを取る。

　次は獣性と狂気を獲得しておく必要がある。

「『ガツグリツの折れ牙』『研がれた鉤爪』『脈打つ命の供物』『さだめの音』『血狂いの湧き水』『無色透明の毛皮』『可愛い肉球』『弾けぬ剣実』を用い、魔獣系暴狼族《ルナティックウルフ》へと進化」

　邪よこしまな神気に当てられた魔ま狼ろうだ。ほら、急に四つ足になったから間合いが摑つかみにくいだろう、ドレスデン？

「本気で戦う気か？　魔物風ふ情ぜいが」

「決まってんだろ。お前こそいいのか？　システム的にＥＬＯモンスターおれたちは、女キャラに対しては装備を剝ぐことしかできない。自動的にダメージが装備損傷に変換される。だけど──」

　証明されている。黒闇竜ダークナイトドラゴンのあいつが暴虐を尽くして女を攫さらったとき、護衛の男達は殺されたらしい。つまり。

　俺は狼おおかみの口で、まさしく犬歯を剝むき出だしにして笑ってみせた。

「お前みたいな男キャラには普通にダメージが通るし、普通に殺せるんだぜ？」

「は──やってみせろ！　ＧＰＳでは当たり前のことだ。俺達を殺せる魔物を殺し続けてきたのが我々だ！」

　なんだと脱がされて済むだけだと思ってたのに話が違う、とか言ってくれたら面白かったのに。冗談を言う余裕もないのかね。

　とはいえそれ以降、ドレスデンの動きは格段に良くなった。戸惑いを捨て去り、慣れた感覚を思い出したが如ごとく。言葉通りに、こういった典型的な魔獣系との戦闘についてはかなりの経験を積んでいるようだ。

　となると──相手の得手に付き合ってやる義理はないな。

「『蒼い月の雫』『デスクロス』『信仰される髑髏』『発酵した娼婦の舌』『タントのグラフ』『古ンドィルフ文書』『怨嗟の盃』『呪われた四つ子』『蠟燭』を用い、死霊系邪教族《リッチ》へと進化」

「ッ。まだ変わるかッ！」

「とか驚いてる隙に続けてもう一丁だ。『赫い月の雫』『裸の姫の羞恥』『背信される首の生皮』『ハイヴレース』『セスの霊玉』『新ンドィルフ偽書』『屹立する卵』『咎を負わぬ骨杖』『殺人の告白書第三巻』『鉛の冠』を用い、死霊系邪教族《ハイリッチ》へと進化」

　今度こそ完全にアンデッド系だ。豪華な聖職者系ローブを纏まとった、霧状の身体からだと骸骨の頭部を持った死の信奉者。ここまでくればもう言わずとも魔法特化とわかってしまう。間合いを取り続け、俺は魔法を撃ちまくる。ドレスデンは自分の持つ神聖スキルで対抗しつつ、ひたすらに間合いを詰めてくる。ゲームの定番を知っている上級者ならではの迷いない動き。お互いにやりたいことはわかっている。近付けばドレスデンが有利で、近付かれれば俺は死ぬ。

　このままならな。

「もらっ──、っ!?」

　俺の魔法をかいくぐり、致命の領域に足を踏み入れるドレスデン。

　だがその足が止まった。

「〝跪く洗礼日ドグマ７７──再生誕に喜びよ在れ〟」

　俺が仕掛けていた設置系の罠わな魔ま法ほうだ。獲物を捕らえた魔方陣が地面に淡く不気味に浮かび上がり、ギチギチとドレスデンの四肢を軋きしませる。その大剣の先端は実のところ俺の眼前数センチにあるので安あん堵どとは縁遠い状況だ。

　次。動けなくなればようやく、隙はあるが多大に効果的な搦からめ手てを使うことができる。

「『月の心臓』『月のオッドアイ』『古き隕石』『破裂の世界儀』『砂の下に埋もれた教団の遺物』『デルトール液体』『ポテト』『魔霧の瓶』『首切り台の土』『世捨て人の劣情』を用い、精霊系降臨族《月の嘆き》へと進化」

　こいつは特殊だ。全体的にはその名の通り、浮かんでいる月のような姿。クレーターのある天体。だが表面には亡もう者じやの面が浮かび上がり、細く歪いびつな腕も左右から生えている。この世のモノではない、魔物達の生態系の外にある存在。

「で、いきなりだが──全放出フルスキル《ソルイールゴルの恩恵・腐食》！」

　残魔力を全て消費する、一回きりしか使えない特殊なスキルだが、効果は絶大だった。この存在が繫つながっている偉大なる存在の力のみをダウンロードするが如ごとく顕現させ、ダイレクトに対象へとブッ込む。

　有り体に言えば、このスキルは敵の武器をいかなるものであろうと一撃で完全破壊する。攻撃重視系の美少女キャラエネミーに効いたならば既に勝利は確定したようなものだ。

　おそらくは、相手が身動きの取れない野郎の騎士団長であってもそれは同じだ。

　腐食の神しん威いが、ドレスデンの大剣を一瞬にして錆さびさせ、腐らせ、風化させる。

　既に顔から一切の余裕を失っていた彼は、空虚を摑つかむだけになった手を哀れに開閉させながら、嚙かみつかんばかりの勢いで俺に涎よだれを飛ばしてきた。

「な、ん、だとっ……！　ふざけるな、こんな、こんなッ──！」

「ふざけてるのはお前だ。俺をなんだと思ってたんだ？」

　さて。状況はもう動かない。この姿のままでも問題なく終わらせられるだろう。

　それでも、気分の問題で、キリがよいほうがいいと思った。

　当初の予定通りに、奮発して差し上げよう。

「『大聖者マクナクリーンの堕落証』『封じられていた古代淫魔の尻尾』『砂漠の大魔力石』『月の兎の贈り物』を用い、邪神系降臨族──《嘆きの月のソルイールゴル》へと進化」

　ここに来てたった四つの素材。肩すかし？　逆だ。俺はこれらをセリスのパンツから取り出すときには少しだけ泣きそうになった。これらは全て、季節に一回しかない高難易度イベントの上位数人しか取れない最上級レアアイテムで──つまるところ、俺の一年分のプレイ時間そのものだと言ってもいい。

「記念にくれてやるよ。ありがたく受け取るんだな」

「き、きさま……その、姿、は……？」

　驚くか。まあ今までの進化の中で一番人間っぽいもんな。

　ＥＬＯのモンスター種の中でもレア中のレア系統《邪神》は、基本九系統には含まれず、超高難度素材に加えて様々なアンロック条件を満たした上でないと選べない特殊な肩書きだ。現在でも数体しかまだ存在していないので、系統というよりは『特別な個体にその区別が便宜上つけられている』というのが正しい。

　そのうちの一体、《嘆きの月のソルイールゴル》。それは簡単に言えば灰色の髪をした陰気な顔の男であり、ローブと杖つえを持った者であり、それでいて見るからに他とは違う威圧感とレア度を感じさせる造形であり──邪神だ。

　ちゃんとした目と口があるのはけっこう楽だ。嘲あざ笑わらってるって感情を相手に伝えるのにはな。

　その場にがくりと膝をついたドレスデンが、顔を上げないまま呟つぶやくのが聞こえた。

「噓うそだ……くそ……お前だってモンスターのはずなのに。こんな機会なのに、勿もつ体たいなさすぎる。モンスターなんだ、なんで理解しない、せめて一緒に、くそっ──」

「お前と一緒に楽しむ気はないっつったろ。今はこっちのほうが楽しそうだったからさ。ま、実際、思ってたより面白かったぜ？」

　まだ微かすかな気概が残っていたのか。

　ドレスデンの拳が悔しそうに握られるのが見えた。

「ああ……そうだ。それも、噓うそだ。こんなの信じられるか。モンスター如ごときに。ＧＰＳのような本気のゲームじゃない、お遊びのくだらない美少女ゲームＥＬＯしかやってこなかったような奴に……負けるなんて……！」

「ＥＬＯが……お遊び？　本気のゲームじゃないって？」

　さすがは騎士団長。俺に気分良く最後のアクションをさせてくれる気だな。

「はは──そのお前の台詞せりふが一番面白ぇよ。クッソ笑える」

　モンスターレベル90の邪神が直じかに繰り出す、原始邪神魔法。

　俺はその発動を選択しつつ、杖つえをゆっくりと持ち上げて。

「俺達の敵は美少女だ。数え切れないくらいの職業があって、数え切れないくらいのパターンの強さを持つ美少女だ。で、俺達がやってきたのはそいつらの服や装備を攻撃して剝ぐこと。その意味が本当にわかってんのか？　俺がその強敵達と戦いながら何を考えてたか知ってんのか？」

　もちろん、ドレスデンは知らないだろう。考えてすらいないだろう。

　だから教えてやる。

「どの部位から狙うのが効果的か。兜かぶとか。鎧よろいか。手甲か。腰こし鎧よろいか。その場合に次に狙うべき部位への防御値低下の影響は。反撃の確率と速度は。露出度上昇による羞恥判定は。巨乳なら胸から狙うべきという文化もある。眼鏡キャラのときは兜かぶとと一緒にそれが剝げる可能性も考慮しなくちゃならない。……俺はずっと、そんなことを何十パターンも考え続けながら敵を倒してきたんだぜ。それに比べたら」

　俺は意識的に、これでもかというほど口元を吊つり上あげて、笑った。

　せっかくの機会、せめて邪神らしく見えるように。

「ただ敵を攻撃して殺せばいいだけなんて、こんな楽なことはないと思うぜ？」

　そして俺は言葉通りの楽なことを実行した。




「……ふむ」

　眼前から動くものがいなくなり、俺はふと気になって、インベントリを開く。

　そこにアイテムは何も残っていなかった。

　あのときセリスのパンツから急いで回収した、一つ一つ必要なぶんだけ拾い集めたアイテムは、もう何もない。ゼロだ。

　つまり──進化ルートから必要素材の全てを導き出した俺の計算は、一分の狂いもなく完璧だったってことだ。

　死にたくなる自画自賛をしよう。

　なんて凄すごい。なんて役に立たない技能。社会のゴミすぎる神業ですね。また笑えてくる。

「さすが俺。最高のクズだね」

　そして実際に、フヒヒと気持ち悪く笑いながら。

　誰かこのキモい奴殺してくれないかなと思いながら。




　殺してくれそうな心当たりの誰かを探して、俺は踵きびすを返かえして歩き出した。











エピローグ
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place_status_〝這う天蓋の隠れ砦クリープフオート・内部〟




　逃げ込んだのか、逃げ込んだ誰かを助けにいったのか。

　彼女は再び砦とりでの中にいた。

　ここに至るまでの道程も含め、周囲に動くものはなく。

　だからそれが、戦いの終わりの光景だった。




　目の前の床に背中をつけて横たわっているのは、騎士の格好をした一人の少女。

「…………」

　綺き麗れいな長い髪、整った顔立ち、女性らしい丸みと柔らかさを過不足なく具そなえた白い肌。細身ではあるが瘦せぎすではなく、ジャストサイズの抱き心地を想像させる身体からだつき。どの部分に指を触れさせても、穏やかに弾力的にその指先を受け止めてくれるのが確信できるような、男を駄目にする肉感──

　今のそれらは、ここまでの激闘の過酷さを物語るように、土や泥や返り血やその他よくわからない体液で薄汚れている。しかしそれでも、彼女の外見、そして内側から滲にじみ出でる輝きを穢けがしきるには至っていない。

　そう、彼女はそれほどまでに──輝かしい存在光だ。俺とは違って。

　ただし、疲ひ労ろう困こん憊ぱい、満身創そう痍いであるのは疑いようもなく確か。身体からだに力が入らないのか、かろうじて首だけを持ち上げるようにして、彼女はこちらを見ている。その視線にあるのは……怖おそれ？　怯おびえ？　諦め？

　それら全てかもしれなかったし、どれでもないのかもしれなかった。

　彼女は今の自分の姿について、きっと充分に理解している。

　身を包んでいた騎き士し鎧よろいはほとんどが破壊され、剝がれ落ちていた。その下にあったアンダーウェアも無残に破られ、大部分の面積を白い肌に置き換えている。形のよいおへそ。どろっとした何かが薄く溜たまっていることにより今のそれは淫いん猥わいな窪くぼみという名だ。引き締まった、それでも女性らしい柔らかさを具そなえた脇腹。ほどよくぷっくりと膨らんだ胸部のラインには彼女自身の髪が最後の抵抗のように乗る。一流の芸術家ですらその隠と顕という概念間の綱渡りじみたバランスは二度と再現できまい。下半身も状況は似たようなもの。横向きに投げ出された太ふと股ももは閉じるでも開くでもなく、ただ微かすかに震えるだけ。それはどこか、甘く弾力のあるデザートじみた蠱こ惑わく的な震え方だった。その中心を隠しているのは──今は、そこに垂れた非力な布一枚のみ。穿はいているのではなく、ただ、破れて垂れている。微かすかな肉の震えを受けて揺れる、最後の砦とりで。この怪物が追い求めていた……究極の宝。

　その状況を。

　自らのあられもない姿がこちらに見られているということを。

　そして身体からだを動かせない自分にはその状況を変えられないことを、彼女は、知っている。

　鑑賞モードだからではなく、純然たるダメージのために、彼女は動けない。残り少ないＨＰに、かろうじて最後の貞操だけを守りきったというその状態で戦闘を終えられたのは──彼女の幸運と奮戦の産物だろう。

　今の彼女が動かせるのは、目と口だけだ。

　ゆっくりと細められた目の周囲、長いまつげが震えるのを見た。唇が閉じられ、何かを決意したようにまた開かれるのを見た。

　俺は──その一瞬の中、ごくりと唾を飲み込みながら予想する。

　彼女がどんな台詞せりふを口にするのか。

　わかっている。簡単だ。今までに何度もあったことだ。

　彼女は騎士だ。現実でも騎士だ。正しさを信じていて、人よ正しく在れと思っていて、それが怪物モンスターである自分にはたまらなく居心地が悪い。

　そんな騎士が怪物にこんな姿を見られたら？

　そりゃこう言う。間違いなくこう言う。

　今までにも何度となく言ってきたように、誇り高く、こんな台詞せりふを言うはずだ。

　くっ……殺せ。

　こんな辱はずかしめを受けるくらいなら──いっそ殺せ！




　だが、彼女は言ったのだ。

　太ふと股ももを閉じようとするでもなく。隠そうとするでもなく──




「見ても……いいわよ」
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　一瞬、何を言われたのか理解できなかった。

　彼女の姿は変わっていない。横たわったまま。あられもない姿をさらけ出したまま。

　変化は、ただ、頰が微かすかに赤く染まっていることと。

　照れたように、視線を逸そらしていること──

　聞こえるか聞こえないかの小さな声で。本当に、囁ささやくように、彼女は続ける。

「見たかったんでしょ？　女の子の……あそこ」

　だから、めくればいいじゃない、と。

　今なら君の手でもそれができるから。好きにすればいいじゃない、と。

　そう言っていた。




　一つの正しさと一つの勘違いがあって、きっとその言葉は生まれた。

　正しいのは、おそらく、俺がそれをできるということ。ＥＬＯモンスターである俺に彼女の衣服は剝げないが、これはもう『既に剝がれている』という状況。ＥＬＯのシステムなど関係なく、ただ受けた攻撃の物理判定の結果としてこうなっているだけだ。同じＧＰＳプレイヤー、自由な干渉力を持った男達の仕業でこうなっているオブジェクトの位置を、俺が少しずらすだけならば確かに可能かもしれない。

　そして勘違いのほうは。

『俺がセリスのパンツの下にただならぬ興味を抱いている』と彼女が考えていることだ。いやまあ、よくよく考えると、確かに俺は何度か彼女のパンツに関してグイグイ行った。もちろん、そのパンツが俺の失われたアイテムに関わっているからだったが──それをきちんと説明した覚えはない。パンツそのもの、もしくはその下の秘密の花園に興味があるのだと彼女が誤解するのも無理からぬことだろう。……待てよ、ドレスデンと戦う前にじっくり長い時間触らせてもらったが、ひょっとしてあれも進化素材を移していたとかではなく単にムッチャ気合いを入れるためだったと思われているのではなかろうか？




　馬鹿か。馬鹿だろ。笑い出したいような気分になりながら、それでもどこか、夢うつつで現実感のない感覚が俺の頭を包んでいた。

　ぼうっと──彼女の姿を、見続けるしかない。

　そもそも、根本的に。

　どうして彼女はこんなことを言っているのだろう、とふと思った。

　理由。

　意味。

　戦いが終わったことはもう彼女も感じ取っているだろう。ここに来るまでの間、俺はついでとばかりに目にした男達を全員殺してきた。邪神の力があれば、俺の魔法の一詠唱は蟻ありを踏み潰す一歩に等しい。まだ生きていた女達は助けてきた。誘導は途中で出会った（セリスとは手分けして男達の対処に当たっていたらしい）ホーリィとフワワに任せてきた。自分達も半死半生でボロボロなのにセリスのことを心配していたため、仕方ないかと見に来たのがこの俺だ。

　今の俺にはこれまで見せたこともない存在感と威圧感があるはずだから、俺がほとんどのケリをつけたことは彼女にもわかると思う。

　──だから、そのお礼、ということなのだろうか？

　それとも、自分はもういつ死んでもおかしくない状態だから、という自じ棄きか。

　あるいは、みんなはもう守り切れたのだから、満足して。それ以外の全てがどうでもよくなるほど幸福で、やりきった感があって。こんな些さ細さいな羞恥などどうでもいいという諦観か──

　わからない。

　考え続け、彼女の姿を見続けているうちに、どんどん頭の中が白くなっていく気がする。

　ふわふわした空間の中、謎の音も聞こえてきた。小さく、リズミカルな何かの音。

　そしてその中に、耐えきれなくなったような、焦じれたような声が混ざる。




「──ねえ、南みなみ井い源げん斗と」

「なんだよ、守もり崎さき瀬せ理り子こ」




　反射的に同じ武器で言い返して、そして同時に俺は音の正体に気付く。

　発生源は、それもまた彼女だ。

　格好もポーズも、先程と変えないまま。

　死と敗北を受け入れた女騎士の姿のまま。

　照れくさそうな、泣き笑いのような表情で──彼女は、くすくすと肩を震わせていたのだった。

「おかしい。私達、顔も知らないのに、どうしてこんなことしてるんだろうね？」

　結局のところ、その言葉が、次に俺のする行動を決めたのだった。




　その俺の選択とはまったく関係なく。

　視界の全てが白く、どんどんと白くなっていく。

　ここに至り、朧おぼろに霞かすんでいたのは俺の頭の中だけでなく、世界もだったのだと気付いた。

　予感がしていた。

　女騎士とモンスターの触れ合える世界が、これで終わってしまう予感が。

　だから。
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「休憩リポーズ中にネット見てきたよー。やっぱもうすぐメンテだってさ」

「ま、そりゃそうよね。なんかお祭りみたいで楽しかったけど、この状況も終わりかぁ」

「そうかなぁ？　街の外が怖くなってあんま出られなかっただけじゃん。あたしはやっぱり元のＧＰＳのままがいいな」

「街って言えばなんか人少なくない？」

「そういや、なんか少ないね。特に男」

「なんかお別れイベントでもやってるんじゃない。男子のほうがそういうとこあるよねー」

「あるある。ん、お酒切れた。おかわりお願いしまーす！　……？　おーい、レマルゴさーん？」




　店のほうから聞こえてくる声には、興味の欠片かけらも示さずに。

　レマルゴ・ロップremmargo-rpというキャラクター名の神は、店の奥にあるプライベートスペースで自らの楽しみに耽ふけっていた。バレバレの名前にしたのに意外とバレなかったなと思いながら。皆は意味のわからない綴つづりを見かけたらとりあえずアナグラムしたり逆から読んだりしないのだろうか？

　椅子。テーブル。無数のモニター。仮想式キーボード。数え切れないモニターはそれぞれこの世界の異なる場所を映し出しており、さらには秒単位で地点を変えていく。そのモニターの端にはplace_status_〝〟で示されるマップ位置情報が常に表示されており、そこがどこかというのをわかりやすくしていた。それを見るのは、この世界のことを知り尽くしている彼女神だけではあるが。

「ああ……いいよ、いい……とっても、よかった……」

　レマルゴはうっとりとした顔で、そのモニターの一つを見つめていた。その画面の端にはplace_status_〝這う天蓋の隠れ砦クリープフオート〟の文字が示されている。一番の盛り上がりを見せてくれた、最後にはかぶりつきで視線を離せなくなった場所。

「……うん。よーっし、と！」

　モデリング設定を弄いじってここだけに置いた、現実では数百万もするデザイナーズチェアを模した椅子の上で、彼女は豊満な胸を反らしながら背筋を伸ばす。癖である独り言を聞くものはいない。

「全体的には、いーい結果になったんじゃないかなぁ。アタシは大満足さね」

　何の結果か、と問われればそれは少し答えが難しい。固く言えば、実験や研究、調査ということになるのかもしれない。どこにも面白みのない、彼女以外にも行う人間がいくらでもいるに違いない、典型的で目新しさのない主題テーマ。

　ゲームとは何か。仮想現実とは何か。確かな現実を持っているはずのヒトが、わざわざそこに求めるものは何か──？

　それで説明はつけられる。けれど彼女は面白くないものは嫌いであり、だから一言で言えば別の理由になる。

　趣味だ。

　ただ趣味のためだけに、二つのゲームの開発時から誰にも知られないようにこの裏プログラムを仕込み、長い間秘匿し続け、そして実行に移した。

　その趣味を隠してきたつもりはない。

　レマルゴはモニターの中、最も興味を持って観察していた一同に対し、一方的に笑いかける。

「──いつも言ってたろ？　アタシは、誰かが普段とは全然違う顔を見せてくれるのが大好きだってね」

　とはいえ、だ。

　ＧＰＳ側からこっちに残した男達のほうは──一応気にしていた騎士団長達のほうは、まあ多分最終的にはこうなるんじゃないかな、と考えていた予想通りの流れになった。したいことをしやすくなるように女のほうを多めに合一ユニオンに巻き込んだのは確かだが、そこからの選択は彼ら自身のものだ。祭り陵辱に誘っても賛同しない良識ある男達を裏で殺したりもしていたか……おかげで街の男女比率がえらく偏ってしまった。普段とは違う顔を見せてくれたのは事実だし、それを楽しむこともできたが、意外性はなしだ。

　しかし──彼女達のほうは、それとはまた違う意味で、楽しかった。

「ＥＬＯのほうがプレイヤーの絶対数が少ないし、一人くらいは有名人がいたほうがいいかと思ってご招待しただけだったけど……いやはや、ハンデをものともしない実力、さっすがー。あんだけやりこんでくれてたら開発者冥みよう利りにつきるってもんだね。そんで実に若いね、若くて予想外の動きしてくれたね！　さすがアタシ、慧けい眼がん！　あんなコの中にあんな顔があったなんてさ……興奮が止まらなかったよ！　むふ！」

　だから、いいと思う。これをやった価値はあったと思う。合格。

「それに『男の中にはやっぱり魔物が眠っていたのだ』的な意味じゃあ、ちゃんと両サイドのプレイヤーちゃん達が《魔の証あかし》をアタシ神に見せてくれたって解釈もできるしね。まああの文は２秒で考えた適当な条件だから実際はどうでもよかったんだけど」

　ユニオンは為なせり。魔の証あかしを神に示せ。さすれば世界は元の姿を取り戻す──それは、何か指針がなくてはプレイヤーの皆も積極的に動いてはくれないかも、と思って仕込んでいただけのメッセージだ。

　実際には気分次第だったが、その気分は意外にいい感じになったし、そのクリア条件文も満たされたと言えなくもない。

　レマルゴは一人でぱちぱち拍手をして、

「よし、みんなおめでとう！　ゲームクリアー！　おつかれさまでしたっ！」

　満足したし、ジャストタイミングだろうと思う。

　本社がそろそろ覚悟を決めて強制処置を取ろうとしていることは知っている。この自分が施した華麗な裏プログラムを、ブルドーザーで根こそぎ真っ平らにするような低劣な所業だ。いくらプログラミング技術じゃアタシに勝てないからってねぇ、と馬鹿馬鹿しい気分になる。

「何て言うんだっけ？　そうそう、お前の拳では死なん、てやつさね。あっちのメンテ開始なんて待ってやるもんかーい。……それじゃ、さいならっと」

　レマルゴは手元の仮想キーボードを叩たたき、何の逡しゆん巡じゆんもなく、タンタンポチッと最後の決定的な動作を実行に移させる。

　そして世界は終わった。
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　当然のように、ひそひそ噂うわさはされていたが。

　気にはならなかった。

　強がりではない。吐き気が思い出したように襲ってくるのも断じてそのせいではない。これは純然たる場所酔いだ。慣れていないところで数時間座ったままじっとしていろとか、普通にストレスダメージを与える拷問だろう。授業も何言ってんのか全然わかんないしな。

　だから、昼休みになったときはやっと拷問から解放された気分だった。

「うげー……」

　行くアテもなかったので屋上へ。何人かの生徒達はいるが、教室よりは人口密度は遙はるかにマシだった。吐き気のせいで食欲もない。自販機で買ったジュースだけを手に、適当なコンクリートの出っ張りの上に腰を下ろす。ただ空を眺めて時間が過ぎるのを待っていると──

　奴が、来た。

「……購買の場所、わかる？」

「わかるよ。つーか下げ駄た箱の目の前なんだから気付かないほうがおかしいだろ」

「そう」

　言って、守もり崎さき瀬せ理り子こはごく自然な動作で俺にあんパンを手渡し、さらに自然な動作で俺の隣に腰を下ろした。

「おい」

「お祝い」

　俺は口をへの字にするしかなかった。食欲がないっつってるのに……まあ食べられないわけでもないけど。

「何の祝いだよ」

「さあね」

　つんと澄ました顔で、彼女は自分のパンの袋を破った。お供にしているのは紙パックの牛乳だ。スタンダード感というか王道感が彼女にぴったりだと思えた。

　もちろん、俺がこの守崎瀬理子という同級生の委員長の顔を見たのは、今日が初めてだ。

　けれど不思議に、何も違和感はなかった。きちんと整えられた服装。よく手入れされた髪。そして、セリス・イージスハートと同じような、まっすぐな眼まな差ざし。全体的な印象として、一目で彼女だとわかるような、何の疑問もなく納得できるような、それが彼女の中身だった。

　──俺のほうは、どうなんだろう？

　そんな馬鹿げた疑問が頭を掠かすめたが本当に馬鹿げていたのですぐに忘れた。キモいキモい。

　代わりに少しだけ攻撃を加えてみる。

「祝いか……俺はそんなめでたいことに心当たりはないけど、お前にはあるみたいだな。もしくはお前に元々ニヤニヤしながらメシ食う癖があるか」

「え、うそ!?」

　クールな表情を保っていた彼女が、慌てたように自分の頰をむにりと押さえる。

「噓うそだ」

「…………」

　ジト目で少しだけ頰を膨らませるセリス……じゃなくて守崎──ああもう瀬理子でいいや面倒臭い。そっちの名前のほうがまだ自然に頭に思い浮かぶ。ちなみに噓うそだと言ったのも噓うそだ。こいつは屋上登場時から微妙に頰をぴくぴくさせていた。

　というか朝はもっと大変だった。俺が教室に入るなり、こいつは驚き顔でがたんと立ち上がって──まっすぐこっちに向かってきて──まじまじとこちらの顔を見て──そして、

「……ありがとう」

　なんて言いながら、俺の手を両の掌てのひらで包んでぎゅっと握ってきたのだ。何かに祈りと感謝を捧ささげる女騎士のように、穏やかな顔で目を閉じながら。

　それからのことは思い出したくもないね。とりあえずその出来事がその後の教室のひそひそボイスを百倍くらいに強化したのは事実だと思う。

　口を尖とがらせるようにしながら、しばらくお互い無言でパンを齧かじって。

「ねぇ。聞いていい？」

「パンの代金ぶんくらいの質問ならな」

「どうしていきなり学校に来てくれたの？」

　あーもう本当、こいつはセリスだな。誤魔化しも変化球も噓うそもない。銀色にまっすぐ伸びるだけの騎士剣のような女。

「さあね。いろいろあるんじゃないの。一番大きいのは……そうだな。ＥＬＯが長期メンテ中でやることがなくなったから、っていうのでどうだ」

「なんで他人ひと事ごとみたいに言うのよ」

　呆あきれたように彼女は嘆息した。仮想現実のエフェクトではない、実際に俺の隣にいる彼女の吐息は、なぜかヘッドホンを経由もしていないのにひどく存在感を持って聞こえた。

　ＥＬＯのメンテについては──開始タイミングが予告よりかなり早かったために、そこでもユーザーとの間で一ひと悶もん着ちやくはあったのだが、俺の状況的にはあまり大差なかったので気にしていない。今頃俺のキャラがどうなってるかとか、持ってたアイテムがどうなったのかとか──

　世界が閉じる間ま際ぎわに、そのカタマリであったセリスのアレを結局どうしたのかは。

　自分が選択したことながら、考えないようにしている。

　ゲント・サザンウェルの未来も、現在も、過去も、今は南みなみ井い源げん斗との掌てのひらの外だ。全てはメンテが明ければわかることだし、明けなくてはわからない。だから、今はそれでいい気がしていた。

「ていうかお前だってＧＰＳできなくて手持ち無沙汰だろ」

「わ、私は……言わなかった？　その、そもそも勉強の息抜きにやっていただけだったから、別に長期メンテに入っても問題ないわ」

「俺が予想するに、勉強の息抜きで始めて、でもそれでずっぷりハマッてしまった……ゲーム機じゃなくてＰＣ経由でやってるから親にも秘密の趣味……って感じか」

「なんでわかるのよ！」

「勘というか微妙に後ろめたそうな雰囲気で。噓うそがつけないタイプだっての、お前は」

　むぐぐ、というように微かすかに頰を赤くして口をもごもごさせてから、結局彼女は反論を諦めたようだった。

　座り直して、パンを見つめて、その端にちょこりと齧かぶりつく。

　咀そ嚼しやくしながら、タイミングを計っているような、気持ちを落ち着けているような間があって。

「──中学のときね」

「うん？」

　前を向いたまま、独り言のように彼女は小さく言った。

「クラスに、絶対に見過ごせないことがあって。でも──私は、弱くて。流されて、口を噤つぐんで、見て見ぬふりをしたの。それが、ずっと、嫌で。だから……強くなりたいって思ったの。ＧＰＳを最初に始めたときに思ってたのは、それ」

「……」

「ゲームの中でなら、正しい騎士みたいな人間になれるんじゃないかって。そう全力で振る舞って、振る舞えるように努力して、それが当たり前みたいになったら、現実でもそういうふうにできるんじゃないかって思った。もしまた今度、あんなことがあっても──たとえ周りの全員が間違った悪意で誰かを傷つけようとしていても、みんなが敵になっても、たった一人でも戦えるように」

　一人でも戦える力。周りの全てが敵になっても、たった一人でも、自分の正しさを信じて戦い抜ける力。それを彼女は求めていた。

　だからなのか、と俺は思い出した。魔物を倒すためではない──対人に特化したスキル構成。止めたい誰かを止められるよう、守りたい誰かを守れるよう。

　不器用な彼女は、ただそれだけをあの世界の自分に望んだ。

「……そっか」

　俺は短くそう答える。でもさすがにそれでは足りない気もした。しょうがないな、大サービスだぞ。あんパンが意外に美味うまいからだ。

「じゃあ、そんな騎士みたいな委員長が守ってるクラスは、きっとこの学校のどのクラスよりも平和で安全で──これからも、安心なんだろうな」

　空を見上げたまま俺は呟つぶやく。

　彼女は少しだけ目を見開くようにして、こちらに顔を向けて──ふ、と口元を緩めた。

　俺はそちらを見ない。見てたまるか。

　調子に乗らせたか、瀬せ理り子こはこほんと一つ咳せき払ばらいして表情を戻してから、

「ついでにもう一つ、聞いていい？　逆に……君はどうして、ＥＬＯをやってるの」

　言っただろ。

　こんなクズな自分でも、綺き麗れいに思えるものは綺き麗れいだと大事にしたいだけだ。可愛かわいい女キャラの裸とか。前しか見ないクッ殺ころ女騎士の気持ちいいくらいまっすぐな目とか。

　──言ってなかった。そんな感じのことを言ったのはドレスデン相手だった。

「グヘヘ、言わせんなよ。俺は引きこもりのゲームオタクだぞ。当然、ギャルの裸が何よりも好きだからに決まってんだろ。ちなみに引きこもりの理由は特にない。学校に行くのが面倒臭くて、ゲームだけは上手うまくいったから、じゃあこのままプロゲーマーでも目指すかって思ってたってだけだ。ゴミだな」

「……」

「いろいろ剝むきたいんだよ。幼おさな馴な染じみキャラも、眼鏡キャラも、無口キャラも、お姉さんキャラも。そいつらの裸が全部剝むいて見られるＥＬＯは最高だなって話」

　俺の顔をじっと見ていた瀬せ理り子こは、やがて、またゆっくりと息を吐いた。

「君は……自分のことを、本当に投げ捨てるみたいに話すのね。それでわかったわ」

「……何が？」

「自分でも気付いてないのかもしれないけど。君のそれは自罰だと思う。君は誰かに『馬鹿』って引っぱたかれたいんじゃないの。それこそ幼おさな馴な染じみキャラみたいな誰かに。……露悪趣味で、あまりいいことじゃないわ、そういうの」

　屋上のコンクリートの床を、目を細めて見つめながら、彼女はそんなことを言った。

「──俺には幼おさな馴な染じみも幼おさな馴な染じみキャラもいないからな、しょうがないだろ」

　俺は肩を竦すくめて、冗談めかして答える。

　瀬理子の言うことが正しくても、間違いだったとしても。

　俺は俺だ。自分で気付いていないなら、なおさら直せない。自分の生き方は、変えられない。

　そこで俺はぎょっとした。

　瀬理子の顔が変だ。クール系だったはずなのに──むっつりと、今ばかりは見てわかるほど不機嫌そうに、頰を膨らませている。

「……幼おさな馴な染じみがいなくても、後になって似たような相手ができることはあるかもしれないじゃない。馬鹿」

　その異常を流したりスルーしたりできる勇気はさすがになく、俺は流される。乗っかってしまう。

「あー……まあ、方向性が似たような奴はいるかもな。女騎士みたいな委員長とか」

「そう。女騎士みたいな委員長とか」

「……なんで怒ってるんだ？」

「別に怒ってないけど、そう見えたのならそうかもしれないわね」

　牛乳のパックに、騎士剣が如ごとくストローをブッ差して、彼女は一息に飲み干す。

　それから勢いをつけるように立ち上がり、しかしその場ですぐに半回転。

　つまりは俺に向き直って、彼女はその整った顔をぐいと近付けてきて。

「幼おさな馴な染じみのような相手が欲しくて、そんな方向性の人間にやってほしいことがあって、だから悶もん々もんとしてるっていうなら──それにぴったりな相手がいるのに、どうして頼らないの？」

　ああ。

　彼女はやはり、まっすぐな騎士だった。

　噓うそや誤魔化しも必要なく。ただ、彼女は正しいと思ったことを実行する。

「覚悟するといいわ。君がそれを望むというのなら、これからは私が君を[image: 叱]ってあげる。破廉恥で情けないゲームで女の子を辱はずかしめるような性根を、間違ってるものは間違ってると言って、引っぱたいてでも矯正させてあげる！」

　俺は苦笑いでその言葉を聞くしかなかった。

　もちろん俺にも言い分はある。

　でも駄目だ。瀬せ理り子こが女騎士で、そして俺が魔物モンスターである以上、なかなか抵抗は難しい。

　結局のところ、魔物は女騎士に対して絶対的に不利な立場なんだと思う。

　なにせ──完全に自由を奪った状態で「くっ殺せ」なんて言われてるのに、それでもこっちは絶対に相手を殺せないんだからな。

　世の女騎士に知られてはならない。知られればすぐ狩られてしまう。魔物がどれだけ、彼女達の取り扱いに注意したいと思っているか。傷つけてしまうのを勿もつ体たいないと思っているか。

　できればずっと近くで見ていたくて、けれども触って汚してしまうのが怖いような──

　輝かしい宝物のように、見えているか。




「でも矯正って、具体的にはどうすんだよ。もうあの世界はないだろ」

「別のゲームでもこれから一緒に始めればいいじゃない。そこで騎士道のなんたるかを君に教え込んであげるわ」

「マジかよ……」


おわり　　










あとがき






　あとがきから先に読む派の人へ。

　この本は、あなたがまずこれを手に取った理由であろう藤とうますさんの素敵な表紙イラストの雰囲気通りのものです。ご褒美で何の脈絡なく女の子の服が脱げるような、そんなちょいエロなゲームが好きならば安心して最初のページへ、あるいはお店のレジへお向かいください。

　しかし逆に、そういうものに眉をひそめる方にとっては。

　危険です。




　これは破廉恥な物語だと思います。

　下劣だと感じる人もいるでしょう。

　間違っていることが描かれているかもしれません。

　気分を害されたら本を閉じてください。

　けれども、この醜い魔物の物語を面白いと思ってくれた誰かが。

　これでしか救えなかった誰かが、一人でもいれば。

　この本を書いた意味はあったのだと、そう思います。




　今にして思えば、程度の差はあれ、ずっとそんな方向性で物語を作ってきたような気がします。この本を書くにあたって、改めてそれを思い出しました。

　多分、これからもそうして書いていくでしょう。

　引きこもりの魔物のようにひっそりと。

　気持ち悪いかも知れませんが、できれば殺さないでください。




　遅ればせながらの謝辞を。担当編集湯ゆ浅あさ様、阿あ南なん様。この本を書き始めることになった最初の方向性の提示から、本が完成するまでの一切合切、たいへんご迷惑をおかけしました。

　今作は性質上「とにかく肉感的でエロスな挿絵が欲しい」という思いがあり、藤ますさんにイラストをお願いすることができました。２００％こちらの要求に応えてくださった素晴らしいイラストの数々、本当にありがとうございました！

　ちなみにこの本は読み切りのような気分で書いたもので、次はどうしようかなと考えている最中です。源げん斗とたちの続きの人生を書くかもしれませんし、まったく別の本になるかもしれません。どうあれ最終的に判断するのは編集部ですので、ご要望やご感想を編集部に送っていただけると次の道筋を決めるための大いなる助けになるかと思います。よろしくお願いします。

　ともあれこれからも自分らしく物語を書いていきます。それでは。


水みな瀬せ葉は月づき　
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水みな瀬せ葉は月づき

なんだかんだ言って自分もガチムチのパワータイプを選ぶような気がします。スーパーアーマーでヌシヌシ近付いて、隙がデカいけど痛い攻撃を叩き込む的な。というわけでこちらのプランは出来ていますのであとは誰かＥＬＯの開発をよろしく。
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イラスト／藤とうます

コンニチハ！　藤ますです。皆さんネトゲやってますか！

ＶＲネトゲは没入度が凄そうでおっかないですが……エロはやってみたい（ニコォ～）







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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電撃文庫編集部
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「藤ます先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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